

































コミュ難の俺が、交渉スキルに全振りして転生した結果3
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　妹が生まれたとき、最初に産うぶ湯ゆを使わせたのは父さんではなく、俺と助産師さんだった。父さんは仕事に出ていて、母さんに陣痛が起こったときは森にいたからだ。

「レミリアっ……！」

　分ぶん娩べん室しつのドアを開けて父さんが入ってくると、母さんは笑顔で出迎える。

　エリクシールの効能なのか、母さんはすごく活動的になっていた。寝たきりで衰弱しきっていた姿は、本当に悪い夢だったかのようだ。

「リカルド、元気に産まれてきてくれたから心配しないで。あなたが最初に名前で呼んであげなきゃ」

「ああ。よく頑張ったな、レミリア。ヒロトも、母さんについててくれてありがとうな」

「おれじゃなくて、おばさんのおかげだよ。母さんをずっと励ましてくれてたんだ」

「いえいえ、私は本当にもう、ふたりとも無事というだけでうれしくてねえ……」

　助産師の小母さんは手しゆ巾きんで涙をしきりに拭ぬぐっている。彼女は治ち癒ゆ魔ま術じゆつのスキルを習得していて、母さんの出血を止めてくれた。サラサさんも継続して母さんの治療に訪れてくれるし、産後の経過はきっと良いはずだ。

　父さんは妹を抱き上げると、まだ目が開かない赤らんだ顔を見つめながら言った。

「わかるか？　お父さんだぞ。俺はリカルド・ジークリッド……そして、きみはソニア・ジークリッドだ」

「…………」

　ソニアと呼ばれた妹は、薄く目を開いて父さんに向ける。さっきまではいっぱい泣いていたけど、今は逆に泣き疲れてしまったようだ。

「お兄ちゃんは頼りになるぞ。ヒロト、抱っこしてあげなさい。気をつけてな……」

「……あったかい。赤ちゃんって、こんなふうなんだ」

　そう言いつつも俺は、前世で赤ん坊を抱っこしたことがあったから、慣れた手つきで妹を抱っこしてやることができた。しっかり安定しているので、父さんは苦笑する。

「ヒロトは本当に、何をやらせても俺よりうまくやるな。父さん、ちょっと妬やけるぞ」

「ふふっ……ソニアも、ヒロトになついてるみたい。うれしそうにしてるわ」

「おいおい、ヒロトの方がなつかれるのも早いのか……これは俺も負けてられないな」

　妹はもう髪が生えていて、つぶらな目を俺に向けている。確かに父さんの時より、心なしか顔が喜んでいるみたいに見えた。それにしても、すごく大人しくていい子だ。

「ねえあなた、ソニア様って、言い伝えに出てくる勇者様の名前よね。どうしてこの子につけようと思ったの？」

「それはまあ、ヒロトは子供ながらに器が大きいからな。その妹のソニアも、きっと立派になるだろうと、願いをかけて……」

「お、おれは別に、器が大きいとかじゃ……」

「ヒロトちゃんは立派ですよ。お父さんとお母さんのいうことをよく聞いて、とっても気が利くし。町の女の人はみーんな、ヒロトちゃんの大ファンですよ」

　小母さんが褒ほめてくれるので、どうにも照れてしまう。みんなが大ファンって、それは授じゆ乳にゆうを受けまくっているからなのだが、とても両親の前では言えない秘密だ。

「ヒロト、そろそろ母さんにもソニアを見せてあげなさい」

「うん、わかった」

「もう少し抱いていてくれてもいいのよ。ヒロトがソニアを可愛がってくれて、お母さんも嬉しいわ」

　朗らかに笑う母さんのもとに、ソニアを抱えたまま歩いていくと、母さんはそっとソニアを抱き上げ、ぎゅっと抱きしめた。

「ありがとう、無事に生まれてきてくれて。私があなたのお母さんよ」

「…………」

「この子は本当におとなしいな。これは、手のかからん子になりそうだ」

「さっきまで元気に泣いていましたから、もうおねむなんでしょうね。レミリアさんは休んでください、私ができるかぎり見ていましょう」

「いえ、私が見ています。リンダさん、このたびは本当にお世話になりました」

　助産師のリンダ小母さんは頷きながら、また涙を拭く。俺も父さんももらい泣きしそうになるが、父さんは上を向いてこらえると、俺を見て照れくさそうに笑った。

「母さん、おれもこれからソニアのお世話とか、いろいろ手伝うよ」

「ヒロトは子供なんだから、めいっぱい遊ぶのが仕事よ。ソニアのことはお母さんにまかせなさい。お母さん、この歳になって、今までで一番っていうくらい元気になっちゃったから。身体の奥から力が湧いてくるのよ」

　今でも、ゼロになったはずの母さんのライフが、なぜエリクシールが喉を通った後で回復したのか、はっきりしたことは分からない。

　一つ推論を立てるとしたら、母さんのライフは確かにゼロと表示されたが、小数点以下の数値が切り捨てられていただけで、ゼロになる寸前だったのかもしれない。

　最初は薬を飲み込む力のなかった母さんが、皆の呼びかけに反応して、喉に通してくれた。それで病気状態が回復し、ライフの減少が止まったのだろう。

　エリクシールは貴重だから、おいそれと効能を試すわけにもいかない。ただのポーションが百本や千本集まっても、エリクシールの一滴に価値が及んでいない。俺が持っている中では、ドヴェルグの小型斧＋７と並び、最レアと言っても過言ではなかった。




　◆アイテム◆

　名前：エリクシール

　種類：薬

　レアリティ：レジェンドユニーク

　効果１：ライフとマナを完全に回復する。

　効果２：すべてのステータス異常から回復する。

　備考：一口分を飲むことでいずれかの効果が発現する。





　エリクシールを鑑定してみると、効果１、効果２のいずれかが発現するのだと分かった。母さんの病気が何なのかは最後まで分からなかったが、エリクシールは詳細が分からない病気も治癒する力があると考えられる。

　アイテムのレアリティは最上位からゴッズ、レジェンドユニーク、スーパーユニーク、ユニーク、レア、ノーマルの順に序列がつけられている。ユニーク以上のアイテムは汎用名ではなく、固有の名前がついたアイテムだ。

　マンドラゴラや神獣の素材などのスーパーユニークアイテムを惜しげもなく使いながら、エリクシールのレア度が魔剣に及ばないのは、材料を集めさえすれば何個でも作れるからだろう。レアリティがゴッズのアイテムは、世界に一つしか存在しない。

　そういえばおばば様の手元にもエリクシールが残っているが、何か使う用途があったということだろうか。近いうちに訪問して、改めて聞いてみたい。母さんも元気になり、妹も生まれ、もう一度俺の日常が戻ってきたのだから。













　ソニアが生まれて数日後、母さんは家に帰ってきた。留守の間は母さんの友達や、サラサさん、セーラさんが家に来てくれて、掃除なんかをしてくれていたので、母さんがいないうちに家が荒れてしまったということもなかった。

　俺も町のみんなや、知り合いとの関係を良好なままで保っていきたい。魅み了りようばかりに頼らず、新しい人と出会っても、交渉スキルを駆使して、誤解のないように友好関係を築きたいものだ。

　スキルだけでなく、人に誠意を伝えるにはさまざまな方法がある。今回はネリスさんに感謝を伝えるべく、俺は手紙にお礼をしたためて、おばば様の庵いおりを訪問した。

　おばば様は封筒から便びん箋せんを取り出すと、目を細めてじっくりと読む。

「こんなばばに、丁寧なお礼状をありがとうよ。それにしても、なかなかの達筆じゃな。これなら、魔術書の写本を任せても良いくらいじゃ」

「おばば様、本が作れるの？」

「一冊作るのに数ヶ月はかかるがのう。魔法薬の作成と同じで、わしの趣味じゃよ」

　魔術書を自分で作れるとは、この人はつくづく、ここに暮らしているのが不思議なくらいの優秀な術師だ。かなりの高齢だから、若い時は今よりも凄かったのかもしれない。しかし今でも、賢者と呼ぶにふさわしい人物だ。

「それにしても……お主はこの幼さで、どこで覚えてくるのかのう。『すごい美少女が助けに来てくれて、初めは誰か分かりませんでした』じゃと？　このおばばを見て、そんなことを思っておったのか」

「わたしも、初めは誰か分からなかった」

　おばば様の庵に行くと、ミルテは必ず出てきて、一緒に話に加わる。俺を見た途端にぱぁっと嬉しそうな顔に変わるので、まんざらでもない。というか、かなり嬉しい。

「おばば様のかっこうをした、知らない人かと思った。どきどきした」

「ミルテ、お主は匂いである程度は分かるじゃろうが」

「……若いおばば様は、お母さんみたいなにおいがした」

「……そうか」

　ミルテは黙っておばば様に抱きつく。おばば様はミルテの髪を撫なでて、慈いつくしむように背中を撫でる。

　俺が知らないときも、この二人はこうしてきたのだ、と思う。

（ミルテの両親は亡くなってない……おばば様はそう言ってたな）

　俺の両親を助けてくれたおばば様への感謝もある。ミルテのためにも、彼女が両親と暮らせるように、その方法を探したい。

「おれ、ミルテのお父さんとお母さんを……」

「……そのことじゃがな。お主ほどの実力で冒険に出るのならば、いずれ会う時も来るやもしれぬ」

「っ……お父さんとお母さんに、会えるの？」

　ミルテの目が輝く。しかし、それを見るおばば様の目は、深い憂うれいを宿していた。

「しかし、極めて危険じゃ。皇こう竜りゆうを御したヒロトの力は、もはやこの国では並ぶものがないと見て良いじゃろう。じゃが、ミルテの両親を隷れい属ぞくさせているあの者は、強さの性質があまりに異端なのじゃ」

「隷属……」

　それは、ミルテの両親が何者かに奴隷にされているということだった。

　強さが異端とは、正攻法で挑むと足を掬すくわれるということだろう。

　そういった事態も想定して、俺はまんべんなく武器と魔術の両方を鍛錬し、戦法の選択肢を増やしてきた。

　ユィシアとの戦いでは、俺は魅了が発動するまでの時間を稼ぐことしかできなかったが、それも多くのスキルを覚えていたからこそ可能になったことだ。

「……わしが娘夫婦を助けぬことに、疑問を持っておるか？」

「ううん、そんなことないよ。おばば様はミルテを守るために、危ないことをしないでくれたんだよね」

「おばば様……危ないことはしちゃだめ。お父さんとお母さんは、わたしが助ける」

　ミルテの言葉を聞いたおばば様は目を閉じる。深い皺しわの刻まれた瞳が再び開いた時には、おばば様は微笑ほほえんでいた。

「今はまだ早い。しかし、必ずや助けようぞ。わしに残された時間も少ないと思っておったが、『あれ』を作るのにも成功してしまったしのう」

「えっ……おばば様、『あれ』って？」

「うむ、見せるのはもう少し先にしようと思っていたのじゃが、出し惜しみもしておれぬ。ミルテ、少し外に出ていてくれんか」

「だいじなお話？」

「決して覗いてはならぬぞ。見られたら、わしは鳥になって飛んでいくからのう」

「うん、わかった。外で待ってる」

　ミルテは素直に言うことを聞いて、外に出ていった。

「さて、完成させたエリクシールじゃが。お主が残していった分のうち、半分は念のために残しておくことにした。これがあれば助かる命もあるからのう」

「おれもそれは思ってた。一回の生成で、エリクシールは八回分くらい作れてたね」

「このフラスコに残っておったのは四回分ほど。そのうち一回分だけは、わしの研究に使わせてもらった。このエリクシールは、癒やしをもたらすだけの薬としてではなく、もうひとつの顔を持っておるのじゃ」

　おばば様は水晶の瓶に保存したエリクシールを取り出して見せる。あのローブの中がインベントリーにでもなっているのか、彼女のローブからは何でも出てくる。

「もうひとつの顔……別の用途に使えるってこと？　アンデッドを一撃で倒すとか」

「エリクシール自体は神聖な力は持たぬから、そのような効能はない。端的に言うと、エリクシールは最終形ではない。『七つの霊れい薬やく』の下地となる薬なのじゃよ」

（七つの霊薬……そんなアイテム、ゲーム時代はなかったぞ……！）

　一気に未知のアイテムが七つも増えてしまった。どんなものか確かめてみたいという好奇心と同時に、ゲーム時代と比べてどこまで奥深いんだと感嘆してしまう。

「わしはそのうちの一つを作りたかった。理由はひとつじゃ。来るべき時のために、どうしても欲しくてな」

「来るべき時……もしかして、ミルテの両親を……」

「うむ。娘夫婦を助けるためには、まず敵の居場所を探さねばならんが……今のところ、残念じゃが手がかりは見つかっておらぬ」

「おれも、それらしいことがわかったらおばば様に教えるよ」

　今の俺にはミゼールで得られない情報はないと言っていいが、この町は狭い。このアスルトルム大陸全域に探索の範囲を広げ、ミルテの両親の手掛かりを探さなくては。

　まずは手始めに、ジュネガン公国内での有力な情報源を増やすべきだろう。

　ソニアが生まれたばかりだし、あと二年……いや、三年はミゼールで過ごす。しかしその後は、俺はメインクエストを追い始めなければならないと思っている。

　俺の現状の目標は、女神に会うことだ。その手がかりが、ゲーム時代のメインクエストの中に匂わせる程度に仕込んであった。

　そしてメインクエストの始まりの場所は、ジュネガン公国の首都ジュヌーヴだ。そういう理由で、いずれ首都に行くことは確定している。

「さて……お主がせっかく来てくれたのじゃから、『授業』をしなくてはのう」

「おばば様、おれにもっと精せい霊れい魔ま術じゆつを教えてくれるの？」

「む……そ、そうじゃな。今日は薬師としての授業というか……」

　おばば様は何か、少し言いにくそうにしている。俺が精霊魔術の方に、より関心があると思っているのだろう。

「おれ、おばば様が教えてくれるなら何でもうれしいよ」

「……お主は本当に愛らしいのう。サラサや他の娘たちの気持ちがよう分かる。よし、わが弟子よ。しばらくそちらを向いて待っておれ、準備をするからの」

「はいっ！」

　おばば様に弟子と呼んでもらえて、気持ちが引き締まる。尊敬する人に何かを教えてもらうというのは、とても誇らしいことだ。

　言われたとおりに後ろを向いて待っていると、こぽこぽと何か液体を注ぐような音が聞こえてきた。薬師の技術を実演で教えてくれるのだろうか──と考えていると。

「んっ……これは、なかなか……自分で作ったものながら、凄まじい……味じゃ……」

　エリクシールを材料にして作った薬を飲んでるんだろうか。効き目を実演してくれたら、『薬師』スキルは確かに上がりそうだ。

「ふぅっ……く……ま、まだ見てはならぬぞ……んぅっ……身体が熱い……」

（……あ、あれ？　だんだん、おばば様の声が若く……色っぽくなってないか？）

　おばば様の嗄しわがれた声が、次第に張りのある、瑞々しささえ感じさせるものに変わっていく。何が起きているのか──俺の想像通りならば、すごいことになっている。

「はぁっ、はぁっ……そろそろ良かろう……後ろを向いてみよ、ヒロト」

　そろそろと振り返る。すると、そこには……。

　魔力が活性化して若返った時よりも、少し大人の姿をしたネリスさんの姿があった。

「……わしも鏡を見ておらぬから何とも言えぬのじゃが……どうじゃ？」




　名前：ネリス・オーレリア

　人間　女性　27（68）歳　レベル53




　ジョブ：エレメンタラー

　ライフ：２５６／２５６　マナ：７８４／７８４




　スキル

　　杖マスタリー　73　短剣マスタリー　10　精霊魔術　84

　　薬師　82　恵けい体たい　18　魔術素養　65

　　母性　63　料理　32　採取　54





　──なんてことだろう。二十七歳まで若返ったネリスさんは、間違いなく賢者と呼ばれていいレベルの精霊魔術師だ。

　若返りの薬の効果に時間制限があるということなのか、年齢の表記が特殊なことになっている。取得しているスキルの多さに応じてアクション・パッシブは膨大な数があり、全てに目を通しきれないほどだ。

　鷲鼻の老婆だったおばば様がシャキッと立ってお肌ツヤツヤ、ロケット胸も復活ときたものだ。おばば様というより、お姉様と言わなければ失礼にあたるだろう。

「おばば様、すごい……ネリスお姉さんって呼ばなきゃ」

「かりそめのものじゃよ。一週間に一歳ずつ、元の年齢に戻っていく」

「それって……おばば様が定期的に薬を飲んだら、ずっとおれは、弟子でいられるってことかな。それだったらおれ、材料をいっぱい集めるよ」

「……ヒロト。お主は本当に優しい子じゃのう……しかし、それは許されぬことじゃ。方法があるからといって、不老不死を願えば、世の理ことわりを曲げることになる」

「ううん、おれはおばば様にずっと生きててほしい」

「……そうか。ならば、エルフほど長命にはなれぬかもしれぬが、娘をこの手で取り戻すためにも、できるだけ生きてみようかのう」

　おばば様は少し目を潤ませていた。我がままを聞いてもらってしまったけど、俺の正直な気持ちなので、受け入れてくれてすごく嬉しい。

「さて……お主には、師匠としてずっと言いたいことがあった」

「え……おばば様が、おれに？」

「うむ。お、お主の普段の行動については、サラサや、ほかの娘たちに聞いて知っておる……よく、娘たちの乳を吸っておるのじゃろう？」

（ば、ばれてた……授じゆ乳にゆうでスキルを上げていた件を、おばば様は知ってる……！）

　怒られる、まずそんな思いが先に立つ。普通ならそうなるはずだし、師匠として弟子をたしなめるというのも、とてもよく分かる話だ。

　しかしおばば様はふっと笑うと、自分の胸元に手を当てて微笑んだ。

「お主のことじゃ、まだ幼いのじゃから、よこしまな気持ちでしているわけではあるまい。乳を吸って強くなる実感があるからこそ、あえてしていたのではないか？」

「っ……そ、それは……」

「みなまで言わずともよい。広く知られてはおらぬが、乳飲み子は母親の乳を吸うことで、ある程度母の力を受け継ぐものなのじゃ。お主は特別に、他の娘たちに気に入られ、乳を吸う機会を得た……わしは、そう考えておるよ」

　言い訳をまったくしなくても、おばば様は最大限に好意的に解釈してくれる。

　そしてあろうことか、彼女はローブの胸元に手をかけ、はだけ始める──その恥じらいながら肌を見せていく様子に、俺は釘付けになってしまう。

　黒いローブに覆われていた白い肌は、眩しいくらいに輝いて見える。フィリアネスさんたち騎士の人たちと違って、プリンのように強い張りがあるわけではないが、重力に逆らって形成される絶妙な曲線は、成熟した女性の妙味に満ちていた。

「ふふっ……特別授業というのか。言葉や実践で教えるよりも、こちらの方がよく力が伝わりそうじゃのう……さあ、おいで。ヒロト」

　そんなふうに両手を差し出して言われたら、俺は──飛び込んでいくしかない。

「ネ、ネリスさんっ……！」

「んっ……そ、そんなにがっつかずとも、わしは逃げはせぬが……んぅっ……」

　俺はネリスさんにすがりつくようにして、白い乳ち房ぶさをたぷんと持ち上げ、遠慮なく吸いつく──ちゅっと音が立って、『精霊魔術』スキルが上昇するログが流れる。

　ネリスさんの娘さんと同じ味を味わわせてもらっていると思うと、彼女に恩義を返すためにも、必ず助けなくてはと改めて思うのだった。














　親密なパーティ






　そして、妹が生まれてから三年と少しの時が流れた。

　俺が八歳の誕生日を迎えて、しばらくした頃のこと。十二歳になったアッシュが、商人ギルドの一員になるべく試験を受けて、見事に初級試験に合格した。

　アッシュの初仕事は荷馬車隊の一員となり、パドゥール商会の荷物をミゼールから公道を通って首都ジュヌーヴに運ぶというものだった。しかし、同時に冒険者ギルドで『荷馬車の護衛』の依頼が貼りだされたのを見て、アッシュの荷馬車が通る道に危険があるのではないかと気になり、俺たちのパーティで依頼を受けることにした。

　冒険者ギルドを訪れ、受付嬢のシャーリーさんに依頼を受けたいという旨むねを伝えると、まず簡単に依頼の概要を説明してくれた。

「最近は、盗賊たちが狙うのは荷馬車の積荷だけでなく、商人自体を捕らえてさらう被害も増えているんです」

　それはアッシュがもし山賊に襲われたら、本人も狙われるということだ。

「依頼を受けるなら、前金で銀貨二十枚。後金で残りの八十枚をお支払いします」

　報酬は悪くない。しかし、それよりも気になることがある。

　今回護衛したからといって、山賊が出なくなるわけではないので、今後も公道を通るたびにアッシュの商隊が危険に晒さらされてしまう。

「あの、山賊が出るんですよね。もしその場は荷馬車を守れたとしても、また襲撃されるんじゃないですか」

「あたしたちなら、山賊の親玉を倒すとかして、根本的な解決もできそうだけど」

　モニカ姉ちゃんが言うと、シャーリーさんは俺たちパーティの顔を改めて見てから、神しん妙みような面おも持もちでうなずいた。

「お二人のおっしゃることはギルドでも危惧していて、山賊討伐の依頼がミゼールと王都の商人組合から出されています。詳しい説明をお聞きになりますか？」

「はい、ぜひ聞かせてください」

　難易度の高い依頼は、ギルドの奥の面談室に通されて詳しい説明が行われる。俺はパーティのみんなと連れ立って、シャーリーさんの後についていった。

　山賊討伐は難易度★５の依頼だった。盗賊ギルドに属する山賊『ポイズンローズ』のアジトを冒険者ギルドの偵察員が発見したため、このアジトを壊滅させるか、活動を停止させてほしいという内容だ。

「そのポイズンローズ以外に、山賊がいるということはないのかな？」

　名無しノーンさんが依頼書を見ながら言う。目の付け所は俺と同じだ。

「他の山賊集団もいるようですが、ポイズンローズによる被害が最も多いです。ここ最近、ある女盗賊を首領にしてから急速に勢力を伸ばしているようですね」

　美人の女盗賊から声をかけられたら、男だったら簡単に勧誘されてしまうのかもしれない。それほどの美女なのかどうかは見てみないと分からないが。

「ポイズンローズの構成員は、現在百人以上と言われています。★５の依頼としては難度が高いので、報酬は★６相当に設定しています」

「特殊な依頼ってわけね。それで、報酬額は？」

「前金で白金貨一枚、後金が白金貨九枚になります。加えて、公国の全てのギルドにおいて、特別依頼を優先的に受ける権利を得られます」

「ヒロト、どうする？　あたしたちは、ヒロトの決定に従うわよ」

「うん、受けようと思う。是非やらせてください」

「ありがとうございます。それでは、契約成立とさせていただきますね」

　シャーリーさんはにっこりと笑う。ギルドに登録してから依頼を失敗したことのない俺たちに、全幅の信頼を置いてくれていることが良く分かる笑顔だった。




　ギルドで山賊討伐の依頼を受けたあと、俺たちはモニカ姉ちゃんの家に向かい、彼女の部屋で作戦会議をすることにした。

　モニカ姉ちゃんはクエストの報酬でインテリアを整えていて、知らない弓が増えている。あと、ベッドに俺をモデルにした人形が置かれていた。

　俺の顔を一日に一回は見ないと寝付きが悪いというので、母さんに教えてもらって『手芸』スキルで作成し、プレゼントした。本当は動物か何かの人形がいいと思ったのだが、母さんが『ヒロトでいいんじゃない』というので、自分で自分を作るという妙なことになったわけだが──モニカ姉ちゃんはすごく喜んでくれて、俺の人形と毎日寝ているというから、ちょっと照れてしまう。

「★５のクエストとなると、山賊の強さも侮あなどれないわね。冒険者から山賊になった連中も、それなりに腕は立つでしょうし」

　モニカ姉ちゃんはベッドの上に座り、膝の上にぬいぐるみを置く。狩人らしくきりっとした顔をしているのに、ぬいぐるみを優しく撫なでていて、何とも気恥ずかしい。

「小しよう生せいたちの実力なら、何ら問題は感じないが。ヒロト君はどう考える？」

「私が正面から突っ込んでおとりになっているうちに、お師匠様たちが山賊のアジトに侵入して、内側からやっつけるという方法が良いであります」

「ウェンディ、いつも言ってるけど無茶はしちゃだめだよ。女の子なんだから」

「はぅっ……は、はぃぃ……お師匠様に女の子と言ってもらえるとあの、フィリアネス様との稽けい古こで雷の魔法剣を受けた時のように、ビビッときちゃうんですけど……」

　いつもかぶっているツノ付きの兜かぶとを外したウェンディは、一度剣を握れば勇敢な女戦士というのが想像できないほど、ちょっとおどおどしている。出会った時から五年、彼女も十八歳になっているけど、性格の芯の部分は変わっていない。

「八歳にもなると、もう一人前……というには世間的には早いけれど、最近は顕著に男らしくなってきたと感じているよ」

「そ、そうかな……？　まだみんなの方が背も高いし、おれなんてまだ子供だよ」

「……まだ子供っていうには、やっぱり……あたしたちは、赤ちゃんの頃から見てるわけだから。見違えちゃったわよね、やっぱり」

　最近は三人が、俺をどんなふうに意識しているのかを隠さなくなりつつある。

　それは俺が、成長する過程においても、みんなと冒険しつつ、お疲れ様のたびにスキル上げ──授じゆ乳にゆうをしてもらっていたからに他ならないだろう。

「ふふっ……ヒロトったら。ほかの人がいないところだと、すぐおっぱい欲しいって顔するんだから」

「い、いや、そんなことないよ。おれだっていつもそんなこと考えてるわけじゃ……」

「お師匠様なら、いつでも考えていていいのでありますよ……？」

「あまり期待していると、ヒロト君も遠慮してしまうかな」

「……ご、ごめん。正直に言うと、本当はいつも、欲しいなって思ってて……」

　言うのは恥ずかしいが、欲しいものは欲しいのだからしょうがない。

　名無しさんはローブの胸元に手を当てて微笑ほほえむ。今日は戦闘に出なかったので、彼女は戦闘用ではないゆったりした格好をしていた。女性の私服姿というのは、いつ見ても新鮮に映るものだ。

「気になっていたのでありますが、名無しさんは胸が大きくなったでありますか？」

「ん……まあ、そういう傾向はあるね。やはり、授乳をしているとね……」

「でも、張りが取れて楽になるのよね。だから、できれば毎日でもヒロトに吸ってもらいたいんだけど……最近は恥ずかしがっちゃって」

　モニカ姉ちゃんはサラシで胸を押さえているのが大変なほど張りがあるので、俺に授乳すると適度に柔らかくなり、ちょうどいいとのことだった。しかし彼女の言う通り、俺も大きくなってきて、あまり頻繁にはしてあげられない。

　そうすると、彼女たちの方が、我慢できないという兆しを見せることもあって──まさに今、そうなってしまっていた。

「……山賊討伐の作戦は道中で立てましょうか」

「そうだね……ヒロト君がいれば、問題なく依頼は達成できるだろうし」

「お師匠様、お母様にはまだ内緒でありますよ……？　そのうち私たちから、ご挨拶に行きますから」

　ウェンディが言いながら、革の鎧を外し始める。下に着ているシャツの胸の部分は、出会った頃と比べると明らかに大きく膨らんでいる。

　その横で、名無しさんがローブをはだけて胸だけを出す。仮面をつけている彼女が白い肌をさらした姿は、何とも言えず艶つやっぽくて魅力的だ。

「ほんと真っ白よね、ノーンの肌って。ウェンディも肌を出してるのに、日焼けしないし……ねえヒロト、白いおっぱいと、小麦色のおっぱいはどっちが好きなの？」

「え、えっと……どっちも、同じくらい好きだよ」

「ふぅん……優等生な答えね。分かったわ、どっちが好きなのか、吸ってるところを見て判定してあげる」

　モニカ姉ちゃんはいたずらに笑うと、ジャケットを脱いでサラシを緩める。収まっていた乳ち房ぶさが解放されていくその光景は、何度見ても見惚れてしまう。

　そしてモニカ姉ちゃんの小麦色の爆乳、ウェンディの健康的な適乳、白とピンクのコントラストが素晴らしい名無しさんの美乳の三つが揃い、俺は三種の神器を手に入れて、神話の世界へと旅立つ。

「今日は小生からでいいかな……ヒロト君、ベッドに寝そべってごらん」

「う、うん……わっ……きょ、今日はこんなふうにするの……？」

「変化をつけていかないと、飽きられてしまってはいけないからね……」

　仰向けになった俺の上に、名無しさんが身を乗り出す。下を向いた乳房がぷるんと震えて、俺の前に二つ並んで差し出される。












　モニカ姉ちゃんは腕を組んで立ったまま、ウェンディは隣に座って様子を見ている。二人とも切なそうな顔だ──待ち遠しいというのがひしひしと伝わってくる。

　差し出された桃色の尖塔は、すでに半分ほど硬くなっていた。名無しさんの息も心なしか色っぽくて、耳を澄ますとぞくぞくとしてしまう。

「……相変わらず、焦らすのが好きだね……目の前に差し出しているのに……んっ、んぅっ……」




　◆ログ◆

　・あなたは《名無し》の授乳を受けた。

　・あなたの「法術士」スキルが上昇した！





　まず挨拶代わりに、乳房の頂点にキスをする。上を向くと名無しさんの口元だけが見えて、彼女が声を必死で我慢しているのが分かる。

　彼女は母性がまだ30を超えたばかりなので、搾しぼることはできない。それに、せっかく下を向いて差し出してくれているのだから、俺は釣られる魚のように、差し出された乳首を交互に咥えさせてもらった。違う乳首に吸い付くたびに、乳房がふにゅっと柔らかく引っ張られて、見ている俺の目を楽しませてくれる。

「はぁっ……あっ、あぁ……これは、自分で言うのもなんだけど……かなりくるね……」

「く、くるというと、何というか、胸がきゅんきゅんする感じでありますか……？」

「見るからにくるでしょうね、あれは……見てるだけでもちょっと……」

　パーティの交流は、俺の中では完成形に近づきつつあった。そんなことばかり考えていてはいけないが、一人のおっぱいを吸うことで、ほかの二人の感情も高まり、そうするとスキルの上がりやすさがプラス補正されるようなのだ。

　三人それぞれ、どうやって吸わせるか趣向を凝らしてくれるので、全く飽きることがない。いずれ乳離れしなければと思っていた時期は過ぎ、パーティ育成は別のステージに進みつつあった。上がったスキルでみんなを助けられれば、今していることはただ欲求を満たしているだけではなくなるのだ。





　幼なじみと妹






　スキル上げを終えて家に帰ってくると、家にリオナが遊びに来ていた。

　明日から依頼で町を離れることになるので、母さんには外泊する旨を伝えた。モニカ姉ちゃんのところに泊まりに行く、という体ていだが、父さんと母さんは俺のやんちゃに気づいていて、それでも許可してくれた。

「ヒロちゃん、リオナの所にもおとまりに来てくれないの？」

「あ、ああ……また今度な。サラサさんにもよろしく伝えておいて」

「ほんと……？　うん、分かった！　お母さんにも伝えておくね♪」

　リオナが一気に上機嫌になる。飛びついてきそうな勢いだが、彼女も八歳ともなると恥ずかしさがあるのか、自制しているようにも見えた。

「おにいたん、そにあもおにいたんとあそびたい！」

　三歳になったソニアは利発な子に育ち、かなり達者に話すことができる。

　リカルド父さんが期待した通りに、ソニアは俺と同じか、それ以上に発育が早く、同年代の子を持つ親御さんたちからすると『天才』に見えるそうだった。

　ソニアは髪を結んで二つのおさげにしていて、ツインテールというやつだ。ツーテールというのが本来の呼び方らしいが、俺にはツインテールの方が馴染み深い。母さんと同じ亜麻色の髪をしていて、並ぶとまるで母さんを幼くしたような容姿をしている。そんなわけで、父さんもソニアが可愛くて仕方ないらしかった。

「ソニアも大きくなったら、一緒に連れていってあげるよ」

「おにいたんのばか！　そにあはいまいきたいの！　ばかばかばか！」

　赤ん坊の頃はおとなしかった妹だが、物心ついてくるとお姫様のようにわがままになってしまった。最近は言うことを聞いてあげないと、すぐ椅子をぴょんと飛び降りて、俺のところにやってきてちっちゃい手でぽかぽかと攻撃してくる。まったく痛くないので、俺は受け止めつつ、いつもソニアを抱え上げて膝に乗せてやる。

「……おにいたん、そにあもつれてって？」

　こうするとすっかり大人しくなるので、みんな微笑んでいる。リオナがこういうとき、妹を優しい目で見るのが、兄として何となく照れくさかった。

「ソニアちゃん、もう少し大きくなったら私と一緒に遊びにいこうね。私のおうちに来てもいいよ」

「わーい！　リオナおねえたんといっしょにいく！」

「ははは、ヒロトは引く手あまただな。明日はモニカの家で、次はリオナちゃんの家か。ソニアのことも、しっかり面倒見てやるんだぞ」

「ちょっ、父さん、それは結構先の話で……」

「ヒロト、意地悪しちゃだめよ。次の日曜日にでも遊びに行ってきなさい」

　こういうとき、レミリア母さんはだいたいリオナとソニアの味方をする。父さんも別に俺の味方というわけではなくて、むしろ煽あおってきたりするので、ちょっと俺も反抗期を迎えそうな気分だ。まあ、俺が素直じゃないっていうだけなのだが。

　自分では年上好きの傾向があるかなと思っていた俺だが、リオナは正直言って可愛い。最近では伸ばした髪をサイドで結ぶようになって、ますます前世の陽ひ菜なに似てきてしまった。リオナの髪型はサラサさんがセットしているのだが、異世界にも同じ髪型があるとは驚きだった。

　着てる服も幼い子供が着るシンプルなものから、最近ではディテールの凝った少女向けの服に変わった。ステラ姉がリオナの服を選ぶようになったからだ。

「パパ、ママ、おにいたんとおふろはいってもいい？」

「ああ、父さんは一向にかまわないぞ。だけどソニア、たまには父さんと一緒に入ろうな。ヒロトも入ってくれなくなって、父さんは一人風呂が寂しいんだ」

「あなたったら……心配しなくても、一緒に入ってくればいいじゃない」

「パパとはあしたはいるの。きょうは、おにいたんとリオナおねえたんとはいるの」

「ああ、リオナも一緒に……って」

　つい返事をしかけて気づく。妹がものすごい勢いで地雷を踏みぬいてきたことに。

「え、えっと……ヒロちゃん、久し振りだね、一緒に入るの。恥ずかしがって入ってくれないかなと思ってた」

「っ……い、いや、今のはつい返事しちゃったというか、流れでというかっ……」

「ヒロト、男は一度言ったことを引っ込めちゃいかんぞ」

「あなた、それはちょっと悪乗りしすぎよ……ふふっ。でも、そんなに目くじら立てることでもないかしらね。二人とも、まだまだ子供だし」

「ヒロおにいたん、リオナおねえたんは、ちょっとおむねがふくらんでるんだよ」

「へ、へえー……」

（膨らんでるなら一緒に風呂に入れない気が……くっ、俺はどうすれば……！）

「ヒロト、なんだその気のない返事は。男なら、気の利いたことの一つでもだな……」

「あ・な・た？」

「じょ、冗談だ。母さん、そんな怖い目で見ないでくれ」

　レミリア母さんにジト目で見られて、父さんはあたふたしている。二人とも、まだまだ若いな……って、俺が言うことじゃないけど。

「……ちょ、ちょっとだけね。あんまりふくらんでないよ、ステラお姉ちゃんよりはぜんぜんだよ」

　リオナはそう言うが、俺は何も聞かなかったことにしようと思った。ステラ姉は最近思春期というやつで、あんまり俺と二人きりで勉強を教えてくれない。昔はよく本を読んでくれたのに。

　──なんて、理由が分からないふりをするほど子供じゃない。みんなから向けられる好意にどう応じればいいのか、常に真剣に考えなければならない。

「まあ、ステラ姉より小さいから、たいしたことないかな」

「むぅっ……ヒ、ヒロちゃんひどーい！　そんなにおっきいお胸がいいんだ！　私だって、大人になったらサラサお母さんみたいにおっきくなるもん！」

「それだと私より大きく……リオナちゃん、そんなにあせらなくていいのよ。ヒロトだって、私のおっぱいを飲んで大きくなったんだから」

　母さんは自信ありげに言うが、リオナはそれでも気になるらしく、自分で胸をふにふにと触っていた。

　サラサさんと血は繋がっていないが、前世に鑑みると、陽菜はかなり大きいほうだったので、成長すればゆくゆくは──と、思い出すのは何か後ろめたいので、今世は今世で成長をそっと見守りたいものだ。




「あっ……ヒロちゃん、見ちゃだめ！」

「おにいたん、だめー！」

　脱衣所で服を脱いでも、リオナは首輪を外さない。それを確認しようと振り返ろうとしたら、リオナと妹から猛攻撃を浴びてしまった。

　リオナはソニアを先に脱がせてあげてくれて、髪を結んだリボンも解いてくれた。ソニアの髪は首元に届くくらいで、結んでいたために少しカールしている。

「……ヒロちゃん、こっちむいていいよ。そっとだよ？」

「ん……あ、ああ」

　ずっとリオナの方を向かずにいるわけにいかないので、許可を得たところでゆっくり振り返る。するとソニアも、そわそわしつつも攻撃せずにいてくれた。

（ふ、膨らんでいる……つまり、母性スキルが伸び始めている……？）

　リオナの身体に巻かれたタオルの胸のところに、少し傾斜がついている。この年齢でも膨らんでくるものなのだろうか。いや、マジマジと見てはいけない。

「ヒ、ヒロちゃん……何にも言ってくれないと、はずかしいよ……」

「ち、ちがっ……お、おれは、べ、別に、その、気にしてるとかじゃなくて、きょ、興味ないしっ……」

「……お母さんといっしょに入るほうが、よかった？」

「い、いや、そんなことない。まあその、何も悪いことは考えてないから」

　リオナはもう女の子として、そういう機微が分かってるみたいで、サラサさんが俺に見せる態度についても薄々感じ取っているみたいだった。

「……ほんと？　私と一緒でも、いやじゃない？」

「いやじゃないよ。一人で入るより賑やかでいいし……な、ソニア。お姉ちゃんと入れてうれしいよな」

「うん！　おにいたんとリオナおねえたんと、いっしょがいい！」

　そうやってソニアが喜んでくれるので、リオナもつられて笑顔になった。

　俺はリオナのステータスを定期的に確認することにしているが、今はどうなっているのだろう──魔王としての能力は、水面下で成長を続けているのだろうか。




　名前：リオナ・ローネイア

　夢む魔ま　女性　８歳　レベル７




　ジョブ：奴隷（あなたを主人とする）

　ライフ：64／64　マナ：１１７６／１１７６




　スキル

　　薬師　16　手芸　10　白魔術　70

　　恵けい体たい　２　魔術素養　96　魅力　32

　　夢魔　72　母性　10　不幸　１０８

　　限界突破　16　奴隷　24




　アクション

　　手縫い（手芸10）　催眠（夢魔30）　飛行（夢魔40）

　　誘惑（夢魔50）　夢喰い（夢魔60）




　パッシブ

　　【対異性】魅み了りよう（夢魔10）　完全魅了耐性（夢魔20）

　　【催淫】魔眼（夢魔70）

　　薬草学（薬師10）　治癒術レベル７（白魔術70）

　　マジックブースト（魔術素養30）

　　【×】ハプニング（不幸10）

　　【×】没落（不幸50）

　　【×】凶きよう星せい（不幸１００）

　　魔王リリスの転生体

　　種族による職業制限あり

　　【×】徐々に不幸値が上昇





　夢魔、魔術素養、不幸が著しく成長するリオナだが、『不幸』の影響は幸いにも封印することができている。×がついた部分は、一時的に無効化されているという意味だ。

　そして、妹のソニアだが──彼女は生まれた時からずっと、ステータスの一部がマスクされている。俺の『鑑定』スキルでは、全てを把握することができていない。




　名前：ソニア・ジークリッド

　人間　女性　３歳　レベル３




　ジョブ：村人

　ライフ：64／64　マナ：48／48




　スキル

　　気品　３　恵体　２　魔術素養　３

　　？？？　10




　アクション

　　？？？




　パッシブ

　　？？？





（詳細不明のスキル……こんなの、見たことないぞ）

　ソニアが持っている謎のスキルは、種族や職業に関係なく上昇して、10に達していた。そして、母さんから得た気品、身体を動かすだけでも多少は上がる恵体はまだしも、上がる理由がないはずの魔術素養が上昇している。

「ソニアちゃん、目を閉じてね。泡を流すから」

「うん！　きゃはははっ、ざばーん！」

　無邪気にはしゃいでいるソニアを見ていると、そこまで気にしてはいけないと思うのだが──リオナのステータスを初めて見た時のことを考えると、早いうちに上位の鑑定スキル『詳細鑑定』を習得したいところだった。





　山賊の砦






　翌日の朝、俺はシャーリーさんに教えてもらった通りに、ミゼールと首都ジュヌーヴの公道の途中から、山に入っていったところにある山賊のアジトを目指した。

　事前に『忍び足』を発動できるポーションをネリスさんに作ってもらい、みんなに配ってある。百人以上の敵を全員相手にするつもりはなく、ボスを直接狙う作戦だ。

　山賊たちは、山中に作られた古い砦とりでに住み着いて根城にしていた。ある程度まで近づいたところで、俺はみんなにポーションを飲むよう指示する。




　◆ログ◆

　・《モニカ》《ウェンディ》《名無し》は「忍び足のポーション」を飲んだ。

　・使用者の気配が消えた。

　・あなたは「忍び足」を使用した。あなたの気配が消えた。





「おれは砦に入ってボスを探す。みんなは森の中で煙を起こしてくれ。そっちに山賊の注意が向いたら、みんなは砦が見える位置で様子を見ながら待っててほしい」

「ヒロト……一人で大丈夫？　砦の中に、罠がないとも限らないわよ」

「大丈夫、おれに任せて。じゃあ作戦を始めようか」

　俺は単独で砦の裏手に回る。見張りの位置を確認しつつ、中に侵入できそうな場所を探す──砦を囲む壁の一ヶ所に蔦つたが伝っていて、そこは登ることができそうだった。

　俺は見張りが交代する際に注意をそらした隙を突き、蔦を利用して砦の壁をするすると上り、忍び足の効力で音もなく内側に降り立つ。

　気づかれずに砦の内部に潜り込み、見張りの立ち話を聞いて、首領の部屋の所在をつかむことができた。そこから特に障害もなく、目的の部屋に辿りつく。

　昔手に入れた盗賊スキルが役立ち、首領の扉の鍵は簡単に開いた。部屋の中に入ると、どうやら隣にある浴室に人がいるようだ──入浴中とは、隙だらけのところに付け入るようだが、甘いことは言っていられない。

　首領ともあれば、風呂場にも武器を持ち込んでいるかもしれないので、応戦できるように準備しつつ、浴室の扉に手をかけ、そして勢いよく開いた。

「動くな！　抵抗しなければ、悪いようにはしない！」

「チッ……侵入者か。こんなガキをみすみす通すなんざ、見張りの奴ら、本当に使えないね。だけどね、風呂場ならあたしをやれると思ったら大間違いだよっ！」

　全裸で水を浴びていた女首領は、自らの格好に構うことなく、手の届く場所に置かれていた短剣を手に取り、俺に向かって投とう擲てきしてくる。

「はぁっ！」

　俺は斧を振り抜き、短剣を弾く。短剣は天井に突き立ち、女首領は武器を失った。

「斧なんかで、あたしのナイフを……こ、このガキ、強すぎるっ……！」

「……あれ？」

　どこかで見たことある……この、青みがかったカーリーヘア。目つきがちょっときつくて……でも、かなりの美人で。

「な、なんだってあたしはいつもガキに……何の恨みがあるってんだよ……っ！」

「お姉さん、おれは、お姉さんのことをよく知ってると思うんだけど……お姉さんは、忘れちゃったかな？」

　裸のままの女首領は、俺の視線が今頃気になってきたのか、胸と下半身を手で隠しつつ、目を見開いて俺をまじまじと見ている……そして。

「あんた……どこかで、会ったことが……い、いや、そんなことあるわけない。あのガキが、こんなとこに来るわけないっ……」

「……じゃあ、こう言ったら分かるかな。あえあ（パメラ）」

　そう──彼女の名前は、パメラ・ブランネル。俺がまだ赤ん坊の頃に、うちに泥棒に入って、授乳ループからのマナ切れコンボによって退治された盗賊だ。

　女盗賊と言われた時点で、ピンと来るべきだった。金が足りないから奴隷を売るなんて発想も、この人なら納得できる。赤ん坊の俺を誘拐しよう、とも言いかけてたし。

「……あ……あぁ……あぁぁぁぁぁっ……!?」

　こうしてあっさりと、山賊『ポイズンローズ』討伐は成功に終わった。

　パメラにはもう強盗などの犯罪活動を行わないこと、これまでに捕らえて売った奴隷を自分たちで取り返し、解放することなどを約束させた。

　そしてパメラには、活動内容を俺に定期的に報告してくれるように『命令』した。俺に怯えきっている彼女はあっさりと聞いてくれたが、少々怖がられすぎている気もする。赤ん坊のころにどうやって彼女を撃退したかを考えれば、無理もない話なのだが。

　脱出したあと、いったん連行してきたパメラと一緒に、森の中でモニカ姉ちゃんたちと合流する。パメラをギルドに突き出すわけではないが、逃げられても困るので、ギルドに成果を報告するまでは拘束しておかなくてはいけない。

「ほんとに一人でやっちゃうなんて……頼りになりすぎでしょ」

　そう言いつつ、モニカ姉ちゃんは俺を抱きしめて胸に埋めてくれる。俺にとっては、それがどんな報酬よりも嬉しかったりするのだった。














　王族の馬車






　山賊討伐が成功し、首領のパメラに街道の馬車が困っていたら助けるようにとまで約束させたことをギルドに報告すると、当然だがかなり驚かれた。俺たちはパメラのつけていた宝石のピアスと、彼女と幹部が連名で署名した覚書を見せて事実を証明し、成功報酬と特別ボーナスまでも受け取ることができた。

　パメラは約束を違えたりしないとは思うものの、念のために、俺はパーティの皆と一緒にアッシュの荷馬車の護衛を務めてジュヌーヴまで送り届けることにした。

「思いがけず大所帯になっちゃったね……」

「まあ気にすんなよ、アッシュ兄。俺もそこそこ強くなったから、山賊が出てきても心配いらないぜ！」

　ぼやくアッシュと、元気のいいディーン。だいたいこの二人はいつもこんな感じだ。

「危ないから、護衛は専門の方に任せなさい。ヒロトだっていてくれるし」

「ふぁぁ……ヒロちゃん、お馬さんを走らせるの上手だね。かっこいい」

　落ち着いたステラ姉が窘めるように言う横で、リオナはマイペースに俺を褒ほめてくれる。

　馬の乗り方は、フィリアネスさんたちが一度ミゼールまで馬に乗ってやってきたことがあったので、その時に教えてもらった。『騎乗』スキルは取っていないが、乗るだけならスキルがなくても練習すれば可能だ。

　周りの状況を確かめながら移動したかったので、俺は仲間たちが乗っている馬車の御者をしている。ウェンディ、名無しさん、モニカ姉ちゃんは別の馬車に乗っていた。

　なぜ友達も一緒かというと、ジュネガン公国の王女のひとりが十歳を迎え、洗礼が行われるためだ。首都では盛大な祝祭が開かれるので、俺がアッシュと一緒に首都に向かうことを知ったみんなも、祭りを見たくて一緒に行きたがったというわけだ。

「ジュヌーヴまではあとどれくらいなんだ？　もう、結構走ってきたよな」

　ディーンに聞かれて、俺はどれくらい走ったかを太陽の位置を見て計算する。

「あと半日はかかるかな。もうすぐで半分ってところだよ」

「そっかぁ。じゃあ、このまま無事に……」

　ディーンが言いかけた時だった。先導していた荷馬車が急に、止まるように号令を出してくる。

「バーデンさん、どうしました!?」

　アッシュが馬車を降りて、先頭の馬車の御者をしている人に声をかける。

「坊っちゃん、前方で山賊が、ジュヌーヴから来た馬車を襲ってるようです……！」

「なんだって……!?」

（ポイズンローズの守備範囲からは外れる……他の山賊が、首都から来た馬車を襲ってるのか……！）

「みんな、ちょっと待っててくれ！　おれは様子を見てくるっ！」

「ヒロちゃん、私もいくっ！」

「リオナはここにいなさい、ヒロトにまかせておけば大丈夫だから……！」

　ステラ姉がリオナを引き止める。ディーンも馬車を降りて、走って俺についてきた。

「ディーン、あんたも戻りなさい！　ここからは遊びじゃないのよ！」

「俺だって、ヒロトと一緒に戦う練習してんだ！　何もしないでいたくない！」

「ディーン、敵が弓を持ってるかもしれない！　あまり前に出すぎるな！」

「わかったっ！」

　パーティのみんなも連れて、俺たちはバーデンさんが言っていた通り、馬車が黒い服を着た賊に襲われているところに辿り着く。

「あの馬車……幌ほろに公国の紋もん章しようが入っている。貴人を乗せている……！」

「なんだって……!?」

　息を切らしながら名無しさんが指摘した通り、襲われている馬車の幌には四本の剣のような印が描かれていた。

　すでに馬車を護衛していた騎士と賊が交戦した後で、騎士たちは敗れてしまっていた。馬から落とされ、まだ息はあるものの、地面に伏してうめいている。

　賊は残り三人。そのうちの一人が、高々と剣を掲げて言った。

「俺たちはポイズンローズだ！　公女を渡せ、さもなくば皆殺しにするぞッ！」

（──違う。ポイズンローズに、あんな連中はいなかった……！）

「ポイズンローズは荷馬車を襲うことはしなくなったはず……他の山賊が、ポイズンローズに罪を着せようとしてるの？」

　モニカ姉ちゃんも混乱している。俺もはっきりしたことは言えないが、今すべきことは一つだ。公女が乗っているという馬車を守らなくてはならない。

「いずれにせよ、襲われている馬車は絶体絶命でありますっ……どうすればいいでありますか、お師匠様っ……!?」

（敵はおそらく、公女──ジュネガン国王の娘が、馬車に乗ってこの道を通るとあらかじめ知っていて狙ったんだ。つまり、王家の情報が漏れてくるところにいる存在……あの大層な鎧からすると、騎士団の人間……？）

　俺はゲーム時代に経験した、あるクエストのことを思い出していた。今でも鮮烈で、記憶から消えることのない、メインクエスト序盤の関門。

　ジュネガン公国の公女、リセエンシス・ルシエ・ジュネガン。彼女が洗礼の儀式を前にして誘拐されたことを発端とした、一連の物語。

（リセエンシス……『失われた姫』。彼女が誘拐される前に、助けられる……！）

　ゲーム中ではその美しさを賛美されるだけで、最後まで行方不明のまま、その姿を見ることができなかった存在。

「いやっ……放してくださいっ……！」

「大人しくしろ！　お前さえ連れていけば……っ」

　馬車の中から引きずり出されようとしている、一人の少女。その淡い桃色がかったストロベリーブロンドは、この世界に生まれて初めて見る種類の髪の色だった。

「──やめろぉぉぉぉっ！」

　もはや一刻の猶ゆう予よもない。そう悟った俺は、持てる全ての手段を使って、さらわれようとする姫を助け出すべく走り出した。

　停められた馬車の中に入り、中から公女を強引に連れ出そうとしていた男は、走ってくる俺の声に気づいて振り返る。そして、俺の姿を見て鼻で笑った。

「蛮勇を振りかざすか。子供であろうと、見た者は全員死んでもらわねばならない」

　悪役の定番みたいなセリフを吐く相手に対して、こんな相手でも殺さずに『手加減』して倒す必要があるのかと憤りを覚える。

　しかし、敵が公女から離れたのは幸いだった。人質に取られれば迂う闊かつに手が出せなくなるところだったが、自分から距離を取ってくれれば、何も躊ちゆう躇ちよする要素はない。

「子供の血で剣を汚すのは、主義に反するのだがな……っ！」

　この物言いは明らかに山賊じゃないが、こんな時にまで演じていられないってことだろう。昏こん倒とうさせて、後でステータスを見てみれば正体も分かるはずだ。

「はぁぁっ……『烈風剣ソニツクブレード』！」




　◆ログ◆

　・《シグムト》は「烈風剣ソニツクブレード」を放った！　剣から空を切り裂く刃が放たれる！

　・あなたには効果がなかった。





　剣マスタリー30で取得できる烈風剣ソニツクブレードは、剣技の中では貴重な中距離技で、斬撃と共に魔力の刃を放つという技だ。

　しかし恵けい体たいが１００を超え、防具もある程度整えている俺には、３００ダメージ以上の攻撃しか貫通しない。

「なっ……き、効いていない？　ただの子供じゃないっ……!?」

　今更気がついても遅い。シグムトという男は接近する俺に虚を突かれ、反射的に剣を繰り出してくるが、腰の入っていない一撃ではかすりもしない。




　◆ログ◆

　・《シグムト》の攻撃！

　・あなたには効果がなかった。あなたのスーパーカウンター！





　難なく避けると、相手が大きな隙を作る。そのままの勢いで、敵は俺の後ろまで駆け抜けていってしまう──背中ががら空きだ。

「一撃で仕留めることにこだわりすぎだ。それじゃ、おれには勝てない」

「──舐めるなぁぁぁっ！」

　俺の言葉を侮辱と受け取ったのか、シグムトは振り返りざまに斬撃を放とうとする。俺が隙を突かなかったことを、侮辱されたと思ったのだろう。

　だが大振りの剣が俺を捉えられるわけもなく、二回目の大きな隙が生まれる。こんなにブンブン振り回していたら、ソードリザードに勝てるかどうかも怪しいものだ。

「雷の精霊よ……我が斧に、ひととき力を宿し給え。『パラライズ・スマッシュ』！」

「なっ……そ、それは聖騎士のっ……魔法剣っ……！」

「──喰らえっ！」




　◆ログ◆

　・あなたは「魔法剣」を放った！

　・あなたは「パラライズ」を武器にエンチャントした！

　・あなたは「スマッシュ」を放った！　「麻痺脳天撃パラライズ・スマツシユ！」

　・《シグムト》に５５４ダメージ！　オーバーキル！

　・「手加減」が発動した！　《シグムト》は昏倒した。





「うぐぁっ……！」

　シグムトの脳天に斧の刃のない面を叩き落とす。斧マスタリー50で覚える脳天撃スマツシユは、それ自体も敵を昏倒させる技なので、麻痺を付与エンチヤントするとほぼ１００パーセント相手を行動不能にできる。

「シグムト隊長っ……！」

「い、一撃で……あの子供、一体何をしたっ……!?」

　どうやら今の男が敵のリーダーだったらしく、仲間が動揺している。黒ずくめの服装で、フードを被って顔を隠しているが、男女一人ずつらしい。

「人のことを心配してる場合じゃないわよ……『麻痺矢パラライズ・アロー』！」

「小しよう生せいの眠りに抵抗できるか……『眠りの霧スリーピングミスト』！」

　二人が動揺しているうちに、モニカ姉ちゃんが矢を放ち、名無しさんがすかさず呪文をかける。風切り音と共に放たれた矢が男の方の右肩をかすめ、名無しさんの発生させた法術の霧が、もう一人の女の方を包み込んだ。

「な、何だ……身体が、しびれて……」

「しまったっ……シ、シグムト……さま……」

　次々にこちらの攻撃が決まり、敵が倒れていく。公女の馬車を護衛していた騎士は見習いでレベルが低かったので、これくらいの相手でもやられてしまったようだが、俺のパーティにとっては敵ではない。

「すっげえ……やっぱヒロトはすげえや！」

「ディーン、商隊のところに戻ってなさい。商隊のほうが山賊に襲われないとも限らないから、何かあったらすぐ呼ぶのよ」

「分かったっ！」

　モニカ姉ちゃんの指示を受けてディーンが走っていく。戦闘に参加できず残念がるかと思ったが、いつも俺の戦いを見るだけでも興奮しているので、気にしていないようだ。

（さて……公女は、大丈夫かな。まずは安心させてあげないと）

　俺は馬車の中を覗きこんだ途端に、敵と思われて攻撃されないように気を配りつつ、中を見やる。すると、公女と侍女とおぼしき女性がいた。

　侍女の女性は恐怖からなのか、気絶してしまっていて、公女に介抱されていた。普通逆じゃないかと思うが、公女が若いながらも、精神的に強い人物なのだと感じ取れた。

　ストロベリーブロンドの髪に、同じ系統の色彩の瞳。そして凝脂のような、なめらかな肌というのだろうか──すぐには、その美貌を表現するための適切な言葉が出てこない。公女はまだ十歳ほどに見えるが、美しさはすでに完成されているように思えた。

「賊は倒したよ。もう、何も心配しなくていい」

「あなたが助けてくれたのですね……心から感謝します。見事な戦いぶりでした」

　まだ怯えているだろうに、公女は俺をねぎらう言葉を先に口にする。俺が幼いのに強いということに驚いてもいるようだが、しかしそれ以上に、俺が戦ったことをその目で見て、事実だと受け入れてくれていた。

「おれの名前はヒロト・ジークリッド。良かったら、名前を聞かせてくれないかな」

　公女がこんなところで、山賊を名乗る輩やからに誘拐されそうになった。それを考えれば、まだ素性の知れない俺たちに名乗ってくれるか難しいところだと思った──しかし。

　公女は俺たちを信頼するということを、その微笑ほほえみひとつで伝えてくれた。見るもの全てが好感を持たずにいられないような、どこまでも穏やかな微笑みだった。

「私の名前はルシエ・ジュネガン。ジュネガン公国の第三王女です」

　淡い上品な色彩の服を身にまとい、この年齢にして包み込まれるような慈愛を感じさせる少女は、胸に手を当ててはっきりとそう名乗った。

「公女殿下は、『リシエンセス』っていうんじゃ……？」

「いいえ。その名前は、女神の神殿で洗礼を受けた後に拝領する予定でした」

　リシエンセス・ルシエ・ジュネガン。ゲーム時代に俺が聞いていたその名前は、公女が洗礼によって与えられるはずだった神聖名を冠したものだったと分かった。『リシエンセス』とは、どうやら公国において神聖な扱いを受けている「聖花」の名前らしい。他の聖花は『アースフラム』『シルマリア』などがあり、それぞれ彼女の姉ふたりが洗礼を受けたとき、洗礼名として与えられたそうだ。

「あ、あの。ヒロト様は、なぜ私につけられる予定の神聖名をご存じなのですか？」

「そうです、なぜですか？　余すところなく答えてください」

　馬車の中で、まず俺は公女から一対一で話を聞こうと思ったのだが……侍女も一緒にいて、さっきからじっと俺の一挙手一投足を見守り、警戒の目を向けてくる。彼女はイアンナさんといって、髪をお団子に結い上げた、美人だけど気が強そうな女性だ。

「あ……いや、なんとなくだよ。当てずっぽうっていうか……」

「こほん。姫様とわたくしをお助けくださった貴方に申し上げることではありませんが、もう少し言葉遣いを丁寧にされてはいかがです？」

　イアンナさんは襲撃直後に気絶した失態に恥じ入りつつも、目覚めたあとはこんな調子だ。まあ、確かに公女を相手にして話すのに、気安い言葉遣いは好ましくないか。

　子供っぽさを残しつつ丁寧に話すのは難しいが、俺の母さんは貴族で、父さんは騎士だ。礼儀を幼い頃から仕込まれたということで、疑われたりはしないだろう。

「大変失礼しました、これからは気をつけます。ルシエ公女殿下」

「わ、分かればよろしいのですが……急に変わられると、逆に落ち着きませんね」

「イアンナ、口がすぎます。ヒロト様は、私たちの恩人なのですよ」

「は、はいっ……申し訳ございません、出すぎたことを申しあげました。お嬢様……いえ、公女殿下」

　何となくだが、ルシエとイアンナの関係性が見えてきた。イアンナのステータスを見ると、彼女のジョブは『女官』で、十四歳……ルシエより年上で、幼い頃からルシエの侍女をしているらしい。

　そしてルシエ本人のステータスは、このようになっていた。




　名前：ルシエ・ジュネガン

　人間　女性　10歳　レベル22




　ジョブ：プリンセス

　ライフ：64／64　マナ：84／84




　スキル

　　【笛】演奏　72　気品　83　王統　32

　　恵体　２　魔術素養　５　母性　18




　アクション

　　弾き語り（演奏30）　演奏レベル７（演奏70）　演説（気品80）

　　命令（王統30）




　パッシブ

　　カリスマ（王統10）　王族装備（王統20）　マナー（気品10）

　　儀礼（気品30）　風格（気品50）　威風（気品70）

　　育成（母性10）





『演奏』スキルも珍しいが、プリンセスの固有スキル『王統』には目を惹かれずにいられなかった。この年齢にしては全体的に能力値が高いのは、王族は強くなりやすいということだろうか。

　彼女は十歳──俺よりたった二つ上なのに母性が18とは、リオナもそうだが成長が早すぎる。俺はまだまだ、外見は少年という感じなのに。

「あの……いかがなさいましたか？」

「あっ……ご、ごめんなさい。つい、じっと見ちゃって……」

　初見のステータスを前にして考えにふけってしまうのは悪い癖だ。俺は気持ちを切り替え、『マナー』のパッシブの効果を発揮して、王女に畏かしこまった態度で接する。

「公女殿下、さっき怖い思いをさせたのに、すぐにこんなお願いをしてはいけないと思うんですが、ひとつ質問させていただいてよろしいでしょうか」

「私を誘拐しようとした方々のことについて……ですね。まず、彼らの姿を近くで見て、確かめたいことがあるのですが……」

「はい、ではおれが付き添います。こちらに来てください」

　シグムトたちはまだ気絶しており、手と足を縛られて座らされている。まだ目覚める様子はないが、ルシエは彼らに近づき、緊張した面おも持もちで観察する。

「その男性が持っている剣は、分かりにくく偽装されていますが、騎士団のものですね。先ほど繰り出していた技は、公国騎士団の御前試合で見たことがある技でした」

「やっぱり、そうか……」

「彼らはポイズンローズと名乗っていましたが……それは、実在する山賊の名前なのですか？」

「はい。でも、もう俺と仲間たちが活動を停止させました。頭領に連絡を取って確認することもできます」

「すごい……山賊に言うことを聞かせてしまうなんて。やはり貴方は、私よりまだ小さいのに、物凄くお強いのですね」

　ルシエは頰ほほを赤らめて俺を見ている。感心してくれているだけなので、勘違いして照れてはいけない。

「ポイズンローズは一番名前が知れ渡っていたから、名前を騙かたるために利用されたんでしょうね。そこまでして公女殿下を狙うなんて……これは、反逆に値するわよ」

　モニカ姉ちゃんは苦々しい面持ちで言う。ルシエのお付きのイアンナさんは、顔面蒼白になって震えていた。ルシエも青ざめて見えたが、彼女は震えるような息をひとつすると、それで不安と混乱を飲み込んだようだった。

「どうしてこんなことになったのか、想像はつきます……しかし、私の立場から物事を見れば、それは一方的な見方になります。あなた方に私の立場での推論を話して良いものかは、一人では判断することができません」

　ルシエは十歳にして、公女としての強い自覚がある。自分の発言が政治的な意味を持つと分かっているから、簡単に「騎士団の中に、ルシエに害をなそうとする勢力がある」と言うことはできないのだろう。状況がこれ以上なく事実を示しているとしてもだ。

　ここはルシエの安全を確保し、騎士団全体が腐敗していないかどうかを確かめるためにも、騎士団の信頼できる人物を頼るべきだろう。

「ルシエ殿下、聖騎士のフィリアネスさんのことはご存じですか？」

「っ……どうしてフィル姉さまのことを？」

「おれはフィリアネスさんに、子供の頃からお世話になっているんです」

「……ジークリッド……思い出しました。公国騎士団の、前副団長の家名ですね。あなたは、リカルド・ジークリッドのご子息ですか？」

「はい。おれも父さんと同じで、斧使いです」

「その美しい小さな斧で、私たちを助けてくださったのですね……」

「え、えーと……おれだけじゃなくて、皆も協力してくれたから。みんな、公女殿下がありがとうって」

　モニカ姉ちゃん、ウェンディ、名無しさんはみんなプリンセスを前にして恐縮している。俺が堂々と接しているのが信じられない、というくらいの顔をしていた。




　フィリアネスさんの所在は、幸いにもルシエが知っていた。彼女は聖騎士としての功績を評価され、首都ジュヌーヴの西にあるヴェレニスという村を、国王から領地として賜り、今はそこにある砦とりでに駐留しているとのことだった。

　俺はモニカ姉ちゃんたちに商隊の護衛を頼み、自分は単身で、ルシエの馬車の御者となって、彼女たちをフィリアネスさんのいる砦まで連れていくことにした。

「ヒロト、気を付けてね。あたしたちも、本当なら一緒に行きたいんだけど……」

「おれが責任を持って、公女殿下を守るよ。商隊の人たちとみんなを、無事に首都まで送ってあげて。後で何とかして連絡するから」

「お師匠様……一緒に行きたいでありますけど、私たちは私たちにできることをするのであります！　皆さんのことは任せてください！」

「ヒロト君、無理はしないで頑張るんだよ。首都で連絡を待っているから」

　パーティのみんなと挨拶し、年少組のみんなに見送られ、俺は公女殿下の馬車の御者となって、ヴェレニスに向かった。

　首都まで馬を走らせて数時間の距離。公道から外れた所に村があり、そこに公国騎士団の砦はあった。

　駐留している兵力は三百人ほど。その総指揮官を、領主でもあるフィリアネスさんが務めていた。俺はルシエがいることは伏せて、村にあるフィリアネスさんの屋敷を訪ね、彼女たち二人を引きあわせた。

「ルシエ……っ、よくぞ無事で……！」

「フィル姉さま……申し訳ありません、ご心配をおかけして。ヒロト様のおかげで、ここまで来られました」

　フィリアネスさんは二十二歳になったが、身長はある程度成長したところで止まっており、小柄なままだ。しかしルシエを抱きしめて背中を撫なでてやっている姿は、自分もそうして欲しいと思うほど大人びていて、包容力にあふれている。

　金色のさらりとした真っ直ぐな髪は、昔も今も変わっていない。サークレットも変わらず着けているが、今は耐性が大幅に強化された「戦いくさ乙女おとめのクラウン」に装備が変わっていた。

　彼女は白い布鎧の上から、白銀の肩鎧と腰鎧、小手と具足を身につけている。胸のあたりを革のベルトのようなもので補強しているが──それはもはや、育ちすぎた母性に満ち溢れた部分を強調しているのかと思うしかない状態だった。鎧を重くせず、胸周りを補強したいという思想のもとに、そういう装備をしているのだとは分かるのだが。分かるのだが、十字に交差した革紐が、はからずも乳袋を最大限に引き立たせている。

（この装備には欠陥がある……同時に、素晴らしく完成されてもいる。この二に律りつ背はい反はん……悩ましい……！）

「半年ほど会っていなかったが、大きくなったな……洗礼を受けたら、こんな気安い口もきけなくなるか」

　フィリアネスさんは、ルシエに対して妹のように接する。ルシエも彼女には全幅の信頼を置いていて、今までの緊張の糸が切れてしまって、目を涙で潤ませていた。

「姉さまこそ、会うたびに立派になられて……それに、とてもお綺麗になられました」

「そ、それは……あまり、ヒロトの前ではそういうことは言わないで欲しい。ほら、そうやって優しい目をして私を見る……子供の頃からそうなのだ」

「元気そうでよかった、フィリアネスさん」

　俺が言うと、フィリアネスさんはそっと公女殿下から離れてこちらにやってきた。

　見上げて首が痛くなるくらいだった身長差は、もうかなり埋まってきている。俺の顔の位置が、フィリアネスさんの胸より少し下あたりだ。そのまま頭に胸を乗せられそうな高さだが、さすがにやってはもらえなそうだ。

「……おまえは、見るたびに……その、何というか。まだ八歳だというのに、こんなことを言うのもなんだが……精せい悍かんになったというか……」

「あ、あの……フィリアネスさん、おれ、そんなに変わってないよ？」

「三日も会わなければ、人は成長して変化するものだ。毎日見ていたいくらいなのだがな……神しん聖せい剣けん技ぎにしても、私の手で鍛えたかったのだが……いつの間にか才能を開花させるとは」

　フィリアネスさんはそう言うが、現時点での彼女のステータスはかなり凄まじいことになっている。こと、神聖剣技においては、俺と違ってキャップがないので、50を超えて大きく上昇していた。




　名前：フィリアネス・シュレーゼ

　人間　女性　22歳　レベル56




　ジョブ：パラディン

　ライフ：１１３２／１１３２　マナ：９９６／９９６




　スキル

　　細剣マスタリー　93　【神聖】剣技　92　聖剣マスタリー　32

　　鎧マスタリー　84　精せい霊れい魔ま術じゆつ　82　指揮　30

　　恵体　91　魔術素養　81　気品　58

　　母性　82




　アクション

　　ピアッシング　ツインスラスト　ソニックスラスト

　　ミラージュアタック　ゼロ・スラスト　加護の祈り

　　魔法剣　ダブル魔法剣　魔力剣精製

　　精霊魔術レベル８　号令　布陣

　　授じゆ乳にゆう　子守唄　搾さく乳にゆう

　　説得　童心




　パッシブ

　　細剣装備　二刀流　貫通

　　会心上昇　手加減　カリスマ

　　鎧装備　重鎧装備　鎧効果上昇レベル３

　　指導　マナー　儀礼

　　風格　育成　慈母　子宝




　残りスキルポイント：58





（相変わらず……ユィシアを除けば、この人は間違いなく、俺が出会った中で最強だ）

　ゲーム時代だと二十九歳が全盛期だったので、まだ伸びる余地があるわけだが、このまま行くと幾つかの数値がカンストしてしまう。限界突破を取得する方法が皇こう竜りゆうからの継承以外に見つかれば、１００を超えることもできるのだが。

（……あれ？）

　今まで気づいていなかったが、フィリアネスさんのジョブが変わっている。セイントナイトはナイトの上位職で、それ以上はなかったはずなのに……パラディン……？

　──そして俺は気づいてしまった。見たことのないスキルが、【神聖】剣技の下にさりげなく追加されていることに。

（聖剣マスタリー……な、なんだこれ……！）

　パラディンの固有スキルなのか、それとも何かのきっかけで取得したのか。俺は根掘り葉掘り聞きたい気持ちを抑えつつ、まず、フィリアネスさんの職業が変化した理由について尋ねようと思った。

「あ、あの……フィリアネスさん、領主になったって、公女殿下から聞いたけど……」

「む……そ、そうか。もう、聞いていたのだな。私は前線で戦わなければならないし、領地などがあっても困るといえば困るのだが……」

「陛下は、フィル姉さまが公国の外に出てしまうことを心配しているのでしょう……姉さまの気持ちを知らずに、ヒロト様に話してしまってごめんなさい」

「いや、本来なら光栄に思うべきことだ。ルシエが謝ることはない……しかし、私が外に出ることなど、今は考えられないのだがな。この国で成すべきことが残っているのだから」

　フィリアネスさんが言っているのは、魔剣を守ること……そして。

　俺を、教え導くこと。あるいは、俺の傍にいてくれること。彼女がそれを望んでくれているのは、その優しい瞳を見るだけで分かる。

「私は聖騎士より、もう一つ上の位を与えられた。そうすることで、領地を統治する資格を得られるのだ。相応の試練を受ける必要はあったが、今の私には、さして難しいものではなかったな」

　フィリアネスさんはパラディンの転職条件を満たした……そして、聖剣マスタリーを取得し、習熟が始まったということか。

（や、やばい……新しいスキルって言われると、どうしても……）

　どうしても欲しくなる。赤ん坊時代から始まったフィリアネスさんとの交流を思い返し、【神聖】剣技スキルを取得した瞬間の、あの全身から湧き上がるような高こう揚よう感かんが蘇ってくる。

「……どうしたのだ？　ヒロトはすぐぼーっとするくせがあるが、直した方が良いぞ。人の話は、目を見て聞かなければな」

「う、うん……ごめん、フィリアネスさん。気をつけるよ」

「ふふっ……本気で怒っているわけではないのだぞ。私は考え事をしているヒロトの顔も気に入っているからな」

　フィリアネスさんは俺の髪を整えて、頰を包み込むように触れ、嬉しそうに見つめてくる。十四歳のフィリアネスさんは、あどけなくも神々しささえ感じる美少女だったが……今の彼女が、その輝きを失ったということは全くない。魅み了りようなんてスキルがなくても、俺はフィリアネスさんに心身ともに懐いているのだ、と思い出させられる。

「フィル姉さま……ヒロト様のことを、そんなに想っていらしたのですね……」

「……そうだな。そのことは、否定する余地がない。ルシエには、あまり隠しごとをしたくはないしな」

　フィリアネスさんは顔を紅潮させながらも、俺を想っていることが誇らしいというように笑ってみせた。それを見た公女殿下はきゅーっと顔が真っ赤になってしまう。

「私よりずっと大人のフィル姉さまが、私より年下の男の子を……何だかどきどきしてしまいますね……」

「っ……す、すまないルシエ。まだ、こんな話は早かったな……しかし、少しずつ慣れた方がいいとは思うのだが。私が言えたことでもないがな」

「い、いえ……そうですよね、ヒロト様は男の子で、とても強くて……フィル姉さまは、そんな彼のことを……」

　ルシエは俺に対して結構淡白な態度を取っていたが、それは男だと認識してなかったからじゃないだろうか……という気がしてきた。

　だが、フィリアネスさんが俺を認めているのを目の当たりにして、認識が改められたようだ。ルシエが俺を見る目がさっきまでと違っている……こ、これは……。

「ルシエ、顔が赤いぞ。今、マールに水を持って来させよう。マールとアレッタは、部屋の外で耳を澄ませているに決まっているからな」

　がたっ、と部屋の外から音が聞こえてくる。公女殿下から事情を聞くまでは外で控えているように、と言われていた二人だったが、フィリアネスさんの言うとおりに聞き耳を立てていたようだ……いけない人たちだ。

『き、聞いてませんけどっ、お水持ってきまぁ～す！　マールギット、いきまーす！』

『す、すみませんでしたっ、フィリアネス様っ！』

　ぱたぱた、と二人分の足音が遠のいていく。マールさんもアレッタさんもすっかりベテランの騎士なのに、昔からフィリアネスさんの前での振る舞いは変わっていなかった。




　ルシエが水を飲んで落ち着いたあと、俺たちは一度彼女を残して外に出て、馬車に乗せてきた敵の捕虜三人を、フィリアネスさんたちに見てもらった。

「この男……騎士団の……ルシエを襲ったのは、彼らだというのか……!?」

　フィリアネスさんは怒りを隠しもしなかった。レイピアに手をかけるが、ルシエの手前、剣を抜くことはしない。

「すみません、起きてくださーい……事情聴取のお時間ですよ～」

　マールさんがふわふわした口調ながら、ぺしぺしと男の頰を叩いて起こす。そしてシグムトは意識を取り戻したが、マールさん、そしてフィリアネスさんの姿を見ると、諦めたように目を伏せた。

「……殺せ」

「ああ……そうしてやりたいところだ。なぜお前がルシエを狙った……？　黒騎士団二番隊長、シグムト・ユンカース」

　公国の騎士団は、騎士団長、副騎士団長を頂点として、その下は青、赤、白、黒の四つに分かれている。黒騎士団の二番隊長といえば、千人の兵の指揮官ということだ。

　そんな人物が、自分が仕えている公王の娘ルシエを狙った。この事実が露見すれば、黒騎士団が取り潰されてもおかしくはないほどの事件だ。

「二度は言わん……殺せ」

「死を望んでいる者に、死を与えることは裁きではない。言え、何を隠している？」

「……俺が公女を狙ったのは、私欲のためだ。何も隠してなどいない」

　黒幕の名前を隠すのは当然だと思うし、俺はシグムトの態度に苛立ったりはしなかった。問題は、貝のように口を閉ざす相手から、どうやって情報を引き出すかだ。

（噓をついてるかどうか……まず、確かめておくか）




　◆ログ◆

　・あなたは「看破デイテクト」を試みた！

　・《シグムト》は噓をついていると分かった。





　まあ、これが噓なのはスキルを使わなくても分かる。これは看破が機能するかどうかのテストだ。

　──次が本番。シグムトに噓をつかせ、それを見破ることで情報を得る──例えば、こんなふうに。

「……どうした？　ヒロト」

　俺はフィリアネスさんに屈んでもらって、耳打ちをする。そして、シグムトに質問する内容を伝えた。

　フィリアネスさんは頷くと、シグムトに厳しい視線を向ける。そして、俺が言ったとおりに質問してくれた。

「ルシエが洗礼を受ける前に、何としても阻止する必要がある人物がいた。そういうことなのだな」

「……違う。俺は、俺個人の意志で……っ」




　◆ログ◆

　・あなたは「看破」を試みた！

　・《シグムト》は噓をついていると分かった。





　これで、なぜ公女が狙われたのかは断定できた。誰かが後ろで糸を引いているのだ。

「個人の意志ということでも、おまえの部下を解放することはできない。三人とも騎士団の規律に従って審判を行い、そこで出された罰則に従ってもらう」

「……殺せ……！」

　もう一度同じことを繰り返すシグムトの喉元に、フィリアネスさんはレイピアの剣先を突きつける。先端が皮膚を貫通し、赤い血が一筋流れ落ちる。

「ぐっ……ぅ……」

「勘違いをするな。私は情けをかけているのではない。公女殿下にした蛮行は、死をもって償われるべきだと思っている。だからこそ私は、ここでお前を楽にさせたりはしない。騎士の誇りを汚したことを悔いる前に、死なせたりなどするものか」

　氷のように怜れい悧りな言葉だった。こんなフィリアネスさんを、俺は今まで見たことがない──昔、母さんを守るために戦った時よりもずっと、今の彼女の方が恐いと感じる。

　シグムトは項垂れ、抵抗の意志をなくす。そして、処刑されるよりはいいと思ったのだろう──裏で手を引く者の名を口にした。

「……グールド公爵。それ以上は、何も知らん」

「それだけでも十分だ。南方領の公爵が、なぜ公女を狙う必要があるのか。その真偽については、我らの手で白日の下に晒さらす」

　シグムトはフィリアネスさんの部下に連行されていく。彼女は俺たちを振り返ると、今はそれ以上追及しなかった理由を話した。

「彼らをここで断罪することはできる。しかし、それでは黒騎士団が表立って我らに反目する理由を作ってしまう……公国騎士団は、四つの色が一つでなくてはならない。淀よどみなく、公王の剣であり続けるために」

　フィリアネスさんの言葉を、マールさんとアレッタさんも、いつになく真剣な面持ちで聞いていた。公女の身が脅かされただけの事件ではない。これは国家の存亡に関わることだ。国の四分の一、南方領を統治する公爵が、公女を害そうとしたのだから。

「ヒロト、礼を言う。おまえがいてくれたから、私は手を止められた……おまえがいなければ、とうの昔に突き殺していたかもしれない」

「……ルシエさんのことが大事なんだね。おれも、もし大事な人が傷つけられたら……」

　その時は罪を犯すことも厭いとわずに、復讐するだろう。だからこそ、大切なものを奪われないように、気を抜かずに立ち回り続ける。

　俺はもう、ただの人間を相手に危機に陥ることはないが……周りの人は違う。本来、魔物などよりもよっぽど、人間の方が敵に回すと怖い存在なのだ。

「黒騎士団長から事情を聞く必要が出てきたな。願わくば、黒騎士団全てが敵という事態にならないことを願いたいものだ」

「本当ですね～……いざとなったら、負ける気はしませんけどね。仲間と戦うのは乗り気じゃないです」

「練習試合だったら、マールさんは思い切り叩いてますけどね。黒騎士団の人たちから、悪鬼のごとく恐れられてますよ」

「メイスとか使わないようにしようかなぁ……レイピアなら、か弱い乙女って言っても許されますよね～」

「私はか弱くはないが……そんな理由で武器を選ぶのは、武器に失礼というものだ」

　フィリアネスさんたちのいつものやりとりを見て、俺はようやく緊張から抜け出すことができた。

　マールさんは二十四歳、アレッタさんは二十八歳、二人ともまだ独身だ。出会ったときと比べると装備がかなり強くなって、歴戦の騎士という風格が出てきている。

「さて……マール、アレッタ、そろそろ夕食にするか。公女殿下の口に合うように、料理を手配してくれ」

「はい、メイド長にくれぐれもお願いしてきます！」

「ヒロトちゃん……ううん、そろそろヒロトくんって呼んだ方がいいんでしょうか。久しぶりですね、元気そうで何よりです」

　アレッタさんが朗らかに話しかけてくる。そういえば、大きくなってからは、マールさんやアレッタさんとあまりゆっくり話せてなかったな。

「うーん、私はまだヒロトちゃんの方がいいかな～。だってヒロトくんっていうと、今までと違うふうに見てるみたいで、嬉し恥ずかしいっていうかね。うん、そんな感じ」

　マールさんは相変わらず長身で、胸が二十歳くらいまで成長を続けていたが、フィリアネスさんに今では追いつかれてしまった。母性80超えの二人を前にすると、空間内のバストの平均値が大きく上昇してしまう──アレッタさんもなだらかな成長曲線ではあるが、確実に発育しているので侮あなどってはいけない。

「……二人とも、戦うのに胸はじゃまだと思うんですけど、サラシで押さえててもこうなんですよね」

「あっ……い、いや、おれは別に見てないよ」

　さすがにこの歳では、女性の胸をあからさまに見ることは許されない。慌てて誤魔化したが、なんとかセーフだったようだ。

「考えてみれば、私のところにヒロトを招くのは初めてだな」

「ヒロトちゃん、今日はもう遅いから、出るのは明日にしようね。暗いとオバケが出てさらわれちゃうよ～」

「ヒロトちゃんをさらえるオバケなんて、存在しないと思いますが……夜道は、いくら強くても危ないといえば危ないですからね。ぜひ泊まっていくべきです」

　みんなの熱い視線を感じる……ま、まあ、リオナたちのことは気になるけど、モニカ姉ちゃんたちもいるし、一分一秒も早く首都に行かなければならないわけでもない。

　それに、ルシエを洗礼の神殿に送り届けるかどうか、ということもあるし。それについては、夕食が終わったあと、雑談の席ででも議題に上げてみよう。

（それより何より……これは、チャンスだ）

　俺はスキル狂ではない。ないのだが……新しい職業にジョブチェンジすると、固有スキルが変わるわけで。

　フィリアネスさんがパラディンになった。彼女はいつも、俺の心を躍らせるスキルを持って現れる……。

（聖剣マスタリー……30ポイントで何も発動してないってことは、相当上げないと意味がないスキルだ。でも、めちゃくちゃ気になる……気になりすぎる……！）

　屋敷に帰る途中、隣を歩いていたフィリアネスさんが、俺の方をさりげなく窺うかがいつつ手を差し出してくる。

「……は、初めての場所だからな。はぐれてしまわないように、手を握るといい」

「あ、ありがとう……でも、なんか恥ずかしいな」

　俺がはぐれるというのも、なかなかない状況だ。フィリアネスさん、手が繋ぎたかったんだな……。

　俺の手より、まだフィリアネスさんの手の方が少し大きい。しかし、そのうち俺の方が大きくなるだろう。

　彼女が小手を外している理由が分かって、ますます気恥ずかしくなる。こうすることを、屋敷を出る前から決めていたっていうことだ。

「……ルシエのことを、どう思った？　私などよりずっと淑しとやかで、可愛らしいと思うのだが……」

「確かに可愛いと思うけど、まだ会ったばかりだから、何とも言えないよ」

「そうか……そうだな。今聞いたことは忘れてくれ」

　フィリアネスさんは苦笑して言うが、その横顔はなんだか嬉しそうだった。

　しかし、歩くたびにぽよん、ぽよんと胸が弾んで……物凄い迫力だ。

（……いけるか……って、何を考えてるんだ。もう、卒業したはずじゃないか……俺は卒業したんだ……！）

　聖剣マスタリーという言葉が俺の頭でぐるぐる回っている。ルシエのこともあるのに、そんなことを考えている場合じゃない。ルシエの王統スキルといい、俺の心をくすぐりすぎる。

　だが好感度最大のフィリアネスさんなら、ほとんど苦労することがない。しかし『依頼』してしまうのは、俺のなけなしの良心が許さない。残っていたのか、良心。

（き、気になって、他のことが考えられない……！）

「何かそわそわしているようだが……私と同じことを考えてくれているのか……？」

　頰を染めて聞いてくるフィリアネスさん。お、同じことって……俺が考えてることって、スキルとか、授乳とか、そんなことばかりなんだけど……。

　そんな俺の胸中を知ってか知らずか、フィリアネスさんは屋敷の入り口の前で、不意に屈みこむと……俺にだけ聞こえる声で、耳元で囁ささやいてきた。

「……今日の夜は、私の部屋に来てくれ。個人的な話がしたい」

「っ……！」

　耳を甘やかすような、くすぐったい響き。フィリアネスさんははにかみながら、俺の手を引いて、何事もなかったように屋敷に招き入れてくれる。

　あくまでも、話がしたいというだけだ。昔を懐かしみながら、俺もフィリアネスさんとゆっくり話がしたい。

　清く、正しく、美しく。そんな言葉を頭の中で繰り返しながら、俺は思う。

　みんなで祝祭を楽しむ前に、俺にとって個人的な祝祭が訪れてしまうのではないか。そんな夢みたいなことがあるわけはないのだが、現実にフィリアネスさんは俺と手を繋いだまま、上機嫌な微笑みを絶やさずにいるのだった。





　ヴェレニスの村






　フィリアネスさんたちが着替えている間、俺は居間でルシエとイアンナさんの二人と話をしていた。

「ヒロト様は、どうしてそんなにお強いのですか？」

「ええと、おれは……じゃなくて、僕は、と言った方がいいでしょうか、イアンナさん」

「な、なぜわたくしに許可を……フィリアネス様のご寵ちよう愛あいを受けているあなたに、わたくしから意見できることなどないと知っていて言っているのですか？」

　とことん権威に弱いな、この人は……将来は貴婦人という感じになりそうな、上品な容姿をしているのに、心根が芯まで貴族主義というか。

「私が公女だということは気にせず、どうか楽にしてください。その方が、私も嬉しいですから」

「ありがとうございます、殿下。それじゃ、遠慮なく楽にさせてもらうよ」

「だ、だから切り替えが早いと……先ほどから思っていたのですが、公女殿下に対する距離感が近すぎますよ。それは、それだけの身分ではあるのでしょうが、わたくしたち以外の臣民がそのような態度を見たら、気分を害するかもしれないのですよ」

　確かにそれはそうだけど……悪いくせだな。前世の年齢感があるから、十歳くらいの少女だと、どうしても小さな女の子という感覚で見てしまう。

「ヒロト様、イアンナの言うことはあまり気にしないでください。イアンナも、本当はヒロト様に感謝しています。ですが、素直になれないだけなのです」

「なっ……ひ、姫様、そのようなこと、決してわたくしはっ……わたくしは、公王家に対して、平民は平民らしく弁えるようにと言いたいだけでっ……」

　なるほど、凝り固まった考えをお持ちのようだ。まあ賊から助けたといっても、イアンナさんは気絶してたからな……俺が戦った姿を見てたルシエとは、評価に差があるのは仕方がない。

　──そうやって不本意ながらも納得しようとしていた俺は、ルシエの次の発言を全く予想できなかった。

「イアンナ、あなたが私を守ると言いながら真っ先に気絶したことを、あなたの父上……パトリオ様に報告したら、どんなお顔をされると思いますか？」

「ち、父上にはなにとぞご内密にっ……わたくしは、父に見放されたら、姫様の側仕えから外されてしまいます……そうなっては、もはやわたくしの居場所などどこにもっ……」

「では、これからヒロト様に優しくしてください。次に公王家の名前を出してヒロト様を不愉快にさせることがあったら、その時は、パトリオ様に私から手紙が届くと思ってください」

「は、はいっ……申し訳ありませんでした、ヒロト様。度重なる無礼のほど、お許しくださいっ……！」

「あ、い、いえ……おれはそんなに気にしてないから、謝らないでください」

　そんなにということは多少は気にしてるということで、イアンナさんもそれを察して恐縮していた。

　そういえば、レミリア母さんもジュネガン公国の貴族の出だよな。イアンナさんの家と、何か繋がりがあったりしないだろうか。

「あの、イアンナさん。おれの母さんの実家は『クーゼルバーグ』っていうんだけど、聞いたことはある？」

「ク……クーゼル……クーゼルバーグ伯はく爵しやく家け……でございますかっ……!?」

　座っているルシエの傍に立っていたイアンナさんだが、腰を抜かしてぺたんと尻もちをつく。

　このリアクションの激しさはパメラを思い出すな……まさか、もしかしてと思って切ってみた『母さんの家名』というカードが、ここまで効力を発揮するなんて。

「わ、わたくしはっ、イアンナ・シーガル……シーガル子し爵しやく家けの、七女です……っ、どうか、どうか、これまでの非礼の数々、ひらに、ひらにお許しくださいっ……！」

「ヒロト様のお母様は、クーゼルバーグ伯爵家の方だったのですね……私の方も、存じておらず申し訳ありません。失礼ながらお伺いしますが、ヒロト様は、これまで社交の場に出られたことなどはありますか？」

「母さんはミゼールから出たことがないし、おれも遠出をしたのは初めてだから……」

　ルシエの質問に答えつつも、土下座しっぱなしのイアンナさんが気になる。イアンナさんも公女殿下の権威をかさに着ていたけど、俺もやってることは同じになってしまった。

　俺は席を立つと、絨毯に膝をつき、イアンナさんの肩にそっと手を置いた。

「イアンナさん、顔を上げてくれ。今言ったとおり、俺の母さんは貴族の生まれだったけど、俺は貴族として育てられたわけじゃない。そんなに怖がることないよ」

「……ヒロト様」

　恐縮しきっていたイアンナさんが顔を上げる。蒼白くなっていた顔にだんだん赤みがさしてきて、切れ長の瞳を何度か瞬かせたあと、彼女は肩に触れた俺の手に、自分の手を重ねた。

「なんとお優しい……思えば姫様を助けていただいた時から、只ただ者ものではないと思っていました。その後の落ち着いた立ち振る舞いを見るにつけ、この方が庶民でなく、貴族であったならと思わずには……い、いえ、そうではなく……」

「ヒロト様は、ヒロト様です。お母様の家柄と、彼個人が素敵な方であることは、別のことです」

「は、はい……姫様のおっしゃる通りです。お恥ずかしい……わたくしはあなたのような方に、どうして天につばを吐くような物言いをすることができたのでしょう。これまでの非礼を重ねてお詫びいたします」

　イアンナさんは立ち上がり、深々と頭を下げる。ということは……これで、ルシエと話していても、彼女に警戒されることはなくなったってことかな。

「ヒロト様はヒロト様……素晴らしいお言葉です。わたくしもひとりの女として、将来有望な殿方であるヒロト様に対し、本来の自分を見せていく努力をすべきなのですね」

「い、いえ……そこまでしなくてもいいと思いますが、いかがでしょうか？　ヒロト様」

「え、えーと……ま、まあ、決して急ぐ必要はないんじゃないかと……」

「かしこまりました。短い間だけご一緒することになるかと思いますが、その間に、助けていただいたことへの御礼をさせていただければと存じます」

　好感度が高くなったら高くなったで、少し困ってしまう面もある。できれば、ルシエともっと話したいのに。

「ヒロト様は殿方といえど、まだ八歳ですから……子爵家に伝わる房ぼう中ちゆう術じゆつなどは、まだご興味もない年頃でしょうか。少年を喜ばせるすべも、覚えておくべきでしたね」

（……な、なんだって？）

「な、何を言っているのですか、イアンナ……」

　そんなスキルはもちろんゲームでは存在しなかった。房中術といえば、つまり、王様なんかに女官の人たちが奉仕したりするときの手法なわけで。

　少年を喜ばせる房中術──少し気が強そうだが、貴族の品を持つイアンナさんが、俺にそんなことをしてくれたとしたら。添い寝をしながら授乳だとか、俺の年齢にあるまじき、大人の階段に誘われてしまうのだろうか。そんなスキルを、もしフィリアネスさんや、好感度の高い女性が習得してしまったら──。

「ふふっ……有望な少年とは、こうも愛らしくて、美味しそうなものなのですね……」

　やたらと妖よう艶えんな色気を出しているイアンナさんだが、年齢的には彼女も少女と言っていい範囲のはずだ。ステータスを確認してみよう。




　名前：イアンナ・シーガル

　人間　女性　14歳　レベル４




　ジョブ：女官

　ライフ：52／52　マナ：32／32




　スキル

　　【竪琴】演奏　42　格闘マスタリー　５

　　戦士　８　気品　30　恵体　１

　　魔術素養　１　母性　24　房中術　13




　アクション

　　弾き語り　演奏レベル４　艶姿（房中術10）




　パッシブ

　　マナー（気品10）　儀礼（気品30）　育成

　　授乳




　残りスキルポイント：12





（ジョブが『女官』で、『房中術』なんてスキルが本当にあるとは……艶姿、なんて意味深なアクションなんだ）

　イアンナさんの年齢からすると、先輩の女官に房中術の作法を教えてもらって会得したということになるだろうか。

「ヒロト様、もう数年お待ちください。そうすればこのイアンナ、母から女としての秘技の全てを学び、必ずやあなたを天国に行かせてみせますわ」

「へぇ～、まだ会ったばかりなのに？　最近の貴族の女の子って進んでるんだ。アレッタちゃん、私たちがこれくらいの歳の時はなにしてたっけ？」

　ピキッ、とイアンナさんが凍りつく。マールさんは彼女の肩をつかんで持ち上げ、すとんと椅子に座らせた。マールさんは別に世紀末覇者のような肉体をしているわけではないが、恵体94というスーパーレディである。

「彼女くらいの歳の時、私たちは騎士団に入ったばかりで、フィリアネス様とも出会う前でしたね……その頃は、真面目に勉強と修練に努めていました」

　アレッタさんも思うところがあるようで、イアンナさんにやんわりと釘を刺す。二人が焼き餅を焼いてくれているからといって喜んではいけないが、何だか嬉しくなってしまうのは、仕方がない男の性だろうか。

「そんな歳から、男の子にうつつを抜かすなんて……いーけないんだ」

「も、申し訳ありませんっ、わたくし舞い上がってしまい、つい思ってもいない過激なことを……っ」

　どうやら聖騎士のフィリアネスさんの直属の部下の方が、子爵家の七女より力関係としては強いようだ。

　それにしても七女って、イアンナさんみたいな女性たちが七人もいるのか。上のお姉さんの方が大胆かつ、『房中術』に長けていたりするのだろうか。

「わたくしなどはまだまだです。姉たちの方がずっと技術も知識も進んでいて……」

（すごい家だ……！）

　そこまで来るとむしろ感心してしまう。イアンナシスターズが勢揃いしているところを見てみたい。そして彼女に房中術を教えたお母さんがどれくらいの実力者なのか、あさっての方向に興味は深まるばかりだ。

「とにかく、ヒロトちゃんにはそういうのはまだ早いの。いくら貴族の女の子がエッチなことに耳が早いからといって、ヒロトちゃんを誘惑するのは禁止です。それをしていいのは、私と、フィリアネス様と、まあ大目に見てアレッタちゃんだけだから」

「な、なぜ私は大目に見てなんですか。私もそんなことばかり考えているわけじゃありませんから、別にいいですけど……それにしても、房中術ですか。少し、興味はありますね。私、色気がないので、他のことで補わないと……」

　アレッタさんはそう言うが、色気がないなんて全くそんなことはない。二十八歳という年齢でないと出てこない、女性の本質的な色気が出てきたというかなんというか。若い頃にはなかった魅力が、今の彼女にはある。

（でも、二人とも結婚する気がまったくなさそうな……騎士団の女性は、そういうこともあるみたいだけど。）

　でもそれは、俺からしてみると、とても勿体無いことだと感じる。

　マールさんとアレッタさんの好感度を俺が上げてしまったから、他の男性に見向きもしないのだとしたら──俺には、いずれ彼女たちにしなければならないことがある。

「あっ……も、申し訳ありません、公女殿下。私、ついかーっとなっちゃって、公女殿下のお付きの方に失礼なことを……ごめんなさいっ！」

「いいえ、お気になさらないでください。こちらこそ、まだ会ったばかりのヒロト様に失礼なことを……」

「い、いえ、悪いのはわたくしです。公女殿下が謝罪されることはございません。これより、慎み深い振る舞いを心がけますので、どうかご容赦くださいませ」

　イアンナさんが頭を下げるが、マールさんはもう怒ってはおらず、照れ照れと頰をかくばかりだった。アレッタさんは俺の方を見やると、頰を赤らめて微笑む。

　その仕草にはやはり大人ならではの魅力があって、何だかくすぐったいような気分にさせられた。




　ヴェレニス村では、畜産が主な産業となっている。羊を育てて毛を取ったり、山や羊ぎのミルクを搾しぼって乳製品を作ったりして、商人を介して各地で売ってもらうわけだ。

　食事はミゼールと同じく、パンを主食として、ラビット系モンスターの肉が食卓に上がることが多いらしいが、今日は羊の肉が出された。大量の野菜と一緒に、肉汁が外の縁にたまる特殊な鍋で焼く──前世でも見たことがある料理だ。肉は果実の汁につけて柔らかく処理され、タレも果汁の甘みと塩のバランスが取れていて、かなりの美味だった。フィリアネスさんの屋敷のメイドさんの料理スキルは、母さんに匹敵しそうだ。

　ひと通り食べ終えたあと、ハーブティーを飲みながら雑談する。フィリアネスさんが同席していると、イアンナさんはものすごく静かで別人のようだった。いつもこうなら、王女の侍女としてふさわしい、奥ゆかしい女性だと言えるんだけどな。

　フィリアネスさんは屋敷の居間に防音の魔術をかけると、ルシエたちと今後のことを相談し始めた。精霊魔術レベル５には音精霊に干渉するものがあり、指定した空間内の音を漏らさないようにすることができる。もともとは、敵の詠唱を妨害するための魔術なのだが、フィリアネスさんはそれを応用しているようだった。

（ゲームとは違って、いろんな用途に魔術が使える……か）

　俺が気づいてないだけで、今持っている魔術の中に、意外な使い方ができるものもあるかもしれない。それは留意しておこう。

「ルシエ、祝祭が行われる期日は三日後だと聞いた。それまでに、イシュア神殿に行くのか？　それならば、私たちも同行しようと思うが」

「フィル姉さま……お気持ちは嬉しいです。しかし、領主になったばかりの姉さまに迷惑をかけるわけには……」

「私は公王に仕える者。その私がルシエを守ることに、何の遠慮もする必要はない。安心して頼るがいい」

「……姉さま」

　フィリアネスさんは、俺がルシエに言ったことと同じことを言っている。それに気づいたのか、ルシエも目をかすかに見開いていた。そして俺の方を見やると、恥ずかしそうに頰を赤らめる。

「先程も、ヒロト様に同じことを言われました。私は、自分の身を守る力がありません……皆さんに頼るしかないと分かっています。それでも、簡単に力を借りることを覚えれば、王族たりえる資格を持つ者とはとても言えません」

「誇りを持ち、それを大切にすることは素晴らしいことだ。しかし、私は王族が守られてはならないものだとは思わない。王家に連なる方々を守ることを誇りにしている私たちは、常に迷いなく、ルシエたちの盾になることができる。それを喜びにして、戦い続けられる……それが、騎士という存在のありかただ」

　そこまでの思いがあるからこそ、フィリアネスさんはルシエに危害を加えようとしたシグムトを許すことができなかったのだろう。

　そして守ることこそが誇りだという言葉が、ルシエの心を動かす。

「……私には、覚悟が足りなかった。洗礼を受けて王族と認められれば、王位継承権を与えられる……そうすれば、私のことを疎うとんじる人が出てくると分かっていながら、命まではとられないと思おうとしていました。その甘えが、私を守ろうとしてくれる人を危険に晒してしまった。従者の三人が傷ついたのは、私のせいです」

「黒騎士団の二番隊長を相手にして、命があっただけでも良しとするべきだろう。ルシエの護衛をしていた者たちについては、この砦で少々鍛えさせてもらう。この砦には、私が見込んだ勇敢な精兵しかいないからな。多少厳しい訓練にはなるが、三ヶ月もすればシグムト程度は相手にならなくなるだろう」

　シグムトの強さはＣランクの冒険者程度なので、それほど強くはない。しかし見習い騎士はどうやら、俺と会った頃のウェンディくらいの強さしかない──つまりＦランクということだ。これは鍛えなければ、命がいくらあっても足りない。

「私とヒロト、マール、アレッタがルシエの護衛について神殿に行く。儀式を終えて戻る道程は、一日あれば終えられる。そのあと、ヴェレニスで一泊したとしても、首都に入ってからルシエの安全が保証されるよう掛け合い、準備をする時間はある」

　ルシエが首都から出て、三日後に祝祭が行われる予定というわけだ。王族が洗礼を受けるというなら、もう少し日程に余裕を持つべきではないかと思ったが、何の障害もなければ二日で首都に戻ることができていたのだろう。

　イシュア神殿はゲームでは首都から徒歩で三十分かかるくらいの距離だったが、この世界においては、どうやら移動に半日は必要なようだ。

「おれもルシエ殿下の護衛をしたい。祝祭って、公女殿下が王族として認められたことを、臣民に示すための行事ってことでいいのかな。話に聞いただけだから、詳しく分かってないんだけど。ルシエ殿下が祝祭でみんなに祝われるところを、おれも見たいんだ」

「前に祝祭があったのは一年前だから、みんな凄く楽しみにしてると思うよ。フィリアネス様とアレッタちゃんのご家族は首都に住んでるしね。私の家族も田舎から出てくるかもしれないって言ってたくらいだよ～」

　マールさん、公女殿下の前でもリラックスしてるな……この人はやはり器が大きい。俺も砕けた言葉遣いをしてるけど、それもルシエの厚意があってのことだ。公の場では、徹底して敬うことを心がけたい。

「あ、あの……ヒロト様、ひとつよろしいでしょうか」

「あ……す、すみませんでした殿下。やっぱりおれ、しっかりした言葉遣いをすることにします」

「い、いえっ……そのような必要は、ありません……っ」

　ルシエは声を震わせながら言う。その顔は耳まで真っ赤になっていて、俺も含めて、みんな彼女が何を言い出すのか分からず、目を白黒させる。

「どうか私のことを『殿下』とお呼びにならないでください。皆さんの前でも、ルシエ、といつものように……」

　ルシエの正式な宣言を前にして、イアンナさんももう何も言わない。むしろ驚いたのはフィリアネスさんたちだが、彼女たちはルシエを止める気はないようだった。むしろ、ルシエに対して敬意を払うべきということとは、全然別のことを気にしている。

「ヒロト……ルシエによほどの勇姿を見せたのだな。ここまで心を鷲摑みにしていたとは、さすがの私も予想外だったぞ」

「はぁ～、お、王女様に見初められておしまいになられるだなんて……ダメ、まだ諦めるのは早いわマール。だってヒロトちゃんはまだ八歳、王女様は十歳だもの！　大人の階段はまだ先もいいところよ！」

「ひとりごとを言うのはいいですが、私たちも登ってませんからね……はぁ。ため息は肌に良くないっていうのに、最近凄く増えちゃってます……」

　フィリアネスさん以外の発言には、情念がこもっている……二十歳になってから、マールさんが俺を見る目が変わってきたというか、何とも言えない期待を感じるようになったのはそのためか。

　話を聞きながらイアンナさんの挙動が微妙に不審になっていたが、彼女は顔を赤らめ、ぷるぷると震えつつ、言わずにはいられない、というように口を開いた。

「ヒロト様は多くの方に慕われているようにお見受けしますので、老ろう婆ば心しんながら言わせていただきます。騎士団の方には馴染みのない文化かもしれませんが、貴族社会では一いつ夫ぷ多た妻さいは普通のことです。クーゼルバーグ伯爵家の血を引いておられるヒロト様は、いずれ正式に貴族として認められるのではないですか？　他の伯爵家の男性は、三人、四人は妻を持っていますよ。わたくしの父も子爵の位を授かっておりますが、わたくしの母を含めて三人の妻を持っていますし」

　なめらかに言い終えたあと、イアンナさんは満足そうに顔をつやっとさせる。言いたくて仕方ないことを言ったので、ストレスが解消されたらしい。

　それくらい、マールさんとアレッタさんが何を言わんとしているのか、イアンナさんに伝わってしまっていたということだ。傍から見ていてじれったくなるほどに。

　──フィリアネスさんたちは完全に沈黙している。な、なんだこの緊張感は……俺は何を求められているんだ……！




　◆ログ◆

　・《マールギット》はつぶやいた。「その手があっても、まだ八歳だから……はぁ～、私、いつまで女の喜びを知らずにがまんすれば……」

　・《アレッタ》はつぶやいた。「……待っていてもいいんでしょうか。私、その時にはもうおばさんですね……でも……」

　・《フィリアネス》はつぶやいた。「……聖騎士の戒いましめが終わるまで……いや……」





　音にならないくらいの声さえ、ログに表示されてしまう。

（女の喜びって……せ、性欲というやつを持て余してしまってるのか……？）

　考えてみれば、これだけ健康な人たちが、ずっと男っ気もないままに青春の盛りを過ぎようとしているわけで……それが俺の責任であるとしたら、少なからず、何かしなくてはという気持ちになる。

（し、しかし……俺はまだ八歳……何ができるというわけでも……）

　真剣に悩み始める俺。それを見て、フィリアネスさんははっとしたように席を立つ。

「ヒ、ヒロトにはまだ早い話だ……イアンナ殿、その辺りの話は慎つつしんでもらいたい。貴族の社会がどうであれ、ヒロトが何を選択するかは、大人になってから決めることだ」

「は、はい……申し訳ありません、差し出がましいことを申し上げました」

　イアンナさんは恐縮して言うが、どちらかといえば、フィリアネスさんの顔の赤さに驚いているようだった。




　◆ログ◆

　・《ルシエ》はつぶやいた。「フィル姉さま……お気持ちはよく分かります……」





（も、もう見るのはやめよう……ログがあまりに敏感すぎる）

　そしてルシエも、十歳ですでに他人の心の機微を感じ取ることができている。確かにミゼールの幼なじみの女の子たちも、お互いの気持ちを察したりしている場面が最近多くなってきたしな……ステラ姉も、もう思春期を迎えているし。

「で、では……明日は早く村を出て、神殿に向かう。ルシエ、それで良いだろうか」

「はい。皆さん、どうかイシュア神殿まで、私のことをお守りください。よろしくお願いいたします」

「そ、そんなっ、公女殿下は頭を下げることありません、私たちは最初からそのつもりでしたからっ」

「公女殿下をお守りするのが私たち騎士の役目です。フィリアネス様の言うとおり、私たちは王家を守ることを誇りとしています……遠慮などなさらないでください」

「……ありがとうございます。ありがとう……」

　ルシエは鳶とび色いろの瞳を潤ませた涙を拭く。イアンナさんも横でもらい泣きをしていた……彼女も『儀礼』を取得しているということは、公女に同行して、儀式の中で果たす役目があるのだろう。そういうことなら、俺たちは彼女のことも守らなくてはいけない。

　ルシエが無事に洗礼の儀式を終えて首都に戻らなければ、祝祭は予定通りには行われないだろう。国民の期待が集まっているだけに、これは責任重大だ。俺はフィリアネスさんと頷き合い、ルシエを守り通すという意志が同じであることを確かめていた。





　ドラゴンミルク






　フィリアネスさんの屋敷の客室を、俺は一人で使っていいと言われた。いちおう、フィリアネスさんも俺が大きくなったので一人前として扱ってくれているのだが、正直に言うと少し寂しい。

　とりあえずは、風呂の順番を待つ間に斧の手入れをしておく。刃にサビ防止の油を塗り、グリップを巻き直してメンテナンスを終えると、次に気になるのは首都に向かった皆のことだった。それについては、状況が詳しく分かるように下準備をしてある。




　◆ログ◆

　・あなたは護衛獣《ユィシア》を呼び寄せた。





　護衛獣はどれだけ離れていても呼ぶことができる。彼女には首都まで商隊を護衛してくれるように頼み、あるアイテムを渡しておいた。それがあれば、皆の無事を確認したり、連絡事項を伝えたりすることもできる。

　そのうちに、窓をコンコンと叩く小さな音が聞こえてきた。首都から飛んできたのか、すでに近くまで来ていたのか。どちらにせよ、ユィシアの到着はあっという間だった。

　窓の外のバルコニーに出ると、翼の音も何も聞こえなかったのに、そこには確かにユィシアの姿があった。夜空に浮かぶ月の光を浴びて、いつもと同じ、半分透けているような薄衣を身にまとっている。

　俺は彼女を部屋に招き入れる。ユィシアもベッドに座るようにすすめると、尻尾が邪魔なのか、お姉さん座りをする。話し方こそ抑揚が少なく、無感情に見えることもあるが、その仕草は出会った頃よりも随分と淑やかになった。

「お疲れさま、ユィシア。その様子を見ると、みんなは無事みたいだな」

「問題ない。ご主人様が予測した通り、首都に入れば襲撃はないと思われる。今夜は念のために、商人ギルドから紹介された安全な場所で宿をとっている」

　淡々と報告しながらも、ユィシアの尻尾の先端が揺れている。機嫌がいいときはいつもそうで、触ってやるとかなり喜んでくれるのだが、どうもその反応が艶つやっぽいので、ちょっと遠慮してしまう。

（髪を編みこみにするようになったんだよな、ユィシア。それがまた似合ってて……）

　リオナが時々おめかしをするときに編みこみをするようになって、ユィシアも意外なことに、それに影響を受けたらしかった。

　ユィシアは俺をじっと見ていたが、ほんのりと顔が赤らんでくる。少々、ドラゴンのときのような迫力が生じる──だがそれは、威圧しているからではない。

「ご主人様……少し離れていたから、心配になった。生存本能が働くと、ご主人様の赤ちゃんを産まないといけないという気持ちになる」

「あ、赤ちゃん……おれもまだ子供だし、それはちょっと早いかな」

「……では、代わりのことをする。必要な報告が終わったら、すぐ帰るのは寂しい」

　ユィシアは尻尾の先を、そろそろと俺の目の前に差し出す。その行為が何を意味するか──俺は、何度もユィシアにそれをしてあげたあとに、ようやく教えてもらえた。

　細くなった先端には、サラサラとした銀色の毛が生えている。なめらかな鱗に覆われているのに、先端だけは違っていて……そして。

「んっ……」

　そこは、竜にとってもっとも敏感な部分のひとつだ。俺が握ると、ユィシアは目に見えて反応して、見る見るうちに、澄んだ目に確かな熱が宿る。

「……今日は、両手で触ってあげるよ。ユィシア……だから、俺が大きくなるまで、もう少し待ってくれ」

「ふぁ……ご、ご主人様……上手……そんなふうに……っ」

「あと、ご主人様じゃなくて、ヒロトって呼んでくれ……何だか、いけないことをしてる気分になるから」

　身体に力が入らなくなって、ベッドにくったりと手を突くユィシア。しかし尻尾の先端は俺に預けたままでいてくれる。これは、触り続けて欲しいというサインだった。

「ふぅっ……ん、んっ……ご主人様……」

「ご主人様じゃなくて、ヒロトって呼んでくれ」

「ヒロトさま……もっと触ってほしい。久しぶりに触れてもらえたから……」

「よし……いい子だ」

　俺はユィシアの尻尾をふさふさと撫でる。そうしているうちに彼女は目を潤ませ、俺を膝の上に抱き上げると、そのままベッドに倒れて抱き留めてくれる。

　そのまま彼女はしばらく目を閉じて、俺を胸の谷間にうずめたまま、頭を撫でてくれていたが、何かに気付いたように、俺をじっと見つめる。

「……ヒロトさま、いつもみたいにしてほしい。もうがまんできない」

「おれもそう思ってたところだよ。ユィシア、自分で見せてみて……」

　下着を上にずらし、昔のように胸を見せてくれるユィシアを、座ったままで見やる。昔から完成されたプロポーションだが、一部だけが年を追うごとに変化していた。

「……だいぶ大きくなったな。おれのせいか？」

「そう……ヒロト様のせい。ヒロト様の、おかげでもある」

　胸が大きくなるのは悪いことではない、とユィシアは思っていてくれている。彼女の母性の数値は、俺の護衛獣になってから少しずつ伸び続け、今は50を超えていた。

「最近、搾れるくらい張ってきて困る。ヒロト様に吸ってもらっているから」

（ということは……搾りながら吸ったら、どうなるんだろう？）

「ん……っ、ヒ、ヒロト……さまっ……ふぁぁっ……！」




　◆ログ◆

　・あなたは《ユィシア》から「搾乳」しながら「授乳」を受けた。

　・シナジーアクション「搾り授乳」が発動した！

　・あなたの「限界突破」スキルが上がりそうな気がした。

　・シナジーボーナスが発動した！　入手したスキル経験値が増加した。





（す、すごい……物凄い効率の良さだ。飲みきれないくらい……）

「ちゅっ……ちゅぅぅっ……こくっ、こくっ……」

「んぁっ……あぁ……凄くいっぱい出てる……ヒロトさま、搾るのが上手……」

　吸うのも嫌いではないが、ユィシアは搾るほうもお気に召してくれたようだ。

「ユィシア、次はここにミルクを搾ってみてくれるかな」

「……わかった……今日は新しいことが多くて、興味深い……んぅっ……」

　ユィシアにグラスを持ってもらい、彼女の後ろに回って乳ち房ぶさを搾り、搾った乳のしずくをグラスに集めていく。牛乳にも似ているが、さらさらとして飲みやすそうなユィシアのミルクが、一杯分すぐに溜まった。















　◆ログ◆

　・あなたは《ユィシア》に「搾乳」を依頼した。

　・「ドラゴンミルク」が生成された。

　・あなたは「ドラゴンミルク」を飲み干した。

　・あなたの「限界突破」スキルが上昇した！





　搾乳も経験値効率が授乳より高い。シナジーアクションの方が高そうだが、それはユィシアの体に負担が大きそうなので、少し気になった。

「ああ、美味しかった。ありがとう、ユィシア」

「……よかった。竜のお乳は人間に合わないかもしれないと思ってたから」

　俺はドラゴンミルクが新鮮なうちに飲み干した。羊の乳より明らかに旨い……これを与えて育てるなら、ユィシアの仔こ竜りゆうはとても元気に育ちそうだ。

「ご主人様……あまり吸いすぎるとおなか一杯になるから、他の人は控えめにして」

「う、うん。でもおれにとって、すごく大事なことなんだ」

「……それは分かる。でも、できれば私からいっぱい吸ってほしい」

　もうかなり搾らせてもらったのに、ユィシアはまだ自分からねだってくれる。

　こうなったら、俺にも断る理由は何もない。主人として、彼女の欲求を満たすことは大事なことだし、『限界突破』をあと２くらい上げさせてほしい──この一晩を通して。














　闇やみ影かげ






　フィリアネスさんの部下たちに見送られ、俺たちは朝のうちにヴェレニスを発った。

　ルシエを狙っていた輩やからはどう出てくるか。シグムトが捕まったことが伝わっていれば、黒騎士団は表立って襲撃をかけて来ないと、常識的に考えるところなのだが──。

（残念、常識が通じませんでした……ってな）

　ミゼールから首都ジュヌーヴまでは、道が途中で枝分かれしている。イシュア神殿に向かう道に差し掛かり、少し進んだところで、前方に何騎かの騎兵の姿が現れる。

「俺たちはポイズンローズだ！　その馬車を止めろ、積み荷を渡せ！」

（……もしかして敵は、俺が思ったよりも馬鹿なのでは？）

　ポイズンローズを俺が抱き込んだことを敵が知らないだけで、こんなに楽な展開になるとは……パメラが略奪をしていたことは悪事ではあるが、その悪名のおかげで、敵が墓穴を掘りまくってくれている。

　俺はフィリアネスさんの愛馬オラシオンに同乗させてもらっていたのだが、彼女のほうを振り返ると、恥ずかしげもなく名乗る敵に対して怒っているのか、ビキビキとこめかみを引きつらせていた。

「ここまで愚かだとは思わなかった……こんな輩がルシエを誘拐しようとしただと？　ふざけているのか？　ふざけているのだな？」

「いいよフィリアネスさん、やっちゃおうよ」

　わりとノリノリの俺。彼女と一緒に馬に乗っていると、怖いもの知らずに拍車がかかってしまう。

「うむ。こんな輩など、剣を抜くまでもない……雷の精霊よ、大気に轟き、駆け抜け、我が敵を薙ぎ払え！」

「なっ……せ、精せい霊れい魔ま術じゆつを使う騎士だと……」

「せ、聖騎士がなぜここにっ……!?」

　テンプレートにもならない定型的な驚き方をして、山賊の格好をした黒騎士団の人々は、フィリアネスさんのかざした手の前方に発生した雷光が飛んでくるのを、為す術もなく見ていた。




　◆ログ◆

　・《フィリアネス》は「ボルトストリーム」を詠唱した！

　・《ラゴス》《ゼーム》《ドビオ》に平均１６２ダメージ！

　・「麻痺」の追加効果が発動！　全員が抵抗に失敗し、麻痺状態になった。





（範囲魔法に麻痺つきか……耐性防具を持ってない敵なら、何匹来ても怖くないな。これはいい魔術だ）




　◆ログ◆

　・あなたは「ボルトストリーム」を習得する条件を満たしている。

　・「ボルトストリーム」をラーニングした！





　魔術には実は個人差があって、同じスキル値でも特定の魔術を覚えたり覚えなかったりということがある。フィリアネスさんの魔術を見たことで、俺は未習得だったボルトストリームを習得することができた。フィリアネスさんと一緒に行動していれば、レベル８までの雷魔術はコンプリートできるかもしれないな……俺からも提供できるといいんだけど。

「ふぉぉ、さすが雷神様……私たち、馬車から出て行くタイミングがないよ～」

「いえ、この場合だと出番はありそうですよ。あくまで、お手伝いですけどね」

　馬車の御者をしているマールさんと、中にいるアレッタさんがこちらの様子を見ながら言う。フィリアネスさんは馬の手綱を引き、麻痺して馬に突っ伏している賊に近づいた。魔術の対象は限られているので、ターゲットしなかった馬は麻痺しない。これも魔術の器用なところである。

「麻痺は数時間で解ける。私たちの質問に答えれば、一人だけは私の部下の手で麻痺を解いてやろう。そうしなければ、麻痺している間、モンスターに襲われないことを祈ることになるが……どうする？」

「くっ……殺せ……！」

「私が何のために麻痺の魔法を使ったと思っているのだ……殺すつもりはない。お前たちの素性を知らないと思っているのか？　今さら、隠すべきことなどないというのに」

「な、なんだと……!?」

　そんな反応をしたら、自分たちの正体がポイズンローズじゃないと言ってるようなものだ。

　そして彼らは、自分たちが黒騎士団の一員であること、ポイズンローズに罪を着せようとしたことを、洗いざらい白状したのだった。




　それから何度か襲撃があったが、撃退しても新たな情報が得られないので、手間を省きたくなってきた。

（久しぶりに魅み了りようをセットしておくか……ルシエとイアンナさんをパーティに入れれば、効果が及ばなくなるし）




　◆ログ◆

　・《ルシエ》をパーティに参加させた。

　・《イアンナ》をパーティに参加させた。

　・あなたは「魅了」スキルをアクティブにした。

　・「カリスマ」が発動！　《ミコト》があなたに注目した。





（ちょっ……い、いつの間に……!?）

　何者かが、俺のスキルの効果範囲に入っていたらしい──気配を消してでもいたのか。

　森の中の道を通っているので、隠れながら近づかれたら見破れないということもある。しかし俺に感知されずに近づくとは、相手はかなりの手練れだ。




　◆ログ◆

　・「魅了」が発動！　《ミコト》は抵抗に成功した。





「……素直に暗殺バツクスタツブされてくだされば、楽に終わりましたのに。ままなりませんわね」

（この声、どこから……気配を消す系統のスキルを使ってるのか……！）




　◆ログ◆

　・あなたは「看破デイテクト」を試みた！

　・《ミコト》の隠密ハイデイング状態を見破った！





　判断すると同時にスキルを発動させる。すると、今まで感じなかった気配が突如として左の前方に生じた。

　姿を見せたのは、転生してからこれまでは見たことのなかった職業──忍者シノビの女性だった。黒く長い髪を高い位置で縛り、装備一式を黒で統一して、まさにくノ一といった風体をしている。

　エターナル・マギアにおいて和風の職は侍、忍者シノビ、巫み女こなどがある。東の大陸にまるで戦国時代の日本のような国があり、そこでは独自の文化が築かれているという設定があった。出身を東大陸に設定しないと職につけないので、おそらく彼女は海を渡ってきたのだろう。

「ヒロトちゃんっ、一人で大丈夫!?」

「マールさん、ここは俺に任せて！　なんなら、先に行ってくれてもいい！　後で追いつくから！」

　俺は女忍者シノビから馬車を守るように立ち回り、無事に行かせたあと、オラシオンから降りる。忍者シノビはそれを律儀に待ってくれている──どうやら、変身モノヒーローのワビサビが分かる人物のようだ。

（というか……《ミコト》で、あのしゃべり方は……間違いないんじゃないのか？）

「幼い子供だけを残して行かせるなんて……面白い判断ですわね。先程から見ていましたが、聖騎士しか戦っていなかったのではなくて？」

「おれは手を出す必要がなかっただけだよ……戦うっていうなら相手になろう。でも、その前に聞きたいことがある」

「……まず、武器を見せていただけますか？　それであなたが強いかどうか、判断できますから」

　俺はくノ一に斧を見せる。すると彼女が目をきらきらと輝かせ始めた。

「マ、マジですのっ……!?　それ、＋７まで強化されていますわよね!?　どうやってそんな武器を……どこの職人に頼んだのか、教えてくださいませっ！」

　普通の人は、「＋７」なんて言葉は絶対に使わない。どれだけ強化しても、「強くなった」「輝きが違う」などという表現しかしない──つまり。

「……転生者……っていうか、もしかしてミコトさん……？」

「っ……ま、まさか、あなた……いいえ、ヒロトなんて人は知りませんし……まさか八歳ということはないはずですわ。私は年齢を引き継いでいますし……」

「おれの名前はヒロト・ジークリッド……ジークリッドだよ、ミコトさん。おれが知ってるミコトさんなら、覚えててくれるはずだ」

　名乗った瞬間、彼女は何度か目を瞬いた。そして、持っていたクナイを地面に落とす。

　長い、長い間を置いたあと。彼女は漆しつ黒こくの瞳を潤ませ、震えるような呼吸をしたあと……俺に向かって駆け寄ってきた。

　そして──俺が身構えるより早く。彼女は俺を抱きしめていた。

「ジークリッドっ……『天国への階段ステアリー・トウ・ヘブン』の……そうですわよね……っ!?」

「うわっ……そ、そうだけど……だ、抱きつかなくてもっ……」

　柔らかくて、いい匂いがする……じゃなくて。彼女の腕をぽんぽんと叩いてなだめると、両肩に手を置かれ、間近で見つめられる。

　整った顔……長い睫まつ毛げに、大きな瞳。その瞳に涙が浮かんで、ぽろぽろと頰ほほにこぼれていく。

「ギルマス……会いたかったですわ……っ！」

「……こっちに来ても『ですわ』口調なんだな、ミコトさんは」

　手しゆ巾きんを出して涙を拭いてあげると、彼女はそれを受け取って、顔を赤らめる。

「ええ……私のロールプレイは徹底していますもの。ずっとこの口調で通していますわ」

「凄いな……おれはもう、キャラがブレブレだよ。もともと、コミュ障だったし」

「言ってましたわね、そんなことも……でも、全然問題があるように見えませんわよ」

　ミコトさんとはかなり身長差がある。彼女は立ち上がると、落ちている自分のクナイを見やった。

「落としたアイテムは、二分で消滅する……ゲーム上のルールはそうでしたけれど、異世界ではそんなことはない。それは、なかなかいいシステムだと思いませんこと？」

「確かに。そういう話が通じるってだけで、もう、疑う余地はないみたいだな……久しぶり、ミコトさん」

「ええ、お久しぶりですわ……ヒロトというのは、ギルマスのリアルネームだったんですの？」

「はは……ずっと名乗ってなかったから、ちょっと恥ずかしいな。そうだよ、森もり岡おか弘ひろ人とって名前だったんだ」

　過去形で言うと、ミコトさんの表情が陰る。

「元気そうで何よりですわ……と言うのも、少し複雑ですわね」

「……こっちに来る経緯だけでも、歩きながら話そうか。おれは、フィリアネスさんたちと一緒に大事な仕事の途中なんだ」

「フィリアネス……最強クラスの騎士ＮＰＣノンプレイヤーキヤラクター。彼女が絡むイベントの最中ということですか？」

「そう……未実装だったクエストだ。というより、ミコトさんも気付いてると思うけど、この世界はエターナル・マギアそのままじゃない。実装されてたクエストの、さらに過去から始まってるんだ」

「それは詳しく聞かせていただきたいですわ。ここまでレベルとスキルを上げるだけで精一杯で、クエストの類はキャラクエしか見ていませんの」

　キャラクエとは、ネリスおばば様に精霊魔術を教えてもらうクエストのようなものである。人から依頼される本筋に関係のないサブクエストは、全てキャラクエだ。

「……せっかくですから、私もしばらくギルマスに同行しますわ。話したいことは尽きませんが、大事な仕事を遅らせるわけにもいかないのでしょう？　敵が来ても、私が撃退してあげますわ……といっても、あのニセ山賊たちのレベルでは、『渇き』は癒やせませんけれど」

「ああ、よろしく頼む……って、口調が全く子供っぽくできなくなるな、ミコトさんと話してると。見た目と合わなくて変じゃないか？」

「ふふっ……そんなことを気にしていたのですか？　それこそ、少女のアバターでたまにおじさんの素が出ていることなんて日常茶飯事だったではないですか。もっとも、私は元から中の人も女性でしたが」

　ミコトさんはつり目がちで少し気の強そうな美人だが、俺の正体が分かってからは、ずっと朗らかに話している。生前──いや、陽ひ菜なの例もあるので死んで転生したとは限らないが、前の世界でもこういう人だったのかな。

　しかし、レベルとスキルを上げるだけで精一杯と言っていたが、彼女のプレイスタイルが変わっていないなら──強い相手を探していたというのもうなずける。

　サーバーの中でも屈指の廃人で、対人戦の最強プレイヤー。『闇影』という二つ名で呼ばれたくノ一。戦闘狂とさえ呼ばれていた彼女の性格は、こちらに来ても変わっていないということだろう。

「相変わらずの戦闘中毒みたいだね、ミコトさんは」

「ええ。どんなゲームも、戦闘こそが華であり、全てだと考えていますわ……といっても、異世界では簡単に致命攻撃を繰り出せないのが痛いですわね。まさか、シノビの死にスキルと呼ばれていた『手刀』が、最も使えるとは思いませんでしたわ」

「手刀で首を飛ばせるようになるのがシノビだけどね」

「ふふっ……そこは心配ご無用ですわ。『当て身』を取っていますから」

『当て身』スキルを取ってオンにしていると、格闘属性の攻撃でライフがゼロになるダメージを与えても、一桁残る。手加減に似ているが、当て身はダメージが少なくても相手を気絶させる可能性がある。

「ゲームの中とは違って、腹パンにリアルな手応えがあって良いですわ。もちろん、首に一撃で気絶させるのもいいですわね」

　そう──『闇影』は丁寧な物腰だが、戦闘スタイルはガチの攻撃一辺倒で、言動もナチュラルにサディストだったりするのだった。そんな人だが、強さとプレイヤースキルは随一だったので、ギルドのサブマスターとしては優秀で、人望も厚かった。彼女に一度は倒されたい、と願ってギルドに入る人が複数人いたくらいだ。

「俺でなきゃ見落としちゃうね、今の一撃は……ってやつだね」

「ええ。懐かしいですわね……こっちに来て五年ですから」

　女神が言っていた通り、エターナル・マギアのプレイヤーは異世界に転生する可能性がある。

　初めて出会った元プレイヤーは、かつて俺を補佐してくれたサブマスだった──そして、かなりの美女だった。

　それより何より、彼女は転生後の人生をフルにエンジョイしているとすぐに分かった。それが、自分のことのように嬉しかった。

「ああ、後で話したらしんみりしてしまうでしょうから、言っておきますわね。私、あなたがいなくなった数ヶ月後に死んでしまいましたの」

「……死んで……ど、どうして……？」

「病気だったんですの。私は死ぬまでの最後の一年を、ゲームに費やすことを選んだのですわ。どうせなら一番面白いと思ったゲームを、全力でやって終わろうと思いましたのよ。おかげさまで、ゲーマーの本懐を果たすことができましたわ」

　そんなふうに、本当に満足そうに笑ってみせる彼女。それが事実なのか、確かめるすべはなくても、そんなにあっけらかんと言われてしまうと、疑うことが無粋だと思える。

「とても満足していたのですが……心残りがあるとしたら。あなたと決着をつけられなかったことです、ギルマス。だから、転生せずにいられませんでしたわ……女神には、一縷の望みを込めてジークリッドの近くに転生するようにと頼んだのですが。そのときはあなたが先に転生していたことは教えてもらえませんでしたわ」

　やはり……女神は転生者の望みのままにしてくれているようで、そうではない。何か、楽しんでいるような節がある。

「ギルマス、私のステータスを見ますか？　あなたが実質上のパーティリーダーであれば、メンバーである私の能力を知っておいても良いと思うのですが」

「ぜひ見せてほしい。おれのステータスも見ていいから」

「……緊張しますわね……ギルマスのステータス、前世では一度も見せてもらいませんでしたもの」

　俺もそうだ、ミコトさんのステータスを見たことはなかった。自己申告で所持スキルや装備を聞けば、それだけで事足りたからだ。ギルメン全員のステータスを把握してるようなギルマスも中にはいただろうが、俺はそこまではしていなかった。

　けれど改めてミコトさんが今ステータスを見せたいというのは、意思表示でもあるのだろう。自分がこれまでどんなふうに異世界で生きていたのか、俺に教えたいという。




　◆ダイアログ◆

　・《ミコト》がステータスの閲覧を申請しています。許可しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ





　ミコトさんからの申請に応じて、俺のステータスを開示する。俺の方はカリスマの効果で彼女のステータスを見られるので、心中で念じてステータスを開いた。




　名前：ミコト・カンナヅキ

　人間　女性　17歳　レベル57




　ジョブ：シノビ

　ライフ：１２４０／１２４０　マナ：２０４／２０４




　スキル

　　忍術　１００　忍装備マスタリー　１００　恵けい体たい　１００

　　魔術素養　15　母性　20




　アクション

　　投とう擲てき　当て身　五ご行ぎよう遁とん術じゆつ

　　木の葉隠れ　韋い駄だ天てんの術　変わり身

　　ムササビの術　忍犬調教　影分身

　　バックスタッブ　無敵




　パッシブ

　　クナイ装備　忍防具装備　二刀流

　　鎖鎌装備　忍刀装備　手裏剣装備

　　貫手　戦闘狂　夢遊病

　　育成　授じゆ乳にゆう　可愛いものに弱い




　残りスキルポイント：１７１





（忍術１００、忍装備マスタリー１００……恵体まで。さすがだ……魔術素養は、忍術を使うために上げ始めたのか。戦闘狂と夢遊病ってネガティブなパッシブなのか……？　可愛いものに弱い、はラビット系モンスターに攻撃できないんだよな。これはまあ問題ないか）

　ボーナスポイントを利用したのか、そうでないのかは分からないが、見事な育成だ。レベルアップボーナスが手付かずで残っているのは、俺と同じ志向に基づくものだろう。

「やっぱりすごいな、ミコトさんは……って」

「ギルマス……何ですの？　このステータスは。変態的なレベル上げをしたんですの？」

（ぐっ……へ、変態的なレベル上げって、授乳のことか……って違うよな）

　ミコトさんは開いた口が塞がらない、という顔をしている。それはそうだな……彼女は俺がもらったボーナスのことも、それをカンストに使ったことも知らないわけだから。

「いろいろあって、こうなったんだ。強くなる必要があったから」

「それにしても……限界突破。こんなスキルがあるなんて……」

　ミコトさんもウィンドウを心中に展開しているのだろう、胸に手を当てて宙を見つめているように見えるが、彼女は俺のステータスを一つ一つ確認しているのだ。

　確認がなかなか終わらないのも仕方がない。俺が持っているスキルの数は、我ながらかなりの多さになっている──収集癖のある俺としては、これでも全然足りないのだが。




　名前：ヒロト・ジークリッド

　人間　男性　８歳　レベル58




　ジョブ：村人

　ライフ：１３６０／１３６０　マナ：１０８４／１０８４




　スキル

　　斧マスタリー　10→１１０　剣マスタリー　０→10　聖剣マスタリー　０→１

　　【神聖】剣技　12→50　精霊魔術　０→75　薬師　20→30

　　商人　10→30　盗賊　10→30　狩人　10→30

　　戦士　０→30　法術士　０→30　衛生兵　５→30

　　騎士道　３→30　聖職者　３→30　冒険者　１→30

　　鍛冶師　０→30　歌唱　１→10　恵体　12→１１０

　　魔術素養　20→１０５　気品　22→30　限界突破　０→21

　　房ぼう中ちゆう術じゆつ　０→10　交渉術　１００→１１０　幸運　30→１１０




　アクション

　　薪割り　兜かぶと割り　大切断

　　パワースラッシュ　スマッシュ　ブレードスピン

　　ブーメラントマホーク　ギガントスラッシュ　トルネードブレイク

　　ドラゴンデストロイ　メテオクラッシュ　加護の祈り

　　魔法剣　ダブル魔法剣　精霊魔術レベル７

　　法術レベル３　ポーション作成　値踏み

　　鑑定　忍び足　鍵開け

　　隠形　狩猟　狙う

　　罠作成　ウォークライ　応急手当

　　包帯作成　毒抜き　野営

　　メンテナンス　鍛冶レベル３　祈る

　　浄化　無敵　マジックブースト

　　艶姿　値切る　口説く

　　依頼　交換　隷れい属ぞく化

　　看破デイテクト




　パッシブ

　　斧装備　弓装備　杖装備

　　軽装備　聖職者装備　薬草学

　　回復薬効果上昇　商才　マナー

　　儀礼　勇敢　攻撃力上昇

　　気配察知　カリスマ　手加減

　　【対異性】魅了　【対同性】魅了　【対魔物】魅了　選択肢

　　×ピックゴールド　×ピックアイテム　×豪運　×天運

　　恩恵




　残りスキルポイント：35→89





　先に行った馬車を追って歩きながら、俺のスキルを確認していたミコトさんが、不意に立ち止まる。

「……こんなに沢山のスキルを、どうやって習得したんですの？　あらかじめ１ずつ振っておいてから育てたとしても、未知のスキルはそれができないはず……限界突破については、特に詳しく知りたいですわね」

「それは、話せば長くなるんだけど……」

「構いませんわ。そうしてもらえれば、私が忍術を伝授しますし、キャップ解放クエストのクリアにも協力します。これから継続してパーティに加入してもいいですわよ」

（そう来たか……向こうから交渉してくるとはな……）

　交換条件自体は問題はないのだが──ゲーム時代に一緒だった仲間に、俺のスキル取得方法を教えるのはハードルが高い。

「……言えないような方法で手に入れたんですの？　異世界ではチートはできないですわよね……ギルマスが手を出すとは思えませんし」

「ミコトさんは、転生するときのボーナスは……？」

「ええ……私もいただきましたわ。そんなに不幸なつもりはなかったのですが……やはり、病気の分は換算されましたわね」

　彼女のレベルアップによるスキルポイントは全て残っていたが、ボーナスポイントはなかった。ということは、ボーナスによる初期ブーストを行ったということだ。

　しかし……なぜ、年齢が違うんだろう。リオナも〇歳になっていたし、年齢は希望通りになるんだろうか。

「ミコトさんは、女神に年齢の希望を出したのか？」

「ええ。元の年齢を引き継いでスタートしたかったので、そうお願いしましたわ。ボーナスポイントは使いましたけれど……」

「そんなこともできるのか……」

　一度命を落としたんだから、赤ん坊からの転生になるのだとばかり思っていたが……それに限ったわけでもなかったのか。ということは、他に転生した人がもしいたとして、俺と同じ歳とは限らない。転生した時期の違いも影響してくるかもしれないし。

　しかしここまで八年経って、出会ったのは一人だけだ。女神は他にも転生する人がいると言ってたけど、異世界で巡り合う可能性はかなり低いってことになるか……他のプレイヤー全てに女神が転生するかどうかを聞いているわけではないということか。

「私は強い人を探していれば、いつか知り合いに辿りつくかもしれないと思っていました。女神が言っていたのですわ……知り合いが先に転生していると。ギルマスのことだとは思っていませんでしたが」

「死んだりしなきゃ、転生なんてさせてもらえないと思うよな……あの感じだと」

　苦笑して言うと、ミコトさんも同意して頷く。

「やはり、私の狙いは間違っていませんでした……まさか、聖騎士の一行にあなたがいるとは思いませんでしたが。けれど、改めて会うと緊張してしまいますわね。初めてオフで会った気分ですわ」

　言われてみればまさにそうだ。一度もしたことがないオフ会を、期せずして転生後に実行してしまったわけだ。

「さて……私は移動速度が速いですから、馬にもついていけますわ。馬車を追う前に、限界突破の取得方法を教えてくださいませ」

「……一つ、お願いがあるんだ。できれば、軽けい蔑べつしないでほしい……んだけど……」

「軽蔑……そんなえげつない方法で取得したんですの？　しかし、それだけの価値はありそうですわね……スキル１００超えができるなら、私も手段は問わないと言いたくなりますもの……いえ、身体は張りませんが」

　ふと思うのは、ユィシアに授乳してもらわなくても、ドラゴンミルクを飲めばいいのではないかということだった──そうしてごまかそうかとも一瞬思った。

　が、どのみち「搾さく乳にゆうしてもらって飲めばスキルが取れる」と言っても、ＨＥＮＴＡＩ的な感じがすることに変わりはない。やばい、猛烈に恥ずかしくなってきた……が、ミコトさんを仲間にするには、告白するしかない……！

「……おれが生まれた町の近くに皇こう竜りゆうというドラゴンがいて、テイムして、授乳してもらったんだ」

　ざっくりと端折ったが、ありのままの事実を言った。ミコトさんは大きな目を瞬いていたが、やがて頰をゆっくりと染めていく。

「……それは、簡単に実行できませんわね。ギルマスも男の子ですわね……そんな大胆な……」

　そういう方法があると分かっても、普通は選ばないよね、というニュアンスで言われてしまった。ま、まずい……この反応じゃ、仲間になってくれないんじゃ……。

「しかし、あえて探求してその方法を見つけたのは素晴らしいことですわ。教えてくれてありがとうございます……そうですか、授乳ですか。私も身につけたのですが、そんな使い方があったんですのね……」

「あ、ああ……おれも赤ん坊だったころに、偶然発見しただけなんだ。いや本当に」

　とりあえず、そろそろ話を切り上げて、早くフィリアネスさんに追いつかなければ。

　そう、思っていたよりも時間が経っていたわけで──。




　◆ログ◆

　・「魅了」が発動！　《ミコト》は抵抗に失敗、魅了状態になった。





　──それは、一度発動したパッシブスキルが再発動するには十分な時間だった。

（し、しまった……まだパーティに入れてないから、魅了の対象になるんだ……！）

「ミ、ミコトさん、おれから離れて！　しばらくすれば落ち着くから！」

「……な、なるほど……良く分かりましたわ。なぜ、授乳でスキルを取れたのか……凄いですわね、これは……」

　ミコトさんの目がとろんとして、俺を見る目が変わって……このパターンは……！




　◆ダイアログ◆

　・《ミコト》はあなたの命令を待っている。命令しますか？　ＹＥＳ／ＮＯ





（来てしまった……じゃない、これは事故だ、自重しなければ……！）

「……ここで授乳を指示されたら、私の……忍術あたりを、ギルマスに継承できるんですのね……なるほど、それは効率的ですわ。私が交渉術を取っていたら……確実に……んっ……か、身体が熱いですわ……」




　◆ログ◆

　・《ミコト》は身体の異変に戸惑っている。

　・《ミコト》は「黒装束」の装備を解除した。





「ふ、服を脱ぐのはまずいっ……ここは外だよミコトさん！」

「っ……い、いけませんわ、こんな……私、正気を保つことさえ……恐るべしですわ、魅了の力……っ」

（落ち着け……忍者シノビなら魅了耐性くらいあるはず。すぐに治るはずだ……！）

　じっと指示を待っているミコトさん。忍術……影分身スキルが欲しいし、忍犬調教もいい。犬を調教して忍犬にすると、かなり優秀なのだ。ミコトさんは忍犬を連れてないが、それは犬が一部の地域にしかいないからなので、見つければすぐ忍びの術を仕込むだろう。

　じゃなくて、今回ばかりは絶対にダメだ。せっかく会えたのに、スキルのために全てを台無しにするつもりか……！




　◆ログ◆

　・《ミコト》の魅了状態が解除された。

　・《ミコト》は「黒装束」を装備した。





「あっ……な、治りましたわ。一時はどうなることかと思いました……」

「ご、ごめん……」

「……このスキルで、赤ん坊の頃から無双していましたのね？　ギルマスのこと、もっと真面目な人だと思っていましたが……案外、誘惑に弱いんですのね」

（好きなだけ罵ののしってくれ……俺はミルクに魂を売った男だ）

　ウィンドウのログで何が起きたかを正確に把握できるミコトさんには、隠し事などできない。まして、ゲーム時代の知識を踏まえれば、俺がここまで強くなるためにどんな立ち回りをしたか想像がつきそうなものだ。

　がっくりとしていた俺だが、ミコトさんはそれ以上責めたりはせず、俺をじっと見ている。肩にかかったおさげの先に触れながら、何を言われるのかと戦々恐々としていると……。

「……心配しなくても、軽蔑したりはしませんわ。それくらい、ゲームでは長くお世話になってきましたものね。ちょっとくらいのおいたは大目に見ましょう……もっとも、ちょっとどころではないと言い切れますけれど」

「あ、ありがとう……ミコトさん。おれ、ギルド時代の知り合いにもし会っても、確実に嫌われると思ってたよ」

「ふふっ……そんなことはありませんわ。マユさんが今のあなたに会ったら、『男らしい』と評価すると思いますわよ。そういう人でしたもの」

　確かにな、と三人で会話していた頃のことを懐かしく思い出す。互いの年齢も何も分からないのに、いろいろ他愛もないことを話したもんだな……。

「約束通り、私はギルマスのパーティに入ります。できれば、強敵は私にも回してくださいませね。最近熱いバトルがなくて、身体が鈍っていますの。なんなら、聖騎士さんとお手合わせしてみたいくらいですわ」

「はは……フィリアネスさんもすごく強いからな。怪我しない範囲で頑張ってくれ」

「言いましたわね？　そう言われると燃えてきますわ……これから楽しくなりそうですわね、ギルマス」




　◆ログ◆

　・《ミコト》をパーティに参加させた。

　・《ミコト》はつぶやいた。「もう一度組める日が来るなんて……望みは持つものですわね」





　イシュア神殿に着く前に、思いがけない出会いがあった。しかし今は何より、ルシエの護衛だ。その本分を忘れてはいけない。

　俺は「韋駄天の術」を使って馬と並走できるミコトさんと共に、かなり先で待っている馬車を追いかけた。





　神官の姉妹






　俺たちは夕暮れ前にイシュア神殿に隣接した村に辿りつき、そこで宿を取った。ヴェレニスより少し規模の大きい村で、人口は五百人ほどだという。村長は公王家に仕えていた神官で、この村の住民のほとんどが、イシュア神殿で神に仕えているそうだ。

　村長が手配してくれた宿の部屋に入ると、ミコトさんは改めて皆に挨拶をした。このアスルトルム大陸では珍しい職業の忍者シノビを見て、フィリアネスさんたちは少し驚くかもしれないと思っていたが、それは予想通りだった。

「その装備があると、あれほど速く走ることができるのか？　それとも、異国の武術のなせる技だろうか」

　フィリアネスさんはミコトさんの体術に関心を持ったようだった。強者に敬意を払い、常に自分を磨き上げるということについては、二人には通じるものがあるようで、意気投合は早かった。

「そういった装備品もありますけれど、私はシノビの技術で高速移動することが可能ですの。馬と並走するくらいは、どうということはありませんわ」

「シノビ……そういった者たちがいるのだな。やはり、世界は広い……」

「雷神さま、強い人を見ると目がキラキラしちゃいますよね～。私はヒロトちゃんとの関係の方が気になって、それどころじゃないんですけど……ちらっ、ちらっ」

　やっぱり気になるよな、それも。前世で同じギルドだったとか、いくつもの修羅場──主にギルド対抗試合のことだが──を共に切り抜けてきたとか、言われても呆然としてしまうだろう。

「私は各地のギルドを転々として、強い人を探していますの。この大陸に渡ってきてから、噂に伝え聞いた聖騎士さまと手合わせをしてみたいと思い、馳せ参じました。その方と一緒に、こんなに強い少年がいると分かってとても驚いたのですわ。それで、一時休戦して、あなたたちの強さの秘密を見せてもらうことにしましたのよ」

　淀よどみなくそれらしい理由を説明するミコトさん。ちょっと強引なところはあるけど、でも納得できなくもないというか、そういう範囲内の内容だと思う。

　彼女は俺と違って、こういうときの喋りは非常になめらかだ。ギルド同士で行われる会議の席では、俺が事前にプランを立てて、彼女が議場での進行を務めることが多かった。

（まさか合流できると思ってなかったからな……彼女がずっといてくれると、かなり助かるんだけどな）

　しばらく同行してくれると思うけど、彼女の『際限なく強くなろうとする』という性格上、レアな武器防具を集めるためにパーティを離れてしまうということは普通にありうる。彼女を引き止めるためには、『ここにいれば強くなれる』『強者と戦える』という環境を用意することが必要になる。

「強さの秘密か……ヒロトは私の技を見るだけで覚えてしまったが、ミコト殿、あなたも同じようにして上手くいくかは分からない。この子は天賦の才を持っているからな」

「ふふっ……それは見ていれば分かりますわ。けれど私は、確信を持って言い切れます。ギルマス……いえ、ヒロト君がこれほど強いのは、あなたのような強者から学ぶことが多かったからですわ。マールギットさん、アレッタさん、あなた方の存在が寄与するものも大きいですわね」

「えっ……わ、私、そんなにヒロトちゃんに教えられたりはできてないんですけど……やっぱり、私がいるからヒロトちゃんが強くなれる的な部分が……？」

「私はヒロトちゃんの成長を、驚いて見ているだけですけど……す、少しだけ、練習のあとのお手当てなどはさせてもらっていますし……貢献できていると思っていいんでしょうか」

　マールさんとアレッタさんは顔を赤くして照れている。それを見てミコトさんは俺の方をイタズラな目をして見やった。




　◆ログ◆

　・《ミコト》はつぶやいた。「すみにおけませんわね、ギルマス。もちろん責任は取るおつもりですわよね？」





（つ、つぶやきがログに出ることを知ってて……わざとか、わざとなのか……！）

「む……どうしたのだヒロト、そんな、歯にベーコンがはさまったような顔をして」

「ぶほっ……ら、雷神さま、その例えはちょっと庶民的すぎますよ～。雷神さまはもっとこう、武人らしいっていうんですか？　そういう例えをしてもらわないと。ミコトさんもそう思いません？」

「先ほどから申し上げようと思っていたのですけれど、私はおそらくマールギットさんたちよりは一回り年下ですから、どうぞ敬語は使わないでください。私は今年で、十七歳になりますわ」

「えっ、そうだったの？　すごく大人っぽいから、年上なのかと思っちゃった。なんだー、じゃあ私の方がお姉さんってこと？　ミコちゃんって呼んでもいい？」

「ええ、どんな呼び方でもご自由にどうぞ。私もマールさんと呼ばせていただいた方がいいのかしら……ギルマスはどう呼んでいるんですの？」

「えっ……お、おれ？　おれは、マールさんって呼ばせてもらってるよ」

　まずギルマス呼びを躊ちゆう躇ちよしなくなったことに驚いてしまったのだが、それはみんなも同じだった。一様に頭に疑問符を浮かべている。

「ミコト殿、そのギルマスというのはなんなのだ？」

「ヒロトちゃんの異名……？　『ギル』って、冒険者ギルドじゅうに轟いちゃってるとか？　とっても強い超美形少年として」

「ぶっ……ぜ、全然美形じゃないから。マールさん、無理に褒ほめなくていいよ」

「私にとっては、一番……というのは、言うのは恥ずかしいですね……」

　アレッタさんは恥ずかしがってはっきり言わなかったが、「一番」の続きを想像すると……ぐう恥ずかしい。

　こんな話をルシエに聞かせていいものかと思って彼女を見やると、頰を赤らめつつ微笑ほほえんでいる。十歳の女の子に気を遣わせてしまうとは、俺も八歳とはいえ、もっと周囲に気を配らなければ。




「ヒロト様、私はこれから洗礼の儀式の衣装合わせをさせていただきます。また、夕食の席でお会いしましょう」

　ルシエとイアンナさんが退室したあとも、ミコトさんは胸の下で腕を組んで、にやにやと俺を見ている。な、なんだ……胸を強調して俺を誘惑しているのか。

（……あれ？　何か、見落としてるような……なんだ、この違和感は）

　ミコトさんの胸がけっこう大きいことは黒装束を脱いだ時に、一瞬でスカウターが発動したので判別している。母性20であの大きさということは、補正がかかる前の大きさがかなりのものだということだ。しかしフィリアネスさん、マールさんクラスと比べると、一回りほどコンパクトだ。それでも十分……って、俺は何をおっぱいについて延々と終わらないほど熟考しているのだ。

　そうじゃない、何か違和感があるんだ。ミコトさんのステータスを見せてもらって、話してるうちに、何か引っかかっている……うーん、ダメだ、今は分からない。

　頭を悩ませていると、部屋のドアがノックされた。マールさんが出ると、そこには一人の男性の姿があった。

「失礼します、村長の……いえ、神官長の使いで参りました。お話があるとのことで、公女殿下の護衛を指揮している方に来て欲しいとのことです」

「指揮は私が執とっているが……この子も連れていっていいだろうか？　事情は聞かずにおいて欲しいのだが」

「はい、問題ありません。聖騎士殿が選ばれた方であれば、ぜひ同席していただければと思います。それでは、ご案内いたします」

　俺はフィリアネスさんと共に行くことになった。彼女は一も二もなく俺を同行させてくれたが、それだけ信頼してくれているということだ。

「それじゃ、夕食は雷神さまたちが帰ってくるまで待ってもらいます。早めに帰ってきてくださいね、私もうお腹と背中がくっつきそうで……」

「マールさん、大事なお話なんですから、そこは非常食だけでこらえてください。私のおやつをあげますから」

「いいの!?　アレッタちゃん大好きー！　もぐもぐもぐもぐ」

「ギルマス、私は村の中を見回ってきますわね。新しい場所に来ると、いつもそうするのが習慣ですから」

　俺もゲームだったら全ての町を隅々まで探索したものだが、まだミゼールしか知り尽くしたといえる町はない。今は呼び出しを受けているから行けないが、そのうちミコトさんと一緒に探索して回りたいものだ。




　イシュア神殿に仕えるものの暮らす村は、その名もイシュアラル村である。『ラル』は『仕える』という意味で、イシュアラルというわけだ。

　村長でもある神官長の家は、他の家より大きいということはなく、俺たちの滞在している宿の方が大きかった。暮らしぶりに大きな差をつけないようにしているらしい。

　神官長の家に入り、居間に入ると、褐色の肌を持つ女性が二人待っていた。二人とも背中に届くくらい髪を伸ばしていて、それぞれ赤と青の髪をしている。二人とも容姿がよく似ているが、青い髪の女性の方が少し身長が低く、容よう貌ぼうもあどけなく見えた。

「イシュアラルによくぞ参られました。聖騎士フィリアネス殿……公女殿下をお連れいただき、神と公王家に仕える者として、あらためてお礼を申し上げます」

　二人の女性が揃って頭を下げる。俺もフィリアネスさんに倣ならい、彼女と並んで頭を下げた。お辞儀をする文化はジュネガン公国にもあるのだ。

　俺たちは席を勧められ、二人の女性とテーブルを挟んで向き合った。すると、一拍の間を置いてから左向かいの赤髪の女性が口を開く。

「私はファム・ファレーナ、こちらは妹のアイラと申します。明日、洗礼の儀式において、神に捧げる歌の歌唱と、舞いの奉納を行わせていただきます」

「神官長殿が歌われるのですか。歌姫は、他にいたと聞き及んでおりますが……」

「彼女は布教のために、この地を離れております。本来なら、彼女……セーラ・シフォンこそが、神殿の歴史上でも最高の歌姫なのですが。彼女はゆえあって、歌声を失ってしまい……」

「っ……セーラって……あの、ミゼール教会のセーラさんのことですか？」

　俺が幼い頃から世話になっている、シスターのセーラさん。彼女の名前がまさにセーラ・シフォンだったが、もしや本人なのではないだろうか。今はわけあって歌えないようだが、歌唱のスキルがカンストしていたので、歌姫を務めてもおかしくない。

「あなたはミゼールからいらしたのですか？」

「は、はい……俺はミゼールの生まれで、ずっと住んでます」

「そうでしたか……セーラからは、ミゼールの教会で布教に尽力すると手紙が届いておりました。彼女は、元気にしていましたか？」

「セーラ殿なら、この子……ヒロトの家にも出入りして、親しくしていた。彼女は敬けい虔けんな女神の信仰者であり、私も教えられるところがあった。そうか、イシュア神殿の歌姫だったのだな……」

　フィリアネスさんは公王、そして女神に剣を捧げたという意味で聖騎士の名を与えられた。そのため、ミゼールでセーラさんと会った時にも、セーラさんの語る女神についての話に耳を傾けていたことがあった。

「歌の実力では私たちはセーラには遠く及びませんが、洗礼の儀式を行えるだけの修行は積んでおります。しかし、ひとつ、気がかりなことがあるのです」

　ファムさんは髪の色を濃くしたような深い緋色の瞳で、フィリアネスさん、そして俺を見やる。その隣で、アイラさんが少し身をこわばらせるのがわかった。

　その反応だけで、彼女が何を言おうとしているのかは分かる……そして、敵の卑劣さも知っていれば、先読みをするのはさほど難しくはなかった。

「ルシエの洗礼を行わないように、誰かに圧力をかけられているんですね」

「っ……な、なぜそれを……っ」

　ファムさんが驚きを声に出す。フィリアネスさんも俺の発言に驚いているようだったが、すぐに落ち着いて受けとめてくれた。彼女の理解と判断の速さは、いつも見ていてよく分かっていた。

「私たちはここに来る前、何度も襲撃を受けている。彼らの裏で手を引く者の目的が、ルシエの洗礼を阻止することにあるのは明らかだ。ならば、この村で洗礼を執り行う者たちに働きかけるのも、可能性としてありえなくはない」

「……そうだったのですね。やはり、公女殿下を疎うとんじている者がいる……少し前に、脅迫の手紙が届いたのです。『これから一ヶ月の間、神殿で洗礼の儀式を行うな。そうしなければ、イシュアラルは地図から消えることになる』と」

（ルシエを名指しにしなければ、自分にたどり着かれないとでも思ったのか……グールド公爵はどこまで卑劣なんだ）

　もしグールドの命令で脅迫の手紙が送られたなら、グールドは自分の領民の命を人質に取ってまで、ルシエの洗礼を妨害しようとしていることになる。

　しかし、まだ確証がない。状況証拠だけで、グールドを弾劾することは不可能だ。無理にそうしようとすれば、かなりの力技を使うことになる。

「それでも私たちは、ルシエの洗礼を引き延ばすわけにはいかない。引き延ばすということは、その間にルシエは絶え間なく命を狙われるということでもある。そして、もし一月洗礼を行わなかったとしても、ルシエの存命を知れば、敵はイシュアラル村を……あなたがたを、脅迫し続けるだろう」

「はい。私たちは、覚悟を決めています。ルシエ公女殿下が無事に洗礼を終えたあと、私たちがどのような道を辿ろうとも、それを甘んじて受け入れるつもりです。女神様は、きっと、争いを望んでは……」

（……そんなこと、させられるわけがない。許されるはずがない……！）

　脅迫の内容が実行されれば、戦いを望まない村の人々が死ぬことになる。それを、宗教上の理由で、ファムさんたちは受け入れると言っている。

　そんなことをして洗礼を受けても、ルシエの心には傷が残る。何より、死ぬ必要のない人々が死ぬ。

　なぜ、そんなふうに死を受け入れられるのか。理由は一つしか考えられなかった。

「抵抗しても、抗えるような力じゃない。ファムさんたちは、敵がそういう相手だと思ってる……そういうことなんですね」

「……はい」

「それだけの力を持つ相手でも、なすがままにさせていいわけがない。おれは、絶対にそんなことはさせません。この村はおれが、皆と一緒に守ってみせます」

「ヒロト……」

　まだ八歳の俺がこんなことを言っても、不相応で生意気に映るだろう。しかし、言わずにはいられなかった。

「それに……アイラさんは、ずっと震えてる」

「っ……！」

　ファムさんの隣にいながら、アイラさんが今まで一度も言葉を発しなかったのは、恐怖で震えていたからだ。

　神官としての務めを果たそうとしながらも、恐怖を押し殺しきれなかった。無理もない、まだ俺よりいくらか年を重ねただけの、少女といえる年齢なのだから。

「敵は、グールド公爵だ。この村も、公爵の領地だ……もし脅迫に耳を貸さず、このまま洗礼の儀式を行えば、ただではすまない。それでも、あなたたちはルシエのために命を捨てようとしている。そういうことなんですね……？」

「グールド公爵は……素晴らしい方です。イシュア神殿の維持のためにも、毎年寄付をしていただいて……」

「……それは無償の奉仕ではない。グールド公爵に考えがあってのことだ」

　言いかけたファムさんの言葉を、フィリアネスさんが遮る。彼女の横顔は厳しく、その眼光は、一目見て肌がぞくりと粟立つほどに鋭かった。

「公爵の息子が王族として認められる際にも、イシュア神殿での儀式が必要になる。彼は、一年後にルシエと同じ年になる……そのために寄付をしているのだろう」

　ファムさんは言葉を失う。アイラさんは耐えかねたように俯き、顔を覆った。

「公王家を作った西王家の血筋の方が、ずっとこの国の王になってきたのに……どうして血を流してまで、自分の息子を王にしたいの……っ!?」

　アイラさんが言う。彼女たちも、もう自分たちを脅かしている者が誰なのか、気付いていたのだろう。

　フィリアネスさんの膝の上に置かれた手が、きつく握りしめられている。彼女は一度は抑えようとしたのだろうが、耐えかねたように口を開いた。

「自らの欲望のために、領民の命を……それが、王族の……人の上に立つ者のすることか……！」

（公爵がそこまでして息子を王にしたいなら、越えちゃならない一線を越えたとみなす）

　俺は静かに決意を固める。俺がここまで何のために来たのか。これから、何をするべきなのか。

「ファムさん……いや、神官長。ルシエの儀式が終わっても、この村を守り通すよ。だから、諦めないで」

「……いいえ。あなた方は洗礼の儀式が終わったあと、すみやかに公女殿下を首都にお連れしてください」

「さっき、気がかりなことがあるってファムさんは言った……本当は、死ぬ覚悟をしてたっていうのに。だったらおれが、『気がかりなこと』のままで終わらせてやる。イシュアラルは、これからも平和な村であり続ける。おれみたいな子供は信じられなくても、聖騎士のフィリアネスさんなら信じられるはずだ」

　ファムさん、そしてアイラさんが顔を上げてフィリアネスさんを見やる。アイラさんの頰には幾筋も涙が伝って、その目は赤く腫れてしまっていた……こちらの胸も締め付けられる思いだ。

「ファム殿、アイラ殿。このヒロトは、ここまでの道中でも武勇を示し、ルシエを護衛するうえでなくてはならない存在だった。幼く見えるが、彼は私よりも強い。全員で力を合わせれば、必ずこの村を守り抜ける。私たちをどうか信じてほしい」

「……分かりました。どうお礼を申し上げていいのか……私もアイラも、覚悟を決めているつもりでしたが、やはり死を受け入れられてはいなかったようです」

「お姉さま……聖騎士様、ヒロト様方を信じましょう。ルシエ様は王族として認められるべきお方です。私たち神官は、必ず役目を果たさなくては」

　姉妹にわずかながら笑顔が戻ってくる。あとは約束した通り、二人とこの村を守りぬくだけだ。




　宿に戻ってきたあと、夕食を取って、みんなで順番に風呂に入る。俺は最後に入ることにさせてもらって、一人で外に出てきた。

　宿から少し歩くと見張り台があり、長い梯子はしごがかけられている。村の周囲の様子を一度見ておきたくて、俺はするすると梯子を上っていった。

　見張り台には屋根がなく、頭上には満天の星々がある。この高さなら、確かに村の周囲に敵が来てもすぐに分かりそうだ──村に通じる開けた道は二つあるが、そのうちどちらもここから見通せる。

「戦闘の下調べですか？　さすが、ギルマスは準備に抜かりがありませんわね」

「うわっ……ミ、ミコトさん……!?」

　見張り台の上の足場は、人が二人上がれば密着しなければならないほどの広さしかない──つまり後から上がってきたミコトさんは、俺を抱きしめるような形になっていた。

（せ、背中に……黒装束の下に鎖くさり帷子かたびらを着てるけど、や、柔らかい感触が……）

　なんとも言えない弾力をふたつ感じる。それに構うことなく、ミコトさんは俺を後ろから抱きすくめるようにすると、そのまま話しかけてくる。

「村を守ると聞いたときは、やっぱりって思いましたわ。あれくらいの敵なら、何人来てもたいして苦労せずに全滅させられますものね」

「そ、そうだな……あ、あの、ミコトさん。あんまりくっつくと、その……」

　ミコトさんは真面目な話をしてるのに、しどろもどろになってしまう。

　彼女が少し動くたびに、意識が背中に触れた柔らかい部分に向いてしまう……女性に触れたことがないわけじゃないのに。

「どちらにせよ、私はギルマスの指示に従うだけなので、その話は置いておいて……実は、一つ聞きたいことがあって、こうしてあなたを追いかけてきたのです」

「き、聞きたいことって？」

「ふふっ……そんなに動揺しないでも大丈夫ですわ。ここで取って食べたりするつもりはありませんから」

　ミコトさんが楽しそうに笑う。その品の良い声が間近で響くと、神経の芯が溶かされそうになる。

「ギルマスは、生前は何歳だったのですか？　最後まで聞けませんでしたけれど……」

「おれは……十六歳だよ。ミコトさんは……」

　何歳だったのか、と言いかけて、俺はようやく、ずっと感じていた違和感──引っ掛かりの正体に気がついた。

（ミコトさんは年齢を引き継いだって言ってた……そして、この世界で五年過ごしてる。そ、それって……）

「……ようやく気が付きましたわね。そうですわ……『闇影』は十二歳。ベータテストからずっと、廃人プレイしていましたの。ゲームを始めた年齢は一桁でしたわ」

「じゅ、十二歳……あのプレイヤースキルと、知識量で……!?」

「そこまで驚くことはありませんわ。ＭＭＯは、費やした時間と研究がものを言うゲーム……私は大人に負けないほどプレイしていましたもの」

　天国への階段ステアリー・トウ・ヘブンの幹部のうち二人が、ここまで若年だったとは……話し方ではまったく分からなかった。それを狙ってのロールプレイだったということか。

「全然気づかなかった……こっちで会ったときは、おれより全然年上だし。綺麗なお姉さんだとしか思わなかったよ」

「……いけませんわね、ギルマス。天国への階段ステアリー・トウ・ヘブンは、異性への口説き文句は厳禁だったはずですわよ？」

　ミコトさんはいたずらっぽく笑いながら言う。本気で咎めてるわけじゃなくて、冗談ということが伝わる口調だった。

「でも、良かったですわ。私が一番恐れていたのは、ギルマスが私よりずっと年上だったら、私は子供扱いされてしまうんじゃないか……ということでしたのよ」

「おれは仲間だったら、年齢なんて気にしないよ」

　自己申告ではあったけど、最高で五十歳近いギルドメンバーもいた。ゲームで相手の年齢や性別を気にすることは、必要のないことだ。

　それは当然のことで、特に珍しい考え方じゃないと思っていた──しかし。

「わっ……!?」

　ぎゅっ、と今までより強く抱きしめられた。思わず声を出してしまうが、それでもミコトさんは放そうとしない。俺の首の後ろ辺りに、そっと頰を寄せてくる。

「私は、何を怖がっていたのでしょう……私は、自分の信じるあなたという人物像を、もっと信じるべきだったのですわ……」

「おれは、そんなに大層な人間じゃないけど……元々はひどいコミュ障だったし」

「どんな境遇だったとしても、あなたは最高のギルマスでしたわ。私たちというチームに、必死で頂点を見せてくれようとした。誰よりも長くログインしていても、誰もあなたのことを異常だとは思わなかった。それは、何のためにゲームをしているのか、みんな理解していたからですわ」

　そんな、殊勝なものじゃない。

　俺の、唯一の居場所だったから。それを必死で守ろうとしていただけだ。

　だけどそんな俺の格好悪さも、何もかもミコトさんは許容して、肯定してくれる。

「私は前世と同様に、あなたをギルドマスターとして従います。もしあなたが貧弱な生き方しかしていなかったら、強くなってほしくて突き放したかもしれませんが、実力は同等だと考えていますわ」

「また手合わせしてほしいな。あと……その、『忍術』のスキルなんだけど。良かったらその、おれにも分けてくれないかなって……だ、だめだよな。苦労して手に入れた固有スキルが欲しいなんて」

「……なるほど。そういった方法があるので、ギルマスのスキルが豊富なんですのね。分かりましたわ、今回の戦いが無事に終わったら、どうやってスキルを取得したのか教えてくださいませ。楽しみにしていますわ」

「あ……」

　ミコトさんはそれだけ言うと、梯子を先に降りていく。下を見やると、彼女は笑顔で手を振って、宿を用意してくれたファムさんの家に戻っていった。

　その背中を見ながら俺は思う。生き残ったあと忍術スキルをどうやって手に入れるかを、果たして説明することができるのだろうかと。

（だって、十二歳だったんだもんな……）

　ミコトさんをさんざん頼りにしていたゲーム時代を思い出すと、思わず赤面してしまう。あの頃から頼りがいのある人だったが、俺より年下の少女だったとは、まさに青せい天てんの霹へき靂れきというべき衝撃だった。













　夜が明け、空に太陽が姿を現し始める。

　イシュアラル村を見渡す見張り台の上で、俺はいかにして村を守りぬくかを考えていた。こちらの戦力が敵に劣るということはまずないが、村に侵入されてはまずい。火矢を放たれるというのも考えられるので、村の被害をゼロにするには、村から離れた場所で戦闘を行う必要がある。

　この村は高台の上にあり、木で作られた柵で円形に囲われている。柵の外はそれなりの高さの崖になっているので、簡単には侵入できない。自ずから、労力を少なくして村に侵入するには北側、西側に作られた門を通る必要があるわけだ。

　南側、東側は山なので、そちら側から村に侵入しようとすると、危険度の高い森を抜けることになるし、獣道しかないので馬で通過するには時間がかかる。敵が馬を使うかどうかは分からないが、さんざん山賊のふりをした騎兵と戦ってきたので、移動には馬を使うと予測していいだろう。ちなみに村の南東に神殿があるが、村から神殿に入る経路は一つしかないし、神殿の護衛兵は弓を装備しているので、村を占拠されて兵ひよう糧ろう攻ぜめでもされない限りは、神殿が陥かん落らくすることはない。

　応戦できる人数は俺、フィリアネスさん、ミコトさんの三人で、マールさんとアレッタさんは神殿で守備についている。対して、敵は数百人で来てもおかしくない。異世界では人数制限がないので、千人以上を相手にしなければならない場合もありうるわけだ。

（しかし、空から攻めてくる、なんてことはないだろうから……敵が人間だと助かるところだ）

「ギルマス、いけませんわね。すでに敵の姿が見えているというのに、その落ち着きよう……油断しては足を掬すくわれますわよ」

　見張り台の上にミコトさんが登ってきて、少し呆れたような顔で言う。俺も特に緊張感があるわけでもないが、敵の姿を見落としてはいないので、ただ笑って頰ほほをかいた。

　そう、実は敵の姿がかなり遠い位置だが、この見張り台からすでに見えている。敵は北東から村に向かって開けた道を通ってきており、川に渡された石橋の向こう側で、橋に仕掛けがされてないか調べているところのようだった。状況から推察しただけだが、まあどちらでもかまわない。敵がすぐ橋を渡ろうとしないのは、こっちにしても好都合だからだ。

「それじゃ、行こうか。なんか、簡単すぎて拍子抜けだな」

「地形が私たちに味方しすぎていますものね……まあ、村に続く坂に丸太を転がす罠を仕掛けたり、落とし穴を掘ったり、馬ば防ぼう柵さくを立てたり、橋を渡ろうとして真ん中に来たところで両端が切れるよう工作したり、ゲーム時代のギルマスだったら、それくらいのことはしていたと思うのですが」

「それだけやっても進軍を止められないくらいの、凄まじい突破力のギルドばかり相手にしてたからな。こっちに来てからは、『手を尽くす』ってことを、まだ敵がさせてくれないんだ。人間を相手にした場合の話だけど」

「……人間以外で、ということは、強ボスと戦ったんですのね。私以外の誰かとパーティを組んで……？」

　ミコトさんは微笑ほほえんでいるが、その声には言外のニュアンスが込められている。

　──私がいないところで、そんな楽しいことをしていたんですの？

　そんなことを、ゲーム時代は何度も言われた。彼女のログイン時間は俺より短かったから、俺は常にミコトさんと一緒にいたわけじゃないし、全てのボスと一緒に戦ったわけではない。

「おれと一緒にいれば、面白いことはいくつも起こると思うよ。おれは、みんなには穏やかに暮らしてほしいけど……おれ自身は、『攻略』をやめるつもりはないんだ」

「……それは、あなたが攻略を続ける限り、傍にいて支えてほしいという意味ですか？」

「ま、まあ……って、ごまかしてもしょうがないな。そうだよ、ミコトさん」

　遠回しに言って勿体つけても仕方がない。せっかく見つけた仲間で、信頼できる人物。

　──そして忍術スキルを持っている、この大陸では稀有な存在。っていうのはさておいて。

　前世の俺が、彼女を初めてパーティに誘ったときのことを思い出す。その頃、俺と彼女の狩場がことごとくかぶっていて、魔物の取り合いになったり、ボスのとどめを競ったりすることがあった。

　そんな無言のライバル関係が数週間くらい続いたあと、俺と彼女は偶然に、連携して互いのピンチを救ったことがあった。そのとき俺はさすがにお礼を言わないわけにはいかないと、『thx』とキーボードを叩いた。

「改めてミコトさんをパーティに誘うよ。もうパーティインはしてるけどな」

「……『お礼にはお呼びませんわ』……と、ミスタイプしてしまいましたわね。前世で、初めてパーティを組んだときは」

「ははっ……だったな。ミコトさんはけっこう、打ち直すのに時間がかかってたみたいだけど」

「そ、そのときは……まだブラインドタッチが苦手だったのですわ。確認しながら打ち込んでいたら、時間がかかってしまいました。ソロプレイなら、ほぼ無言でも大丈夫でしたもの……」

　ミコトさんは言いながら、先に梯子はしごを降りていく。俺も下に降りると、そこにはフィリアネスさんが待っていた。武装を済ませ、腰に『貫きのレイピア＋４』を帯びている。

　朝焼けの中で金色の髪が微風にそよぐ。綺麗だ……戦いに向かう前だっていうのに、思わず見とれてしまう。

　胸の部分に装甲をつけないスタイルは少し変わって、右胸部分だけ広く作った装甲が覆っている。特注の鎧だ……武具のデザインカスタマイズもできるのが、ゲームと異世界の違いだ。

　左胸部分の乳袋が何か固そうに見えるのは、下に着ているコルセットがしっかり作られているからだろう。今までの柔らかそうな感じもよかったが、これはこれで……と、いつまで彼女の鎧に見入っているんだ。

「ふぃひアネスさん……み、ミコトふぁん？」

　いきなりほっぺたをつままれてしまった。ミコトさんはぺろ、と舌を出す……フィリアネスさんに見とれてたから、ってことか。

「なんだ、和わ気き藹あい々あいとしているのだな……そろそろ、敵が来る頃合いではないのか？」

「聖騎士さんは肌で気配を感じていらっしゃるのですわね……素晴らしいですわ。私たちも見張り台の上から、北東に敵の姿を見つけましたわ。まだ距離がありますけれど」

「ああ、迎撃に出よう。二人とも、準備はいいか？」

「無論だ……しかし、一つだけ、二人に頼んでおきたいことがある」

　フィリアネスさんは敵がいる北東に厳しい視線を向けたあと、俺たちに向き直って言った。

「……敵を率いているのが、黒騎士団の団長だったときは、私に任せてほしい」

「……それは……」

「私とは、騎士学校時代に面識がある。いや……向こうにとっては、因縁と言ってもいいだろう。ヴィクター・ブラックは、自らの部下が私によって倒されたことを理由に、必ずどこかで私の首を取りにくる。道理が通らないと思うかもしれないが、私が知る限りでは、奴はそういう人間だ」

「ヴィクター・ブラック……」

「いかにも黒騎士という名前ですわね。敵の首領であれば、仕留めてしまえば終わりですわ……血が騒ぎますわね」

（や、やっぱり……戦闘狂のうえに、ボス狙いが信条だもんな、ミコトさんは）

　なんとか踏みとどまってほしい、と隣に立っているミコトさんの服の裾を引く。彼女は俺を見下ろして微笑む……大丈夫そうではあるが、「戦闘狂」のパッシブのせいで抑えきれなかったらと思うとやはり心配だ。

「私は聖騎士として、ヴィクター自らがルシエに仇なそうとしたと分かったとき、奴を斬らなければならない」

「……分かった。でも、できれば黒騎士団の団長には生きていてもらった方がいい。手加減しきれない相手なら仕方がないけど、なるべく生かして捕虜にしてくれ」

「捕虜はいらんぞ……と言ってもらった方が、テンションは上がるのですが。ギルマスの指示とあれば、従わなくてはなりませんわね」

「ああ……でも、自分の命を一番大事にしてくれ。そのためなら、どんな手段でも使ってほしい。矛盾したことを言ってると思うけど、おれにとって大事なのは、敵の命じゃなくて、二人の命なんだ」

　それだけは断言しておく。もちろん俺も、二人が手を下さなくとも、身の危険が迫るなら敵に容赦はしない。

（だけどそれじゃ、恨みが連鎖するだけだからな。グールドを潰すところまでいくか、それとも、大人しくさせるだけの状況を作り出すか。どちらにせよ、この戦いが鍵だ）

「そろそろ行こう、二人とも。敵が兵力を分けてくれると厄介だ……その前に叩く」

「うむ。敵が例のごとく、山賊のふりをしてくれていると良いのだがな」

「同じ騎士団の仲間だと知ったうえで戦うのは、御免だということですか？」

　ミコトさんの質問に、フィリアネスさんは苦笑する。そして、肩にかかる金色の髪を撫なで付けながら言った。

「騎士として誇りをかけて戦うのならば、私は容赦するわけにはいかない。山賊ならば、私は本気を出す必要がない。それだけの話だ」

（……この人だけは、絶対に敵に回したくないな）

　フィリアネスさんの中に敗北の文字はない。同じ敵の相手をするなら、本気を出さない方が『敵にとって良い』と思っているのだ……全くもってそのとおりだろう。

　彼女に本気を出させられるとしたら、敵のリーダーが黒騎士団長だった場合だろう。フィリアネスさんに因縁のある人物のようだから、彼女が『出てくるかもしれない』と言うなら、出てくるのだろう──そんな気がしていた。




　村の門を開かず、村人だけに知らされた出入口から外に出ると、俺たちは林の中を走り抜け、敵のいる場所まで走った。

　朝の森の空気はひんやりとしている。その中で俺たちは息を潜め、橋を渡りきった敵の集団を視界にとらえた。予想していた通り、ぼろぼろの外がい套とうをまとって馬に騎乗している──数は五十騎といったところか。

「……斥せつ候こうのつもりだろうか。まだ、橋の向こうに本隊が残っているな……人数は、二百人といったところか」

「五百人の暮らす村を、二百で制圧しようと考えたのですか……騎士団員と村人の能力差を考えれば、それくらい甘く見られても仕方がありませんけれど」

「ヒロトにはここで見ていてもらおう。あの、勇ましい雄叫びは使えるか？　あれを聞くと、いつもより力が増すように感じるのだが……」

「ああ、『戦士の雄叫びウオークライ』だね。おれも戦うよ、フィリアネスさん」

「背中は任せる。ミコト殿はどうする？」

　ミコトさんはにっこりと笑う。戦場だというのに、彼女の仕草は優雅で、上品さを感じさせた。

「ギルマス、私はいつも通りの役割でよろしいですわよね？」

「うん、頼んだ。おもいっきりやってくれ」

『後衛殺し』のミコトさんには、隠密ハイデイングからの奇襲をお願いする。ギルド時代も、ミコトさんは敵地の奥深くに入り込んで、間接攻撃や補助を担当する敵を効果的に倒してくれていた。




　◆ログ◆

　・《ミコト》はつぶやいた。「空うつ蝉せみの術……もとい、木の葉隠れですわ」

　・《ミコト》は「木の葉隠れ」を発動した！　《ミコト》の姿が見えなくなった。





　俺たちは武器に手をかけ、その時を待つ。カウントを担当するのは俺──それは、フィリアネスさんも、俺をリーダーとして認めてくれている証だった。

（３、２、１……ＧＯ！）

「うぉぉぉぉぉっ！」




　◆ログ◆

　・あなたは「ウォークライ」を発動させた！

　・パーティの闘志が昂揚する！　あなたの攻撃力が一時的に上昇した！





　俺の叫びを合図として、全員が動き出す。敵が面食らっているうちに、フィリアネスさんは電光石火の速さで肉薄し、敵集団に向かって技を繰り出した。

「──はぁぁぁっ！　ライトニング・ミラージュアタックっ！」















　◆ログ◆

　・《フィリアネス》は「魔法剣」を放った！

　・《フィリアネス》は「ライトニング」を武器にエンチャントした！

　・《フィリアネス》は「ミラージュアタック」を放った！　「雷光幻影剣！」





「なんだっ……う、うぁぁぁぁっ！」

「聖騎士っ……ほ、本当に出てきていたのかっ……!?」

　ミラージュアタックは一人に対して繰り出すと最大の攻撃回数は四回だが、範囲内に他の敵がいる場合、複数の敵に攻撃が分散する。見ているこちらからすると、蜃気楼ミラージユのように、フィリアネスさんの身体が半透明にゆらぎ、分身したように見えていた。

「うぐぁっ！」

「がはっ！」

　ほぼ同時に、四人の敵が倒れる。フィリアネスさんの姿は瞬きのうちに一つに戻り、彼女はすかさず次の技を繰りだそうとする──連携技でなければ、個々の技を使ったあとにクールタイムが必要になるが、彼女は全く苦にしていないようだった。

（うかうかしてると、俺の出番が全くなくなるな……っ！）

　斧を取り出して、俺はフィリアネスさんから離れようとする残りの敵に目を向ける。一人残らず、突破させるわけにはいかない──弱いものいじめをしているようだが、俺たちにとっては弱い敵でも、村人にとっては脅威に値する存在なのだから、見逃してやるわけにはいかない。

「雷の精霊よ、我が斧に宿り、大気を駆け抜け、敵を薙ぎ払え……ボルトストリーム・トマホーク……！」

「っ……ヒロト、私の魔術を、一度見せただけで……っ」




　◆ログ◆

　・あなたは「魔法剣」を放った！

　・あなたは「ボルトストリーム」を武器にエンチャントした！

　・あなたは「ブーメラン・トマホーク」を放った！　「天翔落雷斬！」





　──それは自分でも、試しにやってみたらどうなるか、というテストではあった。

「斧を投げた……？　ハッ、明後日の方向に飛んで行きやがる……」

「ち、違う……斧が……斧から、魔術の雷がっ……う、うぁぁぁぁっ！」

　俺の投とう擲てきした斧は、騎兵が逃げる速度を遙かに上回っており、追いついて上空を通過する──そして、彼らに容赦なく落雷を浴びせた。斧が飛ぶ軌道の下に入った敵は、根こそぎ落雷を受けてダメージを受け、追加効果で麻痺し、無力化する。




　◆ログ◆

　・《ミコト》はつぶやいた。「もはや歩く攻城兵器ですわね……私も、負けてはいられませんわ……！」

　・《ミコト》は「当て身」を繰り出した！

　・クリティカルヒット！　《ロレンス》に７５６のダメージ！　《ロレンス》は昏こん倒とうした。

　・《ミコト》は「吹き矢」を放った！

　・《ソーニャ》の詠唱を妨害した！

　・《ソーニャ》に94のダメージ！

　・「眠り」の追加効果が発動！　《ソーニャ》は抵抗に失敗し、睡眠状態になった。





　ミコトさんがどこにいるのかは分からないが、後方から橋を渡ってきた弓兵と魔術使いが次々に倒れていく。当て身じゃなかったら、死んでるところか……素手の手刀で、なんてダメージをたたき出してるんだ。武器を使ったら軽く四ケタに達するのは間違いないだろう。

　フィリアネスさん、俺、ミコトさん。三人で瞬く間に敵の数を減らしていく──今のところ、一人も逃してはいない。しかし、敵は圧倒的な実力差でも、決して撤退しようとはしなかった。

　──なぜ、逃げないのか。その答えに、俺はすぐに気がついた。

　倒れた兵に構うことなく、黒い馬に乗って橋を悠ゆう然ぜんと渡ってくる、一人の騎士の姿がある──間違いない、敵のリーダーだ。他の兵たちの顔を見ればわかる、自分たちの統率者に深い畏い怖ふを抱いているからこそ、彼らは逃げない──逃げられないのだと。

（黒馬に、黒い鎧……あれが、フィリアネスさんの言ってた……）

「ヴィクター……ヴィクター・ブラックっ！」

　眼前の敵をレイピアの一閃で倒したあと、フィリアネスさんは身を翻ひるがえし、近づいてくる黒い鎧の騎士に剣先を向けた。ヴィクターと呼ばれた騎士は、顔全体を覆う仮面で見えないが、間違いなくフィリアネスさんに敵意の籠もった視線を向けていた。

　そしてヴィクターは、馬上で振るうことを目的として作られたのだろう、長大な剣を抜き放つ。体格自体は決して大きくはないのに、全身を覆う甲冑を身につけながら超重量の剣を扱えるなんて……騎士団長の名は、伊達ではないということか。

「……やはり、領地を与えた程度では貴様を縛り付けることはできなかったか。各地の戦に顔を出しては、武ぶ勲くんを求め続ける鬼神……聖騎士などではない、お前はただの戦狂いの鬼だ」

（なんだ、この声……何か、ひずんでるような……）

　仮面の効果なのか、それとも声が元から嗄しわがれているのか。

「貴公に言われたくはない。ヴィクター……この村に今現れたということは、貴公はルシエを狙う者に加担しているということになる。部下の騎士たちに誇りを捨てさせ、山賊の姿をさせてまで、何を為そうというのだ」

「……それを知る必要はない。フィリアネス、お前はここで死ぬのだからな」

「何だと……!?」

　短時間で三分の一に相当する兵力を失っていながら、ヴィクターは動じていなかった。自分ひとりでも負けるつもりはない、そんな得体の知れない自信を感じさせる。

「私に神しん聖せい剣けん技ぎは通じない。くだらぬしきたりがなければ、公国最強の栄誉を受けているのは私だった……フィリアネス、それはお前が最もよく分かっているはずだ」

「……お前の剣技は呪われている。なぜ、私と同じ神聖剣技を学ばなかった……？」

「黙れ。私が何を選ぼうと、お前に口を出されるいわれなどない……昔からそうだった。お前はいつも、私のことを見下し続けてきた……！」

「違う……と言っても、聞く耳は持たないのだろうな。いいだろう、ヴィクター……相手をしてやる。貴様に騎士の誇りを、欠片でも取り戻させてやろう」

　フィリアネスさんの言葉に黒騎士が剣を振り上げる──感情の昂ぶりを抑えきれなくなったかのように。

「──誇りなどと、押しつけがましいことをッ！　暗黒の神よ、煉れん獄ごくの炎を我が剣に宿したまえ……！　ヘル・ストライクッ！」




　◆ログ◆

　・《ヴィクトリア》は「ダブル暗黒剣」を放った！

　・《ヴィクトリア》は「ヘルブレイズ」を武器にエンチャントした！

　・《ヴィクトリア》は「クリムゾンフレア」を武器にエンチャントした！

　・《ヴィクトリア》は「チャージストライク」を放った！　「獄炎紅蓮斬」！





（暗黒魔術……敵しか使えないはずだったのに、人間が使うのか……！）

　そして暗黒剣というスキルも、俺は見たことがなかった。黒騎士団の団長自体が、ゲームには登場しなかった──今目にしている技は、全てが未知のものだ。

「死ね、フィリアネスッ！」

「──死ぬものか。お前の剣などで、私は死なない……！」




　◆ログ◆

　・《フィリアネス》は「ダブル魔法剣」を放った！

　・《フィリアネス》は「スパイラル・サンダー」を武器にエンチャントした！

　・《フィリアネス》は「スカイ・ヴォルテック」を武器にエンチャントした！

　・《フィリアネス》は「ツインスラスト」を放った！　「旋雷双穹突」！





　嗄れた声で叫び、馬と共に猛烈な勢いで突撃しながら、ヴィクターは黒と赤の二色の炎に包まれた剣を振るう。敵の技に対抗するには、ダブル魔法剣しかない──フィリアネスさんもそう考えたのか、繰り出した技は今までで最大の威力を持つものだった。

「はぁぁっ……！」

「っ……！」

　ヴィクターの炎の剣を、フィリアネスさんはぎりぎりで身を捻ってかわす。そして交錯する瞬間に、青と白の雷を帯びたレイピアを、目にも留まらぬ速さで叩き込んだ。

「くっ……！」

　雷のエネルギーが炸裂して、閃光が俺の目を灼く。人間の技がこんな光景を可能にしていることに、俺は自分のことを棚に上げて、感嘆を禁じ得なかった。

　こんな技を受けて、無事で済むはずがない。

　──そう思った俺の予想を、ログに流れてきた文字列が裏切る。




　◆ログ◆

　・《ヴィクトリア》の「吸魔の鎧」の能力が発動！　魔術が吸収された。

　・《ヴィクトリア》はダメージを吸収した!!





（吸魔の鎧……魔法剣のダメージを、ライフ回復に変換した……!?）

「くくっ……はははっ……あーっはっはっはっ……！」

　ヴィクターは馬の手綱を引き、こちらに向き直る。そして不快な声で高らかに笑った。

「この鎧を手に入れるのには苦労した……これがあれば、魔法剣など恐るるに足りない。フィリアネス、どうだ。私の前に膝をついて許しを乞うなら、命は取らずにおいてやろう……私の奴隷に堕ちて、一生首輪をつけて過ごせ。飼い犬としてならかわいがってやろう……！」

「……その鎧を手に入れたことが、お前が裏切った理由なのだな」

　フィリアネスさんは技が全く通じなくても、全く動揺してはいなかった。その眼は揺らがず、馬上で踏ん反り返るヴィクターを見据えている。

「そうだ……今の私には敵はいない。認めろ、フィリアネス。私はお前よりも上の存在だ。敬うべきものなのだ！　さあ、認めろ！　私のことを認めるがいいっ！」

　ここまでの妄執を抱くということは、フィリアネスさんとの間に並々ならぬ因縁があるようだ……宿命のライバルとでもいうのか。敵ながらかなり強力なスキルを持っているし、まだ俺の存在に気付いてないのでステータスが見られないが、相当な高レベルであることは間違いない。

「認めれば、お前の自尊心が満たされるのか？」

「そうだ……こんな小さな村がどうなろうと知ったことではない。私はお前を屈服させるためにここに来た……その大願が叶うのならば、この魂でも売り渡そう……！」

　しかし身内の贔ひい屓き目めだろうか、俺から見るとフィリアネスさんの方が格上に感じられてならない。真の強者ならば、あんなふうに吠え立てないと思う。

　それにしても……さっきからログに《ヴィクトリア》と出ているのが気になる。これって女性名のような……でも、鎧を着てると性別が分からない。鉄仮面のせいで顔も見えないし、声もしゃがれていて男性のように聞き取れる。

（しかし、ミコトさん……よく大人しくしてくれてるな。こんな相手を見たら、バックスタッブしたくて仕方なくなるだろうに）

　さっきからつぶやきも表示されないけど……橋の向こうにいた兵の数が減り始めてる。こんな強いメンツだと、俺は何もすることがないな。

「……何だ、その子供は。フィリアネス……村の子供を連れ出して戦わせようとでもいうのか？」

　どうやら、俺が自分の部下を倒したところを見ていなかったらしい。ヴィクター……たぶんこれは愛称なんだな。愛称が男っぽいし、やっぱり男なんだろうか。

「ははははっ、笑わせる……フィリアネス、私の奴隷となったあとの、お前の初めての仕事を与えてやろう」

「……私に、何をさせようというのだ？」

　尋ね返すフィリアネスさんだが、その声に俺はぞくりとするものを感じていた。帯びているレイピアの輝きが今までと違って感じられる。

（ま、まずい……ヴィクター、やめろ、その続きは言うな！　絶対言うなよ！）

　俺は本気で念じる。しかしヴィクターは俺を大剣で指し示すと、願いむなしく、俺の予想した中で最悪に近いことを口にした。

「その子供の首を刎はね、私に献上するのだ。その血を魔王に捧げ、私の暗黒剣技はより強力なものに……」

「黙れ」

「……は？」

　短い言葉だった。しかし、ヴィクターが素に近い返事をするほど、その迫力は途方もなかった。

　──その目を見ても、なお綺麗だと思ってしまう。それは俺がフィリアネスさんに心酔しているからで、ヴィクターはびくっと身体を震わせていた。

　端的に言うと、完全にフィリアネスさんの睨みに震えあがっていた。

「お前は言ってはならないことを言った。私はお前が反省しさえすれば、黒騎士団を解体するべきなどとはまだ考えていなかった」

「反省だと……何を言っている！　私の前に跪け、命乞いをしろ！　さあ、早く！」

「……ヒロト、もはや情けをかける必要はない。私に見せてくれた以上の、『本物の地獄』を見せてやるがいい」

「なっ……ど、どこへ行くっ！」

　フィリアネスさんは俺でも相手をできると見なしてくれたのか、残りの兵に目を向ける。しかし、完全に威圧されていて、誰も挑んでくる者はいない。

（フィリアネスさんが俺に任せる……ってことは……）

　さっきは自分で戦うと言っていたのだから、何か理由があるはずだ。

「……馬に蹴られて死ぬような子供を、私にけしかけるとは。聖騎士の誇りも地に落ちたものだな」

　つまらなそうに言いながら、ヴィクターはそれでもフィリアネスさんを挑発するためということか、俺に殺気を向けてきた。

（……吸魔の鎧に頼りきってるみたいだけど。能力値自体は、どれくらいなんだ？）




　名前：ヴィクトリア・ブラック

　人間　女性　23歳　レベル52




　ジョブ：ダークナイト

　ライフ：９４０／９４０　マナ：３７８／４０８




　スキル

　　大剣マスタリー　78　【暗黒】剣技　72　鎧マスタリー　84

　　黒魔術　52　恵けい体たい　75　魔術素養　32

　　気品　36　母性　48




　アクション

　　大剣技レベル７　暗黒剣　ダブル暗黒剣

　　暗黒魔術レベル５　授じゆ乳にゆう　子守唄




　パッシブ

　　大剣装備　スーパーアーマー　鎧装備

　　重鎧装備　鎧効果上昇レベル２　マナー

　　儀礼　風格　育成

　　慈母　スライムにとても弱い　オークにとても弱い

　　【悪の鉄仮面】呪われている。





（声がこもってはっきりしなかったけど、女性だったのか……！）

　黒騎士団長は女性だった──その母性の高さにも興味を惹かれるが、それはひとまず保留として、戦闘スキルを確認させてもらう。予想通り、かなり高い数値だ。

　スーパーアーマーは、攻撃されても怯まずに反撃できるというパッシブスキルだ。大剣の振りの遅さを補えるし、実際かなり強力だ。暗黒魔術もさっき見せてもらった限り、同レベルの精せい霊れい魔ま術じゆつより上回るくらいの威力があるようだ──しかし。

　ヴィクター──いや、ヴィクトリアには、俺に勝てない理由がひとつある。悪の鉄仮面が呪われているなんてことではない。その前に、致命的な一行が記載されてしまっている。

「ヴィクトリアさん。お願いがあるんだけど、話を聞いてもらえるかな」

「……どこで私の名を知った？　怪しい術でも使ったのか、無礼も極まれりだな」

　馬の上から俺を見下ろしながら言う彼女。しかし、死亡フラグを積み上げていることに自分でも気づいていない。

「人を殺すことに躊ちゆう躇ちよはないんだね。じゃあ、村を襲ってどうするつもりだった？」

「私を誘導するつもりか……？　つまらぬことを。いいだろう、どうせ死ぬのだから教えてやる。私はグールド公爵と手を組み、この国を手に入れることにした。ルシエ公女の身柄を拘束し、イシュアラル村を焼き、それを山賊の起こした事件とする。それだけでグールドは、この国の半分を私のものとすると約束してくれた。ルシエ公女がいなくなれば、グールド公爵の息子が有力な王位継承者となるからだ」

　この国の半分か……それをヴィクトリアが信じているのなら、ちょっとかわいそうにもなってくる。そこまで手を汚して王位に執着する輩やからが、みすみす手に入れた国の半分を渡すわけもない。

「……最後にひとつ。グールド公爵に手を貸すのはやめて、まっとうな騎士に戻るつもりはないかな。おれは悪いことは言わないから、そうした方がいいと思うよ」

「子供に命令されるいわれなどない……死ねっ！」

「──ごめん」

「なっ……!?」

　俺は頭を下げる。それは、良心の呵か責しやくからくるものだった。

　弱点を容赦なく突くことに関して、気が引けたのだ。相手が同情の余地のない悪人であったとしても。




　◆ログ◆

　・あなたは護衛獣「ジョゼフィーヌ」を呼び寄せた。





「きゅいきゅい！」

　馬を走らせ、俺を踏み潰そうとしたヴィクトリアだが、俺の動きが予想外に速かったからか、簡単に横に移動するだけで避けられた──そして。

　突っ込んで行った先、森の中から、突如として巨大なスライムが姿を現す。

「……ひぁぁぁぁっ!?」




　◆ログ◆

　・《ヴィクトリア》はスライムに遭遇してしまった！

　・《ヴィクトリア》は恐慌に陥った！

　・《ジョゼフィーヌ》の捕縛！

　・《ヴィクトリア》は馬から強制的に降ろされた！

　・《ヴィクトリア》は身動きが取れなくなった！





　嗄れていながら、少し女性らしさを感じさせる悲鳴と共に、ヴィクトリアはあっさりスライムに捕まった。

　フィリアネスさんは無関心を決め込んでいる……たぶんスライム嫌いだって知ってたんだな。俺にバトンタッチするまで、さんざん好き勝手なことを言われていたのに、よく我慢していたものだ。

　黒い鎧に全身を包み、暗紫のマントを身につけたヴィクトリアが、四肢をスライムに絡め取られて身動きが取れなくなっている。黒馬は主人をどうやって助けていいものか分からず、おとなしく見守っている。こうなってしまえば、何の脅威もない。

「だ、団長が……聖騎士がスライムに魂を売ったのか!?」

「違う、あの子供だ……あの子供、魔物使いなんだ……！」

「そのとおりだ。これからお前たちの団長がどうなるか、私はあまり見ていたくはない……あの子のすることを咎めはしないが、少々、いたたまれない部分があるのでな」

　フィリアネスさんは敵の騎士たちをレイピア一つで降伏させ、馬から降ろして村に連行していく。ミコトさんが倒してしまった分は、起きてから連れて行ったほうが効率的だろう。

　黒騎士団は全員が捕虜となる。それを目の当たりにして、ふるふると震えていたヴィクトリアが、定番のせりふを口にした。

「こ……殺せっ……子供などに辱められるくらいなら、私は死を選ぶ……殺せっ！」

　スライムの万能ぶりにはびっくりするが、拘束と装備外しはいろんなゲームで効果的だ。自分がやられればピンチになるし、敵に決まればあっという間に優位に立てる。

「吸魔の鎧か……それがあると、正直困るんだ」

「そ、そうだろう……この鎧を前にすれば、聖騎士すらも無力。もはやこの国に、私に勝てる者など……！」

「いや、違う。おれの仲間には、物理攻撃でその鎧を貫通できる人がいる。さんざん自分の部下を倒されてるけど、気付かなかった？」

「……フィリアネスが倒したのではなかったのか……!?」

　さすがにフィリアネスさんも、攻撃してない相手を倒すのは無理だ。ヴィクトリアは、それだけフィリアネスさんの実力を高く評価しているってことだろう。

　俺が言っている、鎧を貫通できる人というのは、ミコトさんのことだ。忍術スキル１００で取得できるパッシブスキル「貫手」の威力は、強力を通り越して凄せい惨さんといえる。素手であらゆるものを貫通する技だからだ。

「その人の力を借りて吸魔の鎧を貫通すると、ヴィクトリアさんは……分かるよね？　鎧を貫通されたらどうなるか」

「そ、そんなことができるわけがない……私の鎧は無敵。得体の知れない輩に、破れるものではないっ！」

　破れなければ、装備を解除すればいいじゃない。ジョゼフィーヌはぷるぷると震えて、ヴィクトリアの全身を包み込んだ。

「や、やめろっ……それが人間のすることかっ……！　あぁぁっ……！」




　◆ログ◆

　・《ジョゼフィーヌ》は《ヴィクトリア》の武器を奪った！

　・《ジョゼフィーヌ》は《ヴィクトリア》の胸装備を奪った！

　・《ジョゼフィーヌ》は《ヴィクトリア》の肩装備を奪った！

　・《ジョゼフィーヌ》は《ヴィクトリア》の腰装備を奪った！

　・《ジョゼフィーヌ》は《ヴィクトリア》の足装備を奪った！

　・《ジョゼフィーヌ》は《ヴィクトリア》の下着を奪った！





　かぽっ、かぱっ、とスライムの中で、まるで包装紙を剝いていくかのように、ひとつずつヴィクトリアの装備が外れていく。どうやってるんだろう……金具を丁寧に外して、一個ずつ装備が丁寧に並べられていく。

（あれ、何か鎧以外も外したような……いや、気のせいか。布鎧だけになってるしな）

「ぷはぁっ……はぁっ、はぁっ……ね、ねばねばする……口に入って……」

　ジョゼフィーヌは布鎧をほどよく溶解させるという、一種の『手加減』スキルを持っている。ヴィクトリアの身に着けている黒い布鎧は、あらゆるところが適度に破れ裂けて、中に隠れていた魅惑的な肢体が覗いていた。

「大丈夫だよ、ジョゼフィーヌは無害だから。毒攻撃はしてないよ」

「そ、そんな問題ではない……野外でこんな姿を晒さらすなどと……フィリアネスのやつ、こんな悪魔をよくも……！」

　国を半分もらうために悪魔に魂を売り渡したのはどっちだ、と言いたくなる。

（しかし……なんとなく、鉄仮面だけ外してないけど。呪われた装備って、スライムのスキルで外せるのか？）

　これ以上脱がせたら全裸になってしまうので、それはしないが……布鎧の裾からすらっとした足が伸びていて、何とも言えない。全身甲冑の重装騎士が女性だったというのも驚きだが、何というか……公国の前衛騎士の人たちは、みんな例外なく胸が大きいのはなぜだろう。

「フィリアネスさんとは知り合いなんだよね？　好敵手だったってことかな」

「その年齢で、似つかわしくない言葉を知っている……生意気な。餓が鬼きは餓鬼らしい言葉を使っていればいい」

　こんなに気が強いと、逆に折れたところが見たくなってくる。俺はちょっと攻めっ気があるのだろうか。

「え、えーと。じゃあ、悪いお姉ちゃん。その仮面も取っていい？」

「お、お姉ちゃんなどと呼ぶな、この汚らしい餓鬼め！　私の鉄仮面を取れるわけがない、これは呪われて……」

（面白い。取れるかどうか、試してみようじゃないか……）




　◆ログ◆

　・《ジョゼフィーヌ》は《ヴィクトリア》の頭装備を奪った！





「あっ……!?」

　ジョゼフィーヌが触手を伸ばしてヴィクトリアの頭を包み込んだかと思うと、あっさり仮面が取れた。

　仮面の中におさまっていた緑色の豊かな髪が広がる。そして、見えた顔は──少しフィリアネスさんに似ていて、かなり目つきをきつくして大人びさせたような……掛け値なしの美人だった。

「は、外れた……だと……一生外れないと思っていたのに……っ、そんなに簡単に……」

「……あ、あの。ヴィクトリアさんは、もしかして、フィリアネスさんと血縁関係があったり……？」

「……私はフィリアネスの従姉だ。聞いていなかったのか？　私があの女に対抗して暗黒魔術を学び、暗黒騎士の道を選んだということを」

　全く聞いていなかったが、そう言われてみると……フィリアネスさんは黒騎士団の解体について乗り気じゃなかったし、自分で戦うとも言っていた。それは、身内に対して情けをかけたということだったら……。

「そうか……こんな子供を手なずけていたのか。魔物を操る子供を使うなど、聖騎士の風上にもおけんな。これは傑作だ……公王陛下の耳に入れたら、どうなることか……！」

「……それを黙っておいて欲しいって頼んでもいいかな？」

「ふん……知ったことか。私は子供の指図などは受けない。おい、さっさと解放しろ。私の仮面を外したところで、感謝されるとでも思ったのか？　この汚らしい餓鬼め」

　ピクピクッ、と俺のこめかみが震える。いや、まだ切れてはいない。こんな挑発に乗ったらそれこそ子供だ。

「おまえのような餓鬼に情を移すなど、フィリアネスも安い女だったということか。所詮、あいつは多少髪が綺麗で、胸が風船のようにでかいだけのつまらん女だ。お前も私に従ったほうがいい。そうすれば目も覚めるだろう。そうだ、それがいい！　私に従え、汚らしい餓鬼」

「……あのさ」

「ん？　どうした愚図、さっさと私を解放……」

「フィリアネスさんを風船みたいなおっぱいだなんていうけど、そっちはどうなんだ？」

「……んん？」

　よく分かりませんとでも言いたげな顔をするヴィクトリア。ちょっとフィリアネスさんに似てるだけに、またイラッとさせられる。

「確かめてやろうか……？　言っておくけど、おれは汚らしい餓鬼って言われた回数をカウントしてるぞ。さあ問題だ、これまで何回言った？　答えられたら、ひどいことはしないでおいてやる」

　ヴィクトリアは無言で俺の顔を見つめる。その顔には疑問の色しかない。

「……覚えているわけがないだろう。馬鹿かお前は」

「……そうか。そうかそうか……よく分かったよ」

「わ、分かったなら解放しろ。私がいつまでも大人しくしていると思ったら……」




　◆ログ◆

　・《ジョゼフィーヌ》は《ヴィクトリア》の全装備を奪った！





「あっ……」

　ヴィクトリアは呆気にとられ、拘束されたままで自分の身体を見下ろした。

「……！　……!?」

　ずっと傲岸不遜だった表情が崩れ、慌てふためいて俺を見る。そしてスライムから逃れようとするが、まったくビクともしない。

「たまには、こういう敵らしい敵を相手にするのも悪くない……ストレスが溜まった分、ある程度やり返しても、まったく良心が痛まないからな……」

「……なにを……す、するつもり……だ、この汚らしい餓鬼め」

「その汚らしい餓鬼に、暗黒騎士様のお恵みを与えてくれるなんて趣向はどうかな？」

「恵みだと……？　私に、お前のような餓鬼に与えるものなど……」

「餓鬼っていうのは、餓えた鬼って書くんだよな。おれが何に餓えてるか分かるか？　これが最後のチャンスだ」

「く、空腹だというなら……私のことなど置いておいて、村に帰って、食事でもしたらどうだ？」

　わざととぼけて答えるヴィクトリア。俺は審議する、その答えはアリかナシか。

「どうした、早く答えろ愚図め。これだから餓鬼は……」

「やっぱりナシだな」

「な、何がなしだと言うのだ……分かるように説明しろ！　わ、分かるように……いや、分からなくてもいい、こ、殺せっ、殺せぇっ！」

　俺が何をしようとしているか、ようやく分かってくれたらしい。彼女の敗因は、性格がとても悪かったことだった。もう少ししおらしくしているだけで、こんなことはせずに済んだのに……心が痛い。ような気がする。




　◆ログ◆

　・《ジョゼフィーヌ》の触手攻撃！

　・《ヴィクトリア》は混乱状態になった。

　・《ヴィクトリア》に１のダメージ！

　・《ヴィクトリア》に１のダメージ！





「や、やめっ、やめ……やめて……お願いだからやめて……や、やめろと言っているだろうこの愚図！　ぜ、絶対にゆるさない……首をはねて悪魔に捧げてやる！　私の暗黒魔術の糧となって……」




　◆ログ◆

　・《ジョゼフィーヌ》は分裂した。





「あっ……ち、違……い、今までのは全て冗談だった。あやまる、もう村には何もしない！　お前の言うことは何でも聞く！　何をされてもかまわない！　だから許せ、命だけは見逃してやる……ち、違うっ、私の命のほうだった……っ」

「何をされてもかまわないって、本当に思ってる？」

「そ、そうだ……私に二言はない。もう絶対に、お前には逆らわない……！」

「じゃあ、どんなことをされても大丈夫だよな？」

「っ……お、鬼っ！　鬼の子めっ！　な、何を……やめろ、今すぐ私に服を着せろ！　さもないとっ、一族郎党ただではおかんぞ……！」

　最後まで折れなかった強い意志には賛辞を送りたい。しかし、こんなふうにするのは初めてだな……。

「マナが切れるまで、補正込みで五十回くらいかな」

「な、何を……？」

　俺があるアクションスキルを依頼したことがログに表示される。ヴィクトリアは自分の胸を見下ろしてから、俺のほうを、意外に純粋な目をして見てきた。

「……冗談ならば、なかなかおもしろいが、これは笑えないぞ」

「冗談じゃないって言ったら？　何でもするって言ったよね？」

「わ、私は……私は……こ、こう見えて……その……は、はじめてで……そ、それでもと言うのか……？」

　こくり、と俺は頷いた。ひくっ、とヴィクトリアの口の端がひきつる。もはや笑うしかない、という状態だ。

「おれは無理にとは言わないけど。汚らしい餓鬼にお願いして自由になっても、それはヴィクトリアさんの誇りが許さないよね」

「っ……お、おまえは、おまえはっ……おまえはぁぁぁっ……！」

　何度も言われても困ってしまう。ここからは、俺とヴィクトリアの根気の勝負だ──幸いにもまだ朝日は昇ったばかりで、時間には余裕がある。

「……どうしたらいいか分かるよね？　おれはもう何も言わないよ。ひどいことはしたくないし」

「……おまえはぁぁぁぁぁっ……！」

　怨嗟のような声が、光さんざめく橋のふもとに響き渡る。

　正義の味方であるところの俺は、爽やかに微笑みながら、暗黒騎士様が自分から口を開くのを待っていた。




　──かくして、イシュアラル村は三人と一匹によって守られたのだった。

　ひとりほど精神崩壊しかかった敵がいたが、あとは概ね無事に捕虜となった。戦闘狂のミコトさんが最後まで当て身と吹き矢で奮闘した結果なので、彼女は間違いなくＭＶＰだと言えるだろう──俺はあくまで、スライムと遊んでいただけに過ぎない。いや本当に。




　◆ログ◆

　・あなたは《ヴィクトリア》の授乳を受けた。

　・あなたは「【暗黒】剣技」スキルを獲得した！　暗き深淵の一端を理解した。

　・あなたは《ヴィクトリア》の授乳を受けた。

　・「【暗黒】剣技」スキルが上昇した！

　・《ヴィクトリア》は昏倒した。





「……鬼……の子、め……」

　がくっ、とうなだれるヴィクトリア。彼女をスライムから解放してやり、彼女自身がつけていた外套をかけてやると、捕虜の連行を終えたフィリアネスさんとミコトさんが顔を赤らめてやってきた。

「……やりすぎですわ、ギルマス。いかに非道な人物といえど……こちらまで変な気分に……い、いえ、何でもありませんわ。聞かなかったことにしてくださいませ」

「ヴィクター……いや、もういいだろう。男性のような呼び方をしろというのは、ヴィクトリアの偏った趣味だった。この不ふ肖しようの従姉は、呪いの鉄仮面をつけてから多少……その、なんというか、性格が歪んでしまったのだ。これで、少しは昔のように戻ってくれると良いのだが……」

　もじもじしているミコトさんと、さすがに従姉に同情しているフィリアネスさん。しかし責められない俺……良かった、外道スライムマスターと思われてもおかしくないと覚悟していたから。

（しかし……スライムで、仮面の装備が外れるってことは……）

　俺は名無しさんのことを思い出す。しかし、身内にスライムをけしかけるのは外道にもほどがあるので、何か別の手段を考えた方が良さそうだ。

　あとは、グールドについて対策を講じるだけだ……しかし黒騎士団長を倒した今、もう、それほど案ずることはないだろうと俺は考えていた。ヴィクトリアが手勢だけを連れて、団長自ら攻めてきてくれたことで、事実上グールドの頼っていた軍事力のほとんどが無力化した。あとはグールドの持つ私兵を、いかに動かさないようにするかだ。





　洗礼の儀式






　ヴィクター率いる黒騎士団の件が片付いたあと、俺はフィリアネスさんに、ルシエの洗礼の儀式を見届けてほしいと言われ、彼女の待つ神殿に向かった。

　フィリアネスさんは、俺にはその権利があり、ルシエもそれを望んでいると言う。身が引き締まる思いだが、そこまで言われたら辞退はできない。

　神殿は村から山門を出て、山の縁を円を描くようにして登った先にあった。石作りの、ギリシアの神殿のような荘厳さを感じさせる建物だ。

　護衛兵二人に頭を下げて中に入っていく。足音の反響する回廊を抜けると、驚くほど広い空間が広がっている──ゲーム時代はそれほど大きさを感じなかったのに、こうして目にすると「洗礼の祭壇」のある広間は圧倒されるほどのスケールだった。

　見上げると、円形のドームのようになっている。階段を降りていった先にプールがあり、その中央に円形の舞台があって、その上にルシエと神官長姉妹、そして傍らにはイアンナさんが正座をして控えている。石床の上で正座……よく我慢できているものだ。意外に根性があるんだな、と見直してしまう。

　物々しい雰囲気に、俺は近づいていいのかも迷うほどだったが、ファムさんは俺の姿を認めると声をかけてきた。

「ヒロト様、よくぞいらっしゃいました……ルシエ殿下のたっての希望で、あなたさまがいらっしゃるまでお待ちしておりました」

「セーラと比べれば劣りますが、私と姉も全霊を込めて、神歌を奏上いたします」

「うん。おれは、ここから見させてもらうよ……こんなに近くでいいのかな」

　舞台のすぐ下から見上げる、アリーナ席のような位置。ライブなんて行ったのは前世での幼い頃に親に連れられて行った一回だけだが、その時の感覚を思い出す。舞台の上の歌手が、とても眩しい存在に見えたものだ。

　そして──円形の舞台の中央で跪き、祈りを捧げていたルシエが、立ち上がってこちらを振り返った。

　一歩ずつ歩み寄ってくるその姿を見て、俺は言葉を失っていた。

　出会ってからここまで、俺はルシエのことを、どれだけ見み目め麗うるわしくはあっても同じ人間なのだと思っていた──しかし。

　洗礼を受けるための衣装を身にまとったルシエは、目に映る風景の現実感が失われるほどに美しかった。

　胸のうちから広がった感情が、ぞくりと俺の全身を震わせる。

（……こんなに……衣装ひとつで変わるものなのか）

　瞬きをすることさえ忘れていた俺を、ルシエはじっと見下ろしていたが──その頰に赤みが差して、ようやく俺は、彼女が現実の存在なのだと受け止めることができた。

「……ヒロト様、そして皆さんに護衛していただき、ここまで無事に来ることができました。洗礼の前に、謝意を述べさせていただきます。本当に、ありがとうございます」

「……ありがとう。今は、みんなを代表して受け取らせてもらうよ……いや。受け取らせて、いただきます」

　敬語は使わないでほしいと言われたが、今だけは必要だと感じた。

　敬うべき存在を敬う。しきたりや掟を重んじる人の気持ちが、今になってようやく分かった──敬うという気持ちは、尊敬の対象に対して距離を置くということではない。憧れを態度に表すのは、当然のことなのだ。

（憧れ……か。でも、本当に、それくらい綺麗だ……）

　リオナやミコトさんがいたら、普通に頰をつままれているだろう。しかし赤くさらりとした髪に宝石をちりばめたティアラをつけ、ユィシアが纏っていたもののような透ける薄衣をまとったルシエは、高くから降り注ぐ細い光をいくつも浴び、舞台を囲う水面に反射するきらめきを纏って、神々しいとしか言いようのない輝きを放っている。












　白い肌に、まだ女性らしさが芽吹きかけたばかりの身体の曲線。俺の視線を受けて頰を染めながら、彼女は薄衣のみを纏った身体を隠そうとはしない。なぜ男子禁制なのか、それがとても良く分かる──もし俺と同じ十歳より下の少年が他にいても、とても見せられない、見せたくはないと思う。

「いかが……でしょうか。この服は……一生に何度も、着ることがないのですが……」

「す、すごく似合う……っていうのもあれだな。肌が透けちゃってるし……」

「そ、それは……儀式の際は、あまり多く布をまとってはならないというしきたりなのです。お見苦しい姿を見せて、申し訳ありません」

「いや、そんなことないよ。似合ってるのは本当だから」

　ルシエは恥ずかしがって涙目になっていたが、俺の言葉に安心したように胸を撫でおろす。そんな俺たちのやりとりを、神官の姉妹は微笑ましそうに見ていた。

「それでは、儀式を始めさせていただきます。ヒロト様もルシエ公女殿下と気持ちをひとつにされるおつもりで、女神に祈りをお捧げください」

「……ヒロト様がそうしてくだされば心強いですっ」

　ルシエは恥ずかしさを押し切るようにして言うと、先ほどまでそうしていたように、舞台の中央に膝をつき、両手を合わせて祈りはじめた。

　そして、シン、と祭壇の広間に静せい寂じやくが満ちる。耳を澄ますと、水の音だけが聞こえる──その中で、ファムさんがルシエの前に立ち、その頭に両手をかざしながら、儀式の始まりを告げる。

「──世界を創造せし、全ての根源たる女神イシュア・メディアよ。ジュネガン公王家の血を引く者に祝福を与え、王家の一人として認められしことを、唯一の印にて刻み込みたまえ」

　天井からの光、そして場を包み込んでいた淡い光が交じり合い、ファムさんの身体を介して、ルシエに移されていく。

（この光が、女神の祝福……なのか……？）

　やがてファムさんは女神を讃たたえる歌を歌い始める。その歌の調べに合わせて、アイラさんが踊り始める。

　その舞いにはほとばしるような感情が込められ、肌を露あらわにした衣装もあいまって妖よう艶えんにも映るが、見ている俺の心はどこまでも静かなままだった。その歌と舞いは神に捧げる以外の目的は一切なく、男の目を惹こうとするものではないからだ。

（これが洗礼の儀式……心地良い声だ。光の中で踊るアイラさんも……きれいだ……）

　やがてルシエが立ち上がる。そして何をするかと思えば──俺の方を見つめながら、衣装の胸元を開く。

（っ……な、なんだ……!?）

　思った以上に膨らんでいる胸の谷間に目を奪われる。しかしルシエは今度は恥じらわず、目の前の中空を見つめて、何事かをつぶやいた。

「──思ったよりも早かったわね。さすが、と言ったところかしら」

（っ……違う……この話し方はルシエじゃない……！）




　◆ログ◆

　・何者かの呼ぶ声がする……。

　・あなたの足元に、転移の魔法陣が発生した！





「ルシエっ、みんなっ……！」

　目の前が光に塗りつぶされ、白一色に染まっていく。その中でも神官の姉妹は意に介さず、歌い、舞いつづける。ルシエの瞳も、俺を見てはいない──彼女は今、『彼女ではない』のだ。イアンナさんはこの場の空気にあてられでもしたのか、その場に倒れ伏していた。




　──ようこそ、ヒロト。私のところにおいでなさい──。





　再会






　四方に広がるのは、青の一色。雲ひとつない、空の上だった。

　イシュア神殿とは違う、けれど似たような石材で作られた神殿に俺は転移していた。

　白い床の向こうに、銀色の長い髪をした、耳の長い女性がいる。彼女はゆっくりと歩いてきて、俺の目の前に立つ──俺が見上げるようにすると、彼女はまるで愛らしいものでも見るかのように微笑んだ。

「久しぶりね。って言ったら、あなたは怒るかしら。それとも笑う……いえ、呆れる？」

　ルシエのことを神々しいと思った──それは無理もないことだった。

　彼女は女神の祝福を受けるために、女神そのものを呼び出していたのだ。

　けれど、きっとルシエにも、儀式を行ったファムさんたちにも、その自覚はないのだろう。彼女たちがこうして女神に会ったことがあるなら、事前に話してくれていたはずだから。

「……呼ばれたのは、俺だけなのか？」

「ええ。お姫さまと他の人たちには、今のところは用はないもの。私は自分が生み出したものには、原則として干渉しないことにしているの」

　用がない、とはっきり言う女神だが、俺は酷こく薄はくだとは感じなかった。

　マギアハイムを作った神がいて、その存在をルシエたちが知るのは……決して、良いことではない。俺は女神の人格が、人々が崇拝する神のイメージ通りだとは思っていないからだ。

「……聞きたいことがいくつもあるっていう顔ね。どうしてここに呼ばれたのかは、あなたがゴールするまで待っているのは退屈だからというだけよ。私……女神のもとに辿りつくという目標は、洗礼の儀式に立ち会ったことで達しているといえるわ」

「俺はこのタイミングで会えるとは思ってなかった。でも、会えた以上は……」

「宮みや村むら陽ひ菜なを、なぜ魔王の転生体にしたのか。なぜ、リオナとしてあなたのすぐ近くに転生させたのか……それを聞きたいということでしょう？」

　女神なら、言わずとも分かるに決まっている。だから俺は、胸の内を言い当てられても不愉快には感じなかった。

　むしろ、女神が自分からその話題を出してくれることがありがたいとさえ思った。答えるつもりがない、と逃げられることも想定していたからだ。

「あの子はヒロト……あなたに会いたい一心で、全てを捨てて転生することを選んだ。私があなたにボーナスポイントをあげたときのことを覚えている？」

「……俺の不幸を、ボーナスに換算したって言ったな」

「ええ。そのときに、どういう項目があったか……それを考えれば、なぜ宮村陽菜がただの人間として転生できなかったのか、それも分かるはずよ」

　今でも覚えている──片思いの相手を奪われたと決めつけられて、96ポイント。そしてアカウントハックで財産を失ったことで、１５０ポイント。トラックに轢かれたことで10ポイント──合計２５６、カンストしていたので１ポイント切り捨てられて２５５だった。

「あのときのあなたには分からなかったでしょうけど……あなたは、もう一人の幼なじみの計略に嵌められて、初恋の相手を失おうとしていたの。でもそれを、彼女自身が転生してあなたに伝えようとすることは、不幸でもなんでもない。私の力で、宮村陽菜の願いを叶えてあげたと言えるわ」

「……だから、願いを叶える代償に、ボーナスを与えるどころか……マイナスを与えて、不幸にしたっていうのか……？」

「あの子はエターナル・マギアをプレイしていなかった。あなたが全てを捧げたゲームを少しプレイしただけで、あなたのことが何か分かると本気で思っていた。それをあなたは健気だと思う？　それとも、『にわか』だと思うのかしら」

「そんな……ことは……」

　本当に、全くないと言えるだろうか。陽菜が転生してきたことで、俺はなぜあんなに憤ったのか……それは、陽菜が俺のために自分の人生を捨てたことが、全部だっただろうか。自問自答しても、すぐに答えが出せない。

　女神は穏やかな微笑みを浮かべている。しかし、その瞳の奥に宿る光は、笑っているようにはとても見えない。

「……だから、彼女はリスクを払わなければいけなかった。彼女は不幸でもなんでもなく、私の異世界に来て手に入れたいものがあるだけで、転生を選んだのだから」

「お前は、陽菜に何も説明しなかったんじゃないのか？　転生したあと、自分がどんな運命を背負うかってことを。そんな騙し討ちをしてまで、転生させることは……」

「させないほうが良かった、ってあなたは言うかもしれない。でもね、それはあなたの価値観でしかないのよ。もし不幸になったとしても、簡単に幸せになれないのだとしても、彼女はそれで構わないと思った。それなら私は、彼女にしかできない役目を与えてあげようと思ったのよ。リオナがリリスの転生体でなければ、別の女の子がその運命を背負うことになる。そうなるのは、ヒロト……あなたの妹でも良かったのよ？」

　──俺たちは、女神の手の平の上で踊らされているだけだ。どんなことを正論のつもりで言っても、この女神には通じない。俺の与えられた交渉スキルさえ、女神に与えて貰ったボーナスに過ぎないのだから。

「……俺は陽菜を……リオナを、守りぬく。俺はもともと、ボーナスを与えられるような人生は送ってこなかった。本当はあいつみたいな人間こそが、報われるべきなんだ」

　引け目がないといえば噓になるが、俺のために陽菜が転生を選んだなら、一も二もなく彼女を守ろうと思う。あいつは俺が来なくていいと言うまで、ずっと俺を家から連れだそうとしてくれたのだから。

　──陽菜が連れていこうとする外の世界より、エターナル・マギアの方が魅力的だった。もう一度リオナが記憶を取り戻したとき、そう素直に言ったら、彼女はどんな顔をするだろうか……また、『素敵な世界だ』と笑ってくれるのだろうか。それは、都合のいい想像にすぎないだろうか。

　けれど陽菜が──リオナが考えることは、いつも俺の想像を超えている。

「あいつは……俺みたいなやつのために、こっちに来ちゃいけなかった。それでも……」

「……そんな言い方をして、自分を卑下しなくてもいいのよ」

「っ……な、何を……っ」

　まったく身構えられなかった。フィリアネスさんにそうしてもらう時でも、彼女が何をするか分かっていて受け入れた──それなのに。

　俺は女神に抱きしめられるまで、まったく動くことができなかった。

　熱のない、人間以外の存在だと思っていた女神には、ぬくもりも、心臓の鼓動さえも備わっていた。

「私はエターナル・マギアにおけるあなたの生き方が気に入っていた。だからこそ、あなたが不幸だった分だけ、この世界で生きる上での贈り物をあげたかった。私はあなたが陽菜を失ったと思いこんでいたこと、それを哀れんでいたのよ。そんなことをはっきり言えば、怒られるでしょうけど」

「……女神のくせに、怒られるとかどうとか。そんなこと、怖がったりするのかよ」

「ふふっ……ええ、怖いわよ。私だって、こうして人と言葉を交わすことができるのだから。言葉を交わすということはね、常に恐れと隣り合わせの行為でもあるのよ。どれだけ気をつけて話していたって、相手から心ない言葉を向けられることもある。相手が傷つけようと思って言ったわけじゃない言葉で、傷つけられることもある……」

（──それじゃ、まるで……女神が、俺と同じ……）

　そんなはずはない。こんなふうに笑って、いつも人をからかっているような女神が……人と関わることを恐れているなんて。

　けれどここにいる女神は、決して人知を超えた存在ではなく。一個の人間に近い精神性を持ち、肉体を持つ存在で……俺に同調するために、適当な言葉を並べているようにも見えない。

「……女神がコミュ障なんて、聞いたことないぞ。そんな素振りもなかった」

「女神にもいろいろあるでしょうけれど、私はそういう性格なのよ。あなたが転生するときに、必死でつかみどころのない女神を演じていたのかもしれない。あなたのギルドメンバーの、彼女のようにね」

（誰のことだ……ミコトさん……いや……）

「……神様なのに、キャラを作る必要があるのか？　それこそ、分からないぞ」

「さて、どうでしょうね。私はあなたの追及に耳を貸すのがめんどうで、こんなことを言っているだけかもしれない。本当のことなんて、何一つ教えるつもりはないのよ」

　ずっと俺を抱きしめたままで語りかけ続けていた女神は、ようやく俺を離す。

　──女神はさすがだとしか言いようがない。俺が一度も経験したことのないような、甘く心を揺らすような香りがする。そのままでいれば、俺は……たぶん、魅入られてしまうんだろう。自分が、そうしてきたように。

「リオナは後悔しないと決めて転生した。だから、あなたが彼女の不幸を勝手に決めてしまわなくてもいいのよ。あの子はああしているだけで、案外幸せなのかもしれないしね。それも、前世であなたをどういう存在だと思っていたかによるけど」

「も、もうその話はいい……リオナは、陽菜だったときのことを忘れてる。今後、思い出せるのかどうかも分からないんだから」

「そこで私に答えを求めないのは、教えてくれないと思っているから……？」

（その答えを探すのは、俺自身だ。女神に答えをもらうのは、本来の意味でのチート……ズルだからな）

　あえて言葉にしなかったのは、自分には似合わないだろうと思ったからだ。

　──女神には、声にしなくても伝わっている。彼女は何か言いたそうに俺を見ていたが、ふっと眉尻を下げて笑うと、俺に背を向けた。

「うわっ……そ、その服、背中が開きすぎだろ……！」

　前から見ると、ホルターネックのような形のドレスなのだが……考えてみれば、そのまま後ろを向けば相当に露出が多いだろうとは想像できた。女神にドギマギしているというのも、ちょっと前なら想像もできない状況だ。

　そんな俺の反応を肩越しにうかがって、女神はそれでも背中を向けたままでいる。一瞬、横から見る形になったとき、乳ち房ぶさの曲線が危ういところまで見えてしまいそうになった……真面目な話をしていたのに、全てが吹き飛びそうになる。

「……ねえ。交渉スキルを取ったら、いろんな人に授乳してもらえるなんて、あらかじめ想像していたの？」

「い、いやっ、それは……俺も、そんなことになると思ってなくて……狙ったわけじゃない、なんて言い訳にはならないのは分かってるけど……」

「私がどんな気持ちで、これまでのあなたを眺めていたか分かる？　それに答えられたら、ご褒美をあげるわ」

（ご褒美って……）

　思わず見てしまうのは、先程からアピールされている部分……女神と呼ばれるだけはある、芸術的としか言いようのない母性の象徴。大きすぎず、決して小さくもなく、弾力的にも申し分なさそうな……。

（ま、まさか、女神の……いや、め、女神のスキルってそんな……！）

　女神に一言文句を言ってやるつもりだったし、リオナのことで本気で怒ってもいた。なのに、今俺が考えていることと言ったら……。

　質問に答えるくらいでもらえるご褒美なんて知れているだろう。それに、女神の考えを当てられる気もしない。俺の想像力は貧困だし、女神に笑われるに決まっている……飛んで火に入る夏の虫というやつだ。

「あなたにスキルをあげたのは私なんだから、答えてくれてもいいじゃない。ジークリッドは、そういうことに関しては義理に厚いと思っていたんだけど？」

「くっ……そっち方面から攻めてこないでくれ。俺に女神の気持ちなんて分かるわけないだろ。馬鹿なことやってるな、って笑ってたんじゃないのか？」

　新たなスキルを持つ女性に出会うたびに目を輝かせ、どうすれば授乳してもらえるか、そんなことばかりの人生だ。今みたいに、女神が笑いながら見ていたことは想像がつく。

「あなたには乙女心を読み取るなんて、百年……いえ、十年早いわ」

「それは自分で十分わかってるつもりだ。いつまでも、はぐらかしてはいられないけどな。それにしても十年なんて、優しいじゃないか。そのとき、俺はまだ十八歳だし」

「交渉スキル１００を取った人が、女性との駆け引きもできずに終わるなんてていたらくもないでしょう？　異性の心をつかむために使うなら、これほど心強いものもないわ。ゲームでは、ただ有利に立ちまわったり、攻略の助けになるだけのスキルだったけど……人との交渉こそが、人の生を形成する要素の大半なのよ。私も、今さら気がついたのだけど」

　女神にも分からないことがあるのか──いや。分からないという体ていで振る舞っているだけで、彼女は……。

「……そんな話は、今はいいわ。あなたには、ご褒美をあげなければならないわね。何度も特別扱いをするのは、それだけあなたに見込みがあるからだと思って頂戴」

「っ……な、なんで……半分だけしか、正解してなかったんじゃないのか？」

「私はいつでも笑って見ているわ。あなただけではなく、マギアハイムの全ての生命を見守り、その残酷さも、美しさも、全てをただ眺めている。けれどそれは、常に楽しいと思っているわけではないのよ」

　女神はずっと微笑んでいる。それなのに、楽しんではいないという。

　けれど今の彼女が、俺には無理をして笑っているようには見えなかった。

「そう……私が唯一楽しいと思うのは、あなたがこの世界で足掻いているところを見ているときなのよ。見ていなくても、常に情報が頭に入ってくるのだけどね」

　──どうして、そこまで。

　ゲームの中だからこそ共通の話題を持って話すことができた。俺自身には何の面白みもないと思っていた。

　魅み了りようが切れたあとも、みんな俺に興味をなくすと思っていた。話せばすぐにぼろが出て、退屈だと思われる。

　けれど、そうはならなかった。俺が思っていたよりも、周囲は話下手な俺の言葉を待っていてくれたし、俺のペースに合わせてくれた。

「まあ、あなたは交渉スキルの恩恵とはいえ、赤ん坊の頃に魅了に頼りきりだったのは確かね。けれどね、あなたが彼女たちに誠意を持っていなかったら、いくら魅了されていても、おっぱいをあげただけで好感度が上がったりしないの。あなたがスキルを手に入れることを本気で喜んで、彼女たちに心から感謝したからこそ、今があるのよ。スキルのために利用しているなんて欠片でも思っていたら、こうはならないわ」

　女神が俺に肩入れしてくれる理由は、俺に共感を覚えたから──信じがたいことだが、彼女自身の言葉をありのままに信じるなら、そういうことになる。

　しかし、俺の気持ちを楽にするために言ってくれているのかもしれないが……彼女が言うほど俺は純粋じゃない。

「……最近は、もうスキルが上がらないから、とか思うこともあるよ。それは、誠意があるとは言えないんじゃないのか」

「けれど、経験値が入らないわけじゃないわ。スキルだけが全てじゃないことも分かっているでしょう。彼女たちが望むことに、あなたが応える。それも『交渉』だもの」

　──そして、女神は。

　俺を誘うように胸に手を当てて。卑怯なほど真剣な目をして、尋ねてくる。

「……あなたは『ジークリッド』なのだから。女神のスキルすら、手に入れたいと思っているはずよ」

　心を見抜かれているわけではない。落ち着いているようで、一分の隙も見せるつもりはないはずなのに、彼女の瞳が揺れた。

「今は、私の居場所にあなたの精神体を転移させたわけだけれど。それでもあなたのスキルは、私に通じるかもしれないわよ」

「……やめとくよ。この場所に生身で辿りつくまでは、とっておく。それは俺の人生で、必ずクリアしなきゃならないクエストだからな」

「ふふっ……報酬として、ということね。いいわ、あなたがここに来たら、望むものをあげる。この世界を譲り渡しても構わないわ」

　それこそ、真偽はここに来てみなければ分からない。

　しかし、精神体とはいえ、抱きしめられたときに伝わった彼女の体の感触は、あまりにも魅惑的だった。

　女神の名は伊達ではない。そう思いながらも、俺は聞くべきことを聞いておかなければならない。

「……なぜ、俺の家に魔剣があるんだ？　女神が勇者に与えた武器と、魔剣は同じものなのか？」

「一つ言えることは、私にとっては魔王も勇者も、私が創り出したものであるということ……彼らがどのように行動するかまでは干渉できないけれどね。それでも魔王として作られた存在は、魔王として行動する。勇者が魔王と戦うことで、勇者であろうとするようにね」

「っ……それなら、お前が全ての元凶だって言ってるようなものだろ……！」

「たとえ神でも、すべてを意のままにできるわけじゃない。マギアハイムは私が作った世界……けれど、私はこの世界の全てに干渉してはいない。あなたの行動を操ることなんてしていないでしょう？」

　──言われてみれば、そうだ。

　そうでなくては、俺はこうして生きてきた八年、女神の手の平で踊っていただけということになる。

「そう……だから私は、あなたがこれからどうするかも、あなたの自由に委ねるわ。ここに来てくれたお礼だけは、してあげるけれどね」

「お礼……？」

「洗礼の儀式において、私が果たすべき役割を、あなたを女神の使いとして果たさせてあげる。そのために託す力は、きっとあなたが欲しがっていた力でもあるはずよ」

　女神は微笑み、そして俺の前に屈みこむ。間近で覗き込まれると、瑠る璃り色いろの瞳に吸い込まれそうになる。

「あなたに『授じゆ印いん』というスキルをあげる。私は洗礼の儀式で呼び出されると、男性なら腕、女性なら胸元に触れて、『刻印』を刻みこむの……そうして、王統スキルを与える。ルシエが元から王統スキルを持っているのは、彼女が本当の意味で、生まれながらの王族だから。けれどジュネガン公王家は、スキルの有無ではなく、刻印の有無で王族かどうかを判断する……スキルを鑑定できる人がいないから、そうするしかないのよ」

　生来の王族……そうだったのか。西王家の血を引く者は、血統によって王統スキルを継承するのかもしれない。

（授印……女神が持っているスキルってことなのか。他にも未知のスキルを持ってるのか……？）




　◆ログ◆

　・《名称不明》のステータスを見ることができない！　何らかの力で妨害されている。





「私のステータスを見ようとしたのね……私には知覚できるわよ。でも、見えないでしょう？」

「ご、ごめん……どうしても気になって」

「私がどんなスキルを持っているのか……気になるでしょう。ひとつ言っておくと、私からの授乳で手に入れられるスキルは『神性』よ。けれど、今のあなたにはまだあげられないわ」

「い、いや……俺は、神になりたいとは思ってないよ」

「神になれるところに手が届いている……そんな物言いね。神性を獲得したら、確かにそういうことになるものね。いいわ、できるものなら、私に交渉してみなさい。私のスキルは、簡単には渡せないけれど」

　スキルで、できる限りのことをする──それを女神も認めてくれている。ならば、応じなければ交渉スキル使いの名が廃る……！




　◆ログ◆

　・あなたは《名称不明》に「依頼」をした。

　・《名称不明》は笑っている。

　・あなたは《名称不明》に「交換」を申し出た。

　・あなたは《名称不明》の要求に釣り合うものを所持していない。

　・あなたは「魅了」スキルをアクティブにした。

　・「魅了」が発動！　《名称不明》は耐性により無効化した。

　・あなたは「魅了」スキルをオフにした。





　俺が持っているものは、女神に何かを依頼できる材料にはなりえない。

　彼女がくれるものを享受することしかできない──俺と女神の間には、交渉が成り立たない。

　しかし俺は、清々しい気持ちだった。交渉スキル１１０を超えても、まだ２００までは遠い道のりだ。

　まだ届かなくても、いつかは……そう思うから、これからもたゆまず、スキルを磨き続けてゆける。

「……選択肢も使ってみればいいじゃない。あなたのマナは、私が戻してあげる」

　そこまで手引きをしてくれるのか。選択肢は、今俺がするべきこと、有効な行動を指し示してくれる……それならば。




　◆選択肢ダイアログ◆

　１：何もしない

　２：《名称不明》の「授印」を受ける

　３：《名称不明》に「看破デイテクト」を使用する





（……そうだ……さっきから、ログに表示されてる名前が……！）

　イシュア・メディア。そんな名前であるはずの女神が……名称不明になっている。

『看破デイテクト』を使えば、名前が分かるのかもしれない。しかし、無効化されたら──。

　一瞬迷っただけのはずだった。しかし気づくと女神が、今までにないほど真剣な眼差しで見つめている。

「……あなたはおとなしく、選んでいればいいのよ。ただひとつの選択を」

（自分で使えって言っておいて……めちゃくちゃだ……だけど……！）

　女神は俺のマナを回復すると約束した。それなら、まだチャンスは残されている。

　名前を知ったところで、どうなるものか分からない。ただ、イシュア・メディアという名前を、ログの上では伏せているだけなのかもしれない……でも。

　女神がこれほど警戒する『看破』は、彼女の核心に近づく情報を与えてくれる……！

「……こんなに無粋な選択肢が出てくるなんて。でも、選ばせないわよ……女神を甘く見ないで」

（──勝手に……選択肢が、選ばれる……！）




　◆ログ◆

　・《名称不明》はあなたに「授印」を施した。





「……んっ……」

（これって……首筋に、キス……？）

　女神の唇が首筋に触れる。そのしっとりとした感触と共に、熱い吐息が伝わる──。

「うぁ……ぁ……あぁぁぁっ……！」

　触れた場所が熱くなり、女神から何かが流れこんでくるのが分かる。狂おしいほどに全身が火照り始めて、女神の背中に手を回し、思うままに強くしがみついてしまう。




　◆ログ◆

　・あなたは《名称不明》から、「刻印」スキルを与えられた！

　・《名称不明》はあなたの「刻印」スキルを上昇させた！

　・「刻印」スキルが10になり、あなたは「【口づけ】授印」を習得した！





（刻印スキルで取得できるアクションが、『授印』……で、でも、口づけって……）

「……スキル振りは、10まではサービスしてあげる。あなたのボーナスの振り方は、なかなか潔かったわ。これからも、後悔のない選択をして……そして、『本当の私』のところまでたどり着きなさい」

「っ……ま、待ってくれ！　まだ、話は終わってないっ！」

　女神は止めようとする俺に取り合わず、俺の肩に手を置いて立ち上がると、唇に人差し指を当てて微笑む。

「……スキルの使用方法は、後でログを開いて確認しなさい。ひとつ注意しておくと、スキルは一人の相手に対して、一種類しか与えられない。本当に限界突破でいいのかは、その都度考えなさい」

　聞きたいことが山ほどある。女神が言う『本当の私』とはどういうことなのか。

　その答えに近づく方法があるとしたら、それは女神が俺に使わせまいとしたスキルしかない。

「絶対に辿りつく……だから、その時はっ……！」

　目の前にいたはずの女神が、急速に遠く離れていく──俺は縋りつく思いで、スキルの使用を選択する。




　◆ログ◆

　・あなたは「看破」を試みた！

　・しかし、範囲内に対象となる存在がいない。





（届かなかった……せっかく、女神の方から隙を見せてくれたのに）

　もう一度女神を呼び出しても、応えてはくれないだろう。次に会うまでは、どれだけの時間がかかるのか……。

　しかし、その時は。俺は交渉術を今以上に極め、女神の秘密を解き明かしてみせる。




　──その時のご褒美は。あなたが望むものではなく、私があげたいと思うものをあげる。




　女神の声を最後にして、俺の意識は一度途切れる。

　俺が会ったのは、本物の女神じゃない──精神体。それなら、本物の身体を持つ女神が、どこかにいる。

（……もう、文句を言いたいわけじゃない。俺は……）

　女神がなぜ俺を転生させたのか。それに加えて、『本当の』彼女が、どんな状況にあるのか……。

　女神に会い、得たものもあれば、疑問も増えた。次に再会するまでに、後悔のないように準備をしておきたい。彼女と対等の位置に立ち、交渉するために。





　帰還






　青空の上の神殿を離れた意識は、闇を通り抜けて、現実に浮かび上がる。

「……さま……ヒロトさまっ……」

「ん……あ、あれ……ルシエ……？」

　洗礼の儀式の最中に、俺は気絶した──そういう体ていになっていると、女神は言っていた。

　目の前に、俺を上から見下ろして、目にいっぱい涙をためているルシエの顔がある。その瞳からこぼれた涙が、俺の頰にぽたぽたと落ちてきた。

「あぁ……良かった……ヒロトさま、お気づきになられたのですね……っ」

「あ、ああ……俺は大丈夫……え、えーと、ほんとに大丈夫だから、抱きしめたりするのは……」

「いいえ……離しません。離してなんてあげられません……とても心配したんですから……っ」

　今の俺の姿勢がどうなっているかというと、神殿の舞台に上げられて仰向けに寝かされ、ルシエの膝の上に頭を乗せられていた。そのままルシエが頭を包み込むようにして覆いかぶさってくる……儀式のためなのか、香をまとわせた衣装は、胸のすくような香りがした。

　しばらく泣いていたルシエは、ようやく落ち着くと、顔を上げて俺から離れる。そして、恥じらいながら頰の涙を拭い、赤い目のままで微笑んでみせた。

「……ルシエ……殿下。儀式は、無事に済みましたか？」

　神聖な場においては弁えるべきだと思い、敬語を使う。けれどその響きが、ファムさんたちにはどうも健気に聞こえたようで、涙腺を刺激してしまったようだった。二人ともぽろぽろと涙を流している。

「……私は、女神の刻印を受けられませんでした。王族としては、資格がなかったのだと思います」

　予想もしなかった答えに、俺は目を見開く。そっと身体を起こして、ルシエの姿を正面から見る。

　彼女は胸元を少しだけ開く──しかしそこに刻まれるはずだったのだろう印は、どこにもなかった。

（女神が俺を呼び出したことで……刻印を刻む機会が、失われた……いや、そんなはずは……！）




　──スキルの使用方法は、後でログを開いて確認しなさい。




　転移する前に聞いた女神の言葉が脳裏にひらめく。女神がルシエに刻印を与えなかったなら、ここに、ルシエに「刻印」を与えられる存在は一人しかいない──俺だけだ。

　だが、俺がルシエに授印したところで、女神に印を与えられたとは解釈してもらえないだろう。ここからは演技が必要だ。ファムさん、アイラさんの理解を得るには……。

（一か八か……やるしかない……！）

「……おれは今、女神に会ってきました」

「っ……女神様に……ヒロト様、それは、本当なのですか……？」

「魂が女神様のもとに導かれ、それで意識を失っておられた……し、しかし、今までそんなことは一度も……」

　ファムさんが動揺している……やはり、女神に呼ばれたなんて、言っても納得してもらうのは難しい。

　交渉スキルを使って説得するしかないかと考えたところで、アイラさんが何かを言おうとする。

「……お姉さま。ヒロト様がそうおっしゃるのなら、私は信じます。ヒロト様が私たちに、そのような噓を簡単につくとは思えない。その目を見れば、分かります」

「アイラ……」

　妹の言葉に、ファムさんは少し迷っている様子だった。けれど俺の方を見ると、ふっと目を閉じる。

　そして少しの間を置いて開いたファムさんの目からは、迷いが消えていた。

「私たちの行った儀式が、女神様の元に届いていたということ。ヒロト様を信じるということは、それと同じ意味になります……そして、それは何よりも喜ばしいことです」

「わたくしも気絶していたのですが……女神に選ばれるべきは、やはり将来有望な殿方ということですわね。このイアンナ、女神様のお気持ちが痛いほどに理解できます」

「イアンナ、あなたは少し控えてください。今は、真面目な話をしているのですよ」

「は、はいっ、かしこまりました、殿下」

　確かに俺と同じくイアンナさんも気絶していたわけだから、女神に呼ばれたのが俺だけ、というのが引っかかったんだろうな。まあ、儀式の際にマナを消耗するみたいだから、イアンナさんのマナがもたなかったんだろう。

「ヒロト様は、女神様と、どのようなお話をされたのですか？」

（……って、今気がついたけど、俺がしようとしてることって……ルシエに、女神の代わりに印をつけて、儀式が成功したってことにするわけだが……つ、つまり……）

　自分でも気づくのが遅かった。俺がルシエに刻印を授けるということは……俺が、「【口づけ】授印」のスキルを使うっていうことだ。

（い、いいのか……でも方法はそれしかない。ルシエが王族として認められて、無事に首都に送り届ける……俺たちは、そのためにここまで来たんだ）

「め、女神様は……俺に……公女殿下に、代わりに印を授ける役割を託されました。公女殿下が王族として認められなかったということは、絶対にありません」

「っ……ヒロト様から、私に、刻印を……？」

「そうだったのですね……それが本当なら、浮かび上がる印は、このようなものになるはずです」

（ファムさん、ナイス……！）

　王族であることを示す印の形が、スキルを与えるために「授印」を使ったときと違う形では困る。ファムさんが見せてくれた神歌の歌詞が書かれた本の表紙に、王族が与えられる刻印と同じだという焼き印が押されていた。それを俺は凝視し、寸分たがわず再現できるように暗記する。

　あとは、どうやって「授印」を行うのか。俺はウィンドウを脳裏に呼び出し、授印スキルのマニュアルを呼び出した。




　◆スキル詳細◆




　名称：【口づけ】授印

　習得条件：刻印10




　説明

　　使用者が唇をつけた部分に、任意の形の印を刻み込むアクションスキル。

　　印はひとつまでつけられる。ひとつにつき、使用者のスキルを一つ対象者に与えることができる。それによって習得したスキルの初期値は１となる。使用者のスキル値は変動しない。同時に、与えたスキルに対してボーナスポイントを９ポイントまで付与エンチヤントすることができる。この際、使用者が与えたボーナスポイントは失われる。

　　スキルの授与は保留することも可能。改めてスキルを与える際は、刻印に再び唇で触れる必要がある。




　制限

　・刻印スキル自体を与えることはできない。

　・対象者のマナが30ポイント以上残っていなければならない。

　・「除印」スキルで印を消去しなければ、新しい刻印はつけられない。




　使用方法

　・【口づけ】授印を発動する旨むねを念じる。

　　スキル名を知らない場合は、該当の行為を念じればよい。

　・対象者がマナ30を消費し、身体の一ヶ所に魔力の発光が生じる。

　　その点を、「着印点」と呼ぶ。

　・着印点に唇を当てて、完了のログが出るまで接触を続ける。

　・完了ログが出る前に離れた場合、完了するまで着印点は消えない。





　女神から聞いていた説明通りの内容なのだが、使用方法の欄を読んでいるうちに、俺はまるで冷静でいられなくなった。

（着印点って……も、問題ない位置に出るよな？　すごいところに出たりしないよな？）

「ヒロト様、どうなされたのですか？　とても難しいお顔をされて……」

「あ……い、いや、何でも……」

　そしてあっさり敬語を使うのを忘れる俺。ストロベリーブロンドの美少女は、すでに赤みが引いてきた目で、無垢な心配を俺に向けてくれる……む、胸が痛い。

　こんなに挙動不審だったら、女神に呼ばれたというのも信憑性が薄れるだろうか──と心配していると。

「刻印を与える前に、集中力を高めていらっしゃるのですね……分かりました。私も、謹つつしんで受け入れます……」

（こ、公女殿下……そんな大胆な……！）

　そこに印が与えられると思っているのだろう、ルシエが大きく胸元を開ける。

　俺に見られているからということなのか、肌がほんのりと朱に色づいていく。頰も真っ赤になっているのに、彼女は指先を震わせながらも、そのまま俺に見せてくれている。

　ささやかだと思っていた膨らみが、ほとんど露わになっている。十歳でも全く侮あなどれたものではない。母性18の数字は伊達じゃないっていうことだ。

　ファムさんとアイラさんも顔を赤らめつつ、目をそらせないでいる。イアンナさんは歓喜のあまり、今にも卒倒しそうな感じを出していた。

「あ、あの……フィル姉さまのようには大きくないので、恥ずかしいのですが……」

「ご、ごめんっ……分かった、ルシエ。すぐに印をつ……つけてやるからな……っ」

　変なところで嚙んでしまって、思い切り緊張してることがもはやバレバレだ。印を与える役割を代行してるだけだというのに、ここまで意識してるのはまずい。

　それもこれも、このけっこう透けている衣装と、ルシエの白い肌と、成長が始まったばかりで張りのある膨らみが悪い。ここだけには、俺の唇を接触させてはならない。

「じゃ、じゃあ……いくよ、ルシエ……」

「は、はい……来てください、ヒロト様……どうぞ、ご遠慮なく……」




　◆ダイアログ◆

　・あなたは「授印」を発動した！

　・《ルシエ》の身体の一部が発光した。キスしますか？　ＹＥＳ／ＮＯ





　できるだけ心を無にして、俺はゆっくりルシエに近づいていく。

　──そして、印が浮かんでいる部分に十分すぎるほど近づいてから気がついた。

「お、お姉さま……ルシエ公女殿下の、あんなところに光が……」

「し、印があらわれる前に、その部位が輝くというのは……その、そういうものですから……仕方がありません。ヒロト様も、他意はなく触れられることと思いますし」

「……なんていうことでしょう。乙女の限界に挑むような位置に、印をいただくなんて……公女殿下は王族として認められ、同時に大人の仲間入りもされるのですね……」

（……お、おっぱいか……それとも、鎖骨の下か？）

　ものすごく微妙な位置が光っている。もうちょっと下だったら、そこに唇で触れた時点で俺の人生の第二章が始まってしまいそうな位置だった。

　葛藤する俺……目が充血してしまっていないだろうか。そう心配してルシエを見ると、彼女はじっと俺を見てぱちぱちと瞬きしてから、何を求められていると思ったのか、こくりと頷いた。

「……ヒロト様、大丈夫です。ここは、お胸ではありませんから」

「お、お胸って……」

「そうですヒロト様、そこはお胸ではありませんから、誰からもお咎めは受けません」

　こんなところで公女殿下に、初めての授印をすることになるなんて……彼女に与えるスキルは、何がいいんだろうか。

「……ルシエ、今、一番したいことってあるか？　こんな時に聞くのはなんだけど」

「私は……ヒロト様に喜んでいただけるようなことが、したいです。ここまで連れてきていただいたお礼……守っていただいたお礼。そして、しるしをいただくお礼……私の身一つでは、もう返し切ることができません……それでも……」

　ルシエが俺に聞こえない、ささやくような声で言う。とても言えないこと──けれど俺なら、その願いをすくってあげられる。




　◆ログ◆

　・《ルシエ》はつぶやいた。「……いつかヒロト様と、旅に出たい。私も、冒険に……」





　おそらく籠の鳥のような暮らしをしていただろうルシエが望むこと。それは、自由が欲しいということだった。

　俺が与えるスキルがきっかけになるのかは分からない。それに俺は、一つだけ選ぶとしても、ルシエに何を与えれば一番いいのか、今はまだ選べない。

　けれど俺は、彼女がいつか、飛び立てる日が来たらいいと思った。お姫様が一度も本国を離れて周遊してはいけないなんてこともないはずだから。




　◆ログ◆

　・あなたは《ルシエ》の肌に唇で触れた。

　・《ルシエ》はつぶやいた。「……ぁ……熱い……こんなに……」





（熱い……着印点に集まったルシエのマナと……俺のマナが、交じり合って……）

　二種のマナが一つになって、俺の思い描いた形を、ルシエの胸に残す。

　俺が唇を触れさせたままでわずかに動くだけで、少女は小さく反応し、身体を震わせる。俺はそれを見ていることができずに、途中からは目を閉じた。

「……こんな気持ちを知ったら……私は……」




　◆ログ◆

　・あなたは《ルシエ》に刻印を与えた！





　今はまだ、俺は彼女に与えるスキルを選べなかった。彼女が本当に俺と旅に出たいというなら、そのとき、必要なスキルを選ぶべきだろう。

　今のルシエに必要なのは、王族の証である刻印そのものだけだ。

「……っ」

　刻印をつけ終えたあと、ルシエはふらりと身体のバランスを崩して、俺のほうに寄りかかってきた。

「おっと……ごめん、ちょっと疲れちゃったかな。でも、ちゃんとつけられたよ」

「……ありがとうございます、ヒロト様……」

　俺に寄りすがったまま、ルシエは開いた胸元に手を当て、そこにある印を確かめるように指先で撫でた。

「ヒロト様にいただいた徴しるし……これを、女神様から託されたのですね……」

「あ、ああ……上手くできてよかった。これで、ルシエも堂々と首都に帰れる。公王陛下も、きっと喜んでくださると思うよ」

「父上……陛下からは、私は温かい言葉をいただいたことがありません。それよりも、私は……ヒロト様に徴をつけていただいたことが嬉しい……何よりも、嬉しいです」

　開花を目前にしたその美貌。深い緋色の瞳は、俺の姿しか映していない。

　そして肌に唇が触れるという行為が、ルシエにもう一つの変化をもたらす。




　◆ログ◆

　・《ルシエ》の「母性」が上昇した！





　女性として俺を意識したことで、上昇したということなのか──これで19ポイント。

　しかし20ポイントになったからといって、俺が彼女を見る目が変わるわけではない。公女殿下である彼女は敬う対象であり、今回胸元にキスをしたことも、もう二度と許されない行為かもしれないと理解している。

（王統スキルのために授乳……は、期待しちゃいけないな。俺は、もう役目を果たしたんだ……）

　あとは首都までルシエを連れていき、みんなと一緒に、ルシエの王族としてのお披露目を兼ねた祝祭を見物する。ミゼールを出てから数日しか経っていないのに、ずいぶんと長い旅になってしまったと感じていた。

「ん……どうした？　刻印をつけたばかりで、身体が変だったり……」

　しないか、と言いかけて、俺はルシエに言葉を止められる。

　唇を塞がれている──彼女の細い指先で。

「……この刻印は、私が王族であることを表すと同時に……ヒロト様に初めて触れていただいたことの、証です。もう、一生消すことはありません」

「っ……ル、ルシエ、それって……」

　どういう意味か確かめる前に、ルシエは微笑んで俺から離れる。

「ヒロト様、村に戻りましょう。私と、首都までご一緒していただけますか……？」

「あ、ああ。それはもちろん、最後まで責任を持ってついていくよ」

「ありがとうございます。

　首都に着いたら、改めてお礼をさせていただきます……私にできることはささいなことかもしれませんが、王族として認められた暁には、私のために尽力してくれた方々に報いたいと思っています」

　そうか……そうだな。やっぱりルシエは、高貴な人物として義務を果たさなければならないから。俺に対しても、首都に着いたらそういう意識で接することになるだろう。

　それを寂しいと思ってはいけない。彼女に敬語を使おうと努めてきたが、それを完全に徹底すればいいだけだ。





　聖騎士の刻印






　ルシエの儀式が無事に終わり、明日はイシュアラルを離れることになる。俺はその前に、どうしてもしておきたいことがあった。

『授印』ができるようになったことで、俺は自分のスキルを他人に与えられるようになった。つまりそれは、成長限界に近づきつつあるフィリアネスさんに、限界を超えてもらうことができるということだ。

　他の仲間たちの手前、フィリアネスさんと二人になるのは難しかったが──夕食のとき、俺が彼女を意識していることが伝わると、フィリアネスさんは自分から、俺が一人で泊まらせてもらっている、神官姉妹の家の客室に来てくれた。

「ヒロト、どうしたのだ？　ヴィクトリアの様子ならば、何か下着を返せと言っていたが、おそらくスライムが溶かしてしまったと思うのだが……」

「あっ……そ、そうか……」

　あの時の違和感の正体にようやく気付いた。布鎧の下に着ている下着を抜き取るとは、ジョゼフィーヌの『装備を外す』はやはり素晴らしい──もとい、強力な能力だ。

「私としては、良く頑張ってくれたヒロトを労ねぎらいたいという気持ちがある。もし気のせいでないなら、次の戦いに備えて、一緒に心を安らげられればと思うのだが……」

「う、うん。おれも、フィリアネスさんとどうしても一緒にいたかったんだ」

　フィリアネスさんの頰が赤く染まる。まだ八歳の俺にそんな顔を見せてくれるこの人を、俺は心から慕ってやまない。

　彼女にはいつも、強い女性でいてほしい。ミコトさんもそうだが、ステータスが１００に達してしまった人には、早めに限界突破を与えたい──他のスキルを与えるという選択肢もあるので、その都度悩むことにはなるのだろうが。

「……ヒロト、ここに座ってもいいだろうか？」

「うん……おれも近くに行っていい？」

「もちろんだ。なんなら、私の膝の上に乗ってもいいのだぞ」

　ファムさんに借りた私服を着ているフィリアネスさんは、ブラウスにスカートといった服装だ。その彼女の膝の上に座ると、柔らかくて何とも心地がいい。

　しかし、ものすごく照れてしまう。後ろから優しく包み込んでくれるフィリアネスさんの胸が、俺の両肩に押し当てられて──天国もいいところだ。

「……やはり私は、おまえがいるから迷いなく剣を振るうことができる。おまえが一緒に戦ってくれていると思うと、強くなれる。私は常に、おまえの横に並ぶ資格を得られるように、剣と魔法を磨き続けたい」

「フィリアネスさん……」

　彼女がいくら強くなりたいと願っても、『限界突破』を持たない人は、スキルが１００になったところで成長の限界を迎えてしまう。

　俺は彼女の温かくて柔らかい膝からいったん降りる。そして、座っている彼女を正面から見つめながら言った。

「フィリアネスさんに、受け取ってほしいものがあるんだ」

「受け取ってほしいもの……そ、そんな……私はヒロトから何かもらえるようなことは、何もしていない。私の方が、捧げ尽くさなければと常に考えて……」

「おれはいつも、フィリアネスさんに感謝してる。恩返ししたいっていつも考えてる。でもそれ以上に、ずっと一緒に……たとえフィリアネスさんが領主で、公国を守る聖騎士でも、一緒にいたいと思ってるんだ」

「……っ」

　フィリアネスさんが目を見開く。その顔が赤く染まり、目が潤んでいく。

「……本当に、そう思ってくれているのか？　おまえは、どんどん強くなっていく……きっと、魔王すらも倒してしまえる。この公国におさまらぬ器だと、今は誰もが認めるだろう。おまえがどれだけ強いのか、どれだけ多くの人を救ったのかを知ったら」

「ううん、俺は一人で戦ってるんじゃない。みんながいてくれるから……フィリアネスさんがいるから、今の俺がいるんだ」

　それは間違いのない事実だ。手に入れることが困難な技術を、みんなから分けてもらい、俺は強くなった。

　そして強敵と戦い、苦難を乗り越えるとき、パーティの仲間たちにも一緒にいてほしい。俺とユィシアだけが限界を超えた世界を知っているのは、寂しいことだから。

「……ありがとう。私だけが、支えられているわけではないと思っていいのだな。それが、どれだけ私にとって報われる言葉か……」

「そ、それで……その……え、えっと……」

　うまく言葉が出てこなくなる。フィリアネスさんに新しい力をあげるために、身体のどこかにキスをして、印をつけないといけない──そんなこと、どうやったら上手く説明できるというんだろう。

「……ゆっくりでいいのだぞ。私はおまえの言葉なら、いつまでも待っていられる」

「そ、その……俺、洗礼の儀式のとき、女神からルシエに刻印を与える役目を授かったんだ。その力はきっと、フィリアネスさんを、強くすることもできて……」

　フィリアネスさんは長い睫まつ毛げに縁どられた目をぱちぱちと瞬く。

　やはり、突拍子もない言い方をしてしまったか──そう思った瞬間だった。




　◆ログ◆

　・あなたは《フィリアネス》に「依頼」をした。

　・《フィリアネス》はあなたの申し出を受諾した。





（交渉スキル……ちょっと無茶なお願いでも、『依頼』で通せた……！）

「お、おまえがそう言うなら、私は信じるが……それではヒロトが、まるで女神の遣いのようではないか。神の申し子とは、まさにこのことか」

「えっ……い、いや、申し子とかじゃないよ。おれができることは限られてるから」

「……実を言うと、私も鍛錬に行き詰まりを感じていてな。ヒロトのおまじないをかけてもらえば、自分の殻を破れるかもしれない。そう期待しても、いいだろうか」

「う、うん！　ありがとう、フィリアネスさん！」

「わ、私の方がお礼を言うべきなのだが……ヒロトは本当に優しいな」

　撫でられながら、俺は次のステップを控えて緊張しつつ、それを顔に出さないようにする──そして。

「フィリアネスさん、身体のどこかが光るけど、怖くないからね」

「う、うむ……光るとは、女神様の力でそうなるのか……？」




　◆ダイアログ◆

　・あなたは「授印」を発動した！

　・《フィリアネス》の身体の一部が発光した。キスしますか？　ＹＥＳ／ＮＯ





「……む？　ヒロト、どこも光っていないようだぞ……？」

　フィリアネスさんの体の、どこが光ったか──一見すると分からないが。上から下まで見ていって、俺は気づいてしまった。

　彼女はスカートの中にまでは注意を向けていない。

　淡い光が、布越しに見えている──つまり、フィリアネスさんの体に現れた着印点はそこにある。

「……え、えっと……フィリアネスさん、本当に申し訳ないんだけど、ベッドに手をついて、こっちにお尻を向けてみてくれるかな」

「っ……そ、そんなところに……？」

　フィリアネスさんが騎士ではなく、女性としての素直な恥じらいを見せる。しかし『依頼』を受けている彼女は、顔を真っ赤にしつつも俺の言うことに従ってくれた。

　彼女はスカートのすそをぎりぎりまで引いて、光っている部分を見せてくれる──そこは、眩しいくらいに白い、右の太ももの裏側だった。それも、かなり内側のほうがピンポイントに光っている。

「っ……す、すまない。まじめなことをしているのに……は、恥ずかしい……」

「ご、ごめん、本当に。すぐに終わらせるから……」

「ヒ、ヒロトっ、何を……っ、あっ……そ、そこはっ……んぁぁっ……！」




　◆ログ◆

　・あなたは《フィリアネス》の肌に唇で触れた。





　ちゅっ、と唇を触れさせて、印が付くまで待つ──本当にぎりぎりの、女性にとって最も恥ずかしい部類に入る場所の感触を、こともあろうに俺はキスで初めて味わう。

「んぅっ……あ、熱い……ヒロト……身体の奥が、何か……っ」

「じっとしてないと駄目だよ、フィリアネスさん。少しの辛抱だから……ちゅっ……」

「ふぁぁっ……だ、だめっ……そこは、キスするところでは……っ、あぁ……！」

　部屋に響く甘い声。

　彼女のとても敏感なところに、俺は唇を触れさせ、キスマークでもつけるかのように吸いつく。そのうちに俺は、授印をしなければという以上に、頭がかあっと熱くなってきてしまう。

「だ、だめっ……ヒロト……そんなにめくっては……み、見えてしまう……っ」

「しっかり見せてもらわないと、うまくいかないから……もう少しだ……」

「ま、まるみえではないのか……んぁっ……そ、そこはっ……はぅぅっ……」

　もっとよく見えるようにと、俺は彼女のスカートをめくる。それだけでは内股にある着印に唇が届かないので、太ももを親指でむにっと引っ張り、さらにキスをする。

　触れた瞬間、フィリアネスさんはびくんと白いお尻を震わせる。そして、吸い込むと頭がくらくらするくらい良い匂いがする──俺はもう夢中だった。

「お、おしりはっ……ヒロト……そんなふうに、してはっ……はぁんっ……！」




　◆ログ◆

　・あなたは《フィリアネス》に刻印を与えた！

　・《フィリアネス》は「限界突破」のスキルを習得した！





「んぁ……あぁ……ヒロト、おわった……のか……？」

　フィリアネスさんの身体はしっとりと汗ばんで、金色の髪が首筋に張り付いている。彼女はそれをかきあげながら、いつの間にかお尻を摑んでしまっている俺のほうを振り返って、すごく切なそうな目をする。












（す、すごいポーズだ……それに俺、お尻なんて触っちゃって……）

　むにっ、という弾力が両手に伝わってくる。今さらにドキドキしながら、俺はフィリアネスさんの白い下着に目をやり、気づいてはいけないことに気づいてしまった。

（こ、これは……明かりが弱いから、影ができてるだけだよな……？）

「……ヒロト……もう、終わりなのか……？」

「っ……う、うん。ご、ごめん、やりすぎちゃって……下着、替えてこないとね」

「──きゃぁっ……！」

　フィリアネスさんが可愛らしい悲鳴を上げる。気づいてはいけないと思っていながら、極限の緊張で口を滑らせてしまった。

（お、怒っちゃったかな……お尻を触ったりキスしたり、やりたい放題の上に、年上のフィリアネスさんを恥ずかしがらせるようなこと言って……）

　叱られることも覚悟して待っていると、フィリアネスさんは少し拗ねたような顔をして、そろそろとスカートを直し、ベッドに座り直す。

「……ヒロトが悪いのだぞ。まだ幼いのに、私を翻ほん弄ろうして……」

「ご、ごめんなさい。もうしないから……ふもっ」

　フィリアネスさんは俺をがしっ、と両腕で捕獲する。そして、あれよという間に抱えあげて、膝の上に乗せて仰向けにする。

（こ、これは……赤ん坊の時にしてもらった、授乳の時の姿勢……！）

「少年にこんなことをしていると知れたら、聖騎士にあるまじきことと言われてしまうだろうが……ヒロトが悪いのだぞ……私をこんな気持ちにさせるから……」

「……どうしたら許してもらえるかな？」

　もう、聞かなくたって分かっている。俺が求めている以上に、フィリアネスさんが、その行為を望んでいることを。

　そう──授乳。恥ずかしいところにキスして、身体が火照ってしまっているのなら、俺は責任を取らなければいけない。

　手を伸ばして服をめくってあげようとすると、フィリアネスさんは怒ったような顔をしたまま、一緒に服をめくって──ぷるん、と片方の乳房だけを見せてくれる。ピンク色の先端が、これから先のことを期待するように、すでにつんと尖っていた。

「……今はこれだけでもいい。しかし、いつかは……ふぁっ……」

　甘い声を聞きながら、今はログにも意識を向けず、目の前の恵みに集中する。手で搾しぼり出してちゅうちゅうと吸うと、フィリアネスさんは髪を振り乱してふるふると震えたけれど──初めて見るくらい艶つややかな目をして、俺に笑いかけてくれた。

「んっ……おまえは子供の頃から、おとなしいようでやんちゃなのだからな……分かっているのか？　女性は意識している相手に見られるのは恥ずかしいのだぞ」

「っ……そ、それは……はぷっ。ちゅっ、ちゅっ……」

「今は気にしなくてもいい。しかし、いつかは……」

　愛でられながら授乳を受ける。与えるだけではない、与え合う関係──これからも、フィリアネスさんとそういう関係を続けて、絆を強くしていきたいと思った。














　首都ジュヌーヴへ






　捕虜にしたヴィクトリアはフィリアネスさんの従姉で、子供の頃からの因縁があり、聖騎士をライバル視して黒騎士となった。そのために暗黒魔術まで身に付けるとは極端だが、それほどの対抗意識があったということだ。

　そして黒騎士団は、南方領を治めるグールド公爵の謀略に誘われた。王位継承権を持つルシエを、王族として認められる儀式の前に亡き者とするか、手中にすることで、グールドは自分の息子を次期王にしようとしたのだ。

　黒騎士団の裏切りは許せることではないが、俺とフィリアネスさんは、黒騎士団が今後グールドの命令に従わず、イシュアラル村の安全を確保するために守備を行う代わりに、ヴィクトリアの行為を即時国王に報告することはしないことにした。いずれ裁かれることにはなるが、現時点で黒騎士団を潰してしまうより、グールドとの戦いに協力してもらった方が良いと考えた結果だ。

　そして、ポイズンローズに罪をなすりつけることを提案したのがグールドであることも発覚した。グールドは事実が露見することを恐れ、各地の山賊・盗賊を問わず掃討命令を出した──そのおかげでパメラは窮地に追い込まれたが、イシュアラル村まで逃げ延びてきて、俺にグールドの凶行を報告してくれた。

　グールドは祝祭に出席するため、のうのうと首都に移動したという。居場所がはっきりしているのなら、戦うしかない──公爵の企みの全貌は、すでに把握したのだから。




　イシュアラルを発ったあと、俺たちはまっすぐ首都には向かわず、ヴェレニスに立ち寄った。フィリアネスさんの部下によると、グールドはヴェレニスよりもジュヌーヴに近い場所の砦とりでに軍勢を駐留させ、自らは手勢を連れて首都に入ったということだった。

　ルシエをこのまま首都に連れて行くことはできない。俺たちがグールドを倒したあとでなければ、彼女が狙われてしまう。ならば、ヴェレニスの村で身を隠しておいてもらう方がいいだろうと俺たちは考えた。

「ルシエ、必ず祝祭の前にお前を迎えに来る。マールとアレッタ、そして私の部下が、お前のことを守り通してくれる。信頼してやってくれ」

「はい、フィル姉さま……どうか、ご無事でいてください。ヒロト様、ミコト様、ご武運をお祈りしています」

「ルシエ殿下の期待に応え、必ずやお戻りください。その暁には、このイアンナ、持てる限りの手を尽くしてヒロト様のお疲れを癒やしてさしあげましょう」

「その役目は私たちがするからいいです。ヒロトちゃん、信じてるからね！　悪い公爵さまなんてやっつけちゃえ！」

「フィリアネス様も、ミコトさんも、どうかお気をつけて……ヒロトちゃんと、無事に帰ってきてください」

　アレッタさんは胸に手を当てて、祈るような仕草を見せる。衛生兵である彼女には、彼女なりに俺たちの無事を祈る作法があるようだ。マールさんもそれに倣ならって、神しん妙みようなようすで目を閉じていた。




　その日の夜のうちに、俺はパメラ、ミコトさん、フィリアネスさんと四人で首都ジュヌーヴに向かった。

　遠くからではほとんど明かりが見えない。首都はぐるりと城壁で囲まれていて、城の周囲を照らす明かりが目立ち、首都の中までを窺うかがうことはできないのだ。

　俺たちは森の中を進んで南から首都に近づくと、正門からは入らず、壁沿いに東側に迂回して、盗賊ギルドの人間が使う地下通路から入ることになった。パメラが首都に滞在するときに使っている隠れ家を経由して、首都の中に入る──そんな手順を踏むのは、正面から入ればグールドの配下に把握される可能性があるからだ。手間はかかるが、隠密ハイデイング行動を何よりも優先する。

　異世界でも大きな都市には下水設備があり、盗賊ギルドは下水道を地下通路として利用している。普段人が出入りせず、首都の中のあらゆる場所に繋がっているため、利便性が高いとのことだった。問題があるとすれば、流れていく下水の悪臭だろうが、それも布で口を覆い、さらに魔術で対策を行えば気にならない。

　魔術で空気の清浄化を行う方法はいくつかあって、どんな環境でも新鮮な空気を吸うことができる──例えば風精霊の力を借りる『浄化の風クリア・エア』。本来は毒霧攻撃などを防ぐ魔術だが、下水潜入においても役に立った。

　外がい套とうで身体を覆い、フードを被って姿を分かりにくくした俺たち一行は、下水道を抜けてパメラの隠れ家に辿り着いた。

「ここに冒険者ギルドの人間が来る手はずだから、ちょっと待ってな」

（首都の冒険者ギルド……彼女はまだいるだろうか。ずっと会ってないな……）

　俺がまだ三歳を過ぎたばかりのころ、家に勤めてくれていたメイドであり、冒険者ギルドから派遣された執行者エージエントでもあった女性──スザンヌ・スー・アーデルハイド。

　俺にとっては恩人といえるその人に会うのは、もっと先になると思っていた。グールドを倒したあと、祝祭を終えて、冒険者ギルドに行って──そこで会えるかどうかも、分からないと思っていたのに。

　部屋のドアが、一定のリズムでノックされる。それがどうやら合図だったらしく、パメラは誰かと尋ねることもなく、外にいた人物を迎え入れた。

「……スーさんっ……！」

　そこにいたのは、最後に会った時よりずっと大人になったスーさんだった。しかも、俺の家に勤めていた頃と同じ、メイド服を身につけている。

「ギルマス……知り合いがいたのですか？　冒険者ギルドに」

「坊っちゃん……っ！」

　スーさんが駆け寄ってくる。パメラも突然のことで、言葉を挟む余地がなかった。フィリアネスさんも驚いているが、静かに見てくれている。

　抱きしめられるかと思ったが、スーさんは皆の手前、そこまではしなかった。俺が被っていたフードを外して顔を確かめると、かすかに微笑ほほえみを見せる。

「……お久しぶりです。よもや、このような場所で再会するとは。これも、何かの導き……いえ。まだ、喜ぶべき時ではありませんね」

「スーさん……といいましたか。私はヒロトさんのパーティの一員で、ミコト・カンナヅキと申します。ギルマスとは、どのようなご関係ですか？」

　忍者シノビと執行者エージエント、どこか通じるもののある二人が、視線を交錯させる。な、何か不穏な感じが……どのようなご関係って、俺とスーさんは再び出会ったとき、腕比べをする約束をした関係だ。一応、そういうことになっているはずだが……。

「私は、坊っちゃんの家に仕えていたメイドでした。今でも、首都では表向きは受付嬢の仕事をしていますので、正装はメイド服になります」

「そ、そうですか……言われてみれば、ギルドの受付嬢の制服は、なぜかメイド服でしたわね」

　ミゼール冒険者ギルドのシャーリーさんのことを思い出す。彼女もまた、スーさんと同じく、赤ん坊の頃から今に至るまで俺の毒牙にかかっていない一人だ。毒牙は我ながら言い過ぎだろうか。

「だけど、いいのかい？　こんなところに、その格好のままで顔を出して」

「問題ありません。外では気配を消していますので」

　パメラの問いかけに、スーさんは事もなげに答える。十六歳から二十一歳になったのに、昔から淡々とした物言いが変わらなくて、何か嬉しくなってしまう。彼女にも色々あったり、レベル的には大きく成長しているのだろうから、「変わっていない」と一言で言うと誤解されそうだが。

「隠密ハイデイング行動ができるスキル……いえ、技術をお持ちというわけですわね。貴女と私の考え方は、一部が同じ方向を向いている気がしますわ」

「……確かに。突然そんなことを言われても、と答えるのが普通でしょうが、私も同じことを考えました。坊っちゃんとの関係性も、どうやら近いものがあるようですね」

　バチバチッ、と音がしそうな勢いで、忍者シノビと執行者エージエントの間に見えざる火花が散る。西洋における忍者シノビイコール執行者エージエント、と言えなくはない気もするし……密命を帯びて陰で任務を遂行するという意味では共通点があるから、スキルも似た傾向にあるんじゃないかと思う。

「スー殿に聞きたいことがあります。私の名は、フィリアネス・シュレーゼ……首都に住まう方ならば知っているかもしれないが、改めて名乗らせていただこう」

「はい、存じ上げております。聖騎士フィリアネスの名を知らぬ方は、この国の端まで行っても見つからないでしょう。その勇名は、他国にまで轟いていると聞いています」

「恐れられているということなら、国を守る者としては喜ばしいことなのだろうな」

　フィリアネスさんは苦笑して言う。恐れられて嬉しい人なんて、たとえ軍人であってもそうはいないだろう──まして、心優しい彼女ならなおさらだ。

「フィリアネス様がここにいるというのも、想定外でしたが……南王家の動きについては、もうご存知と考えてよろしいのですか？」

「もはや、誤魔化しても仕方があるまい。私たちは、西王家のルシエ・ジュネガン公女が王族として認められるため、祝祭まで守り通すためにここに来た」

「さっきも言ったと思うけど……グールド公爵が来てるんだろう？　情報を、教えて欲しいんだよ。冒険者ギルドも、グールドのことはよく思ってないって聞いたよ」

（それは初耳だな……いや、パメラが協力を要請して、スーさんがここに来たってことは、そういうことなのか）

「……グールド公爵の行動は、冒険者ギルドの情報網でも把握しています。公王に情報を届けることも、私たちの仕事ですが……公王はグールド公爵を警戒していますが、具体的な方策を打つことができていません。公王が動くことで、公爵に内乱の動機を与えることを危惧しているのです」

「グールドの暴ぼう虐ぎやくを知っていてなお、今まで放っておいたというのか……？　そういうことならば、黒騎士団がグールドの企みに関与していたことも……」

「はっきりと知ることができたのは、イシュアラル村での事件があってからです。あの件もギルドは知っておりましたが、ヴィクトリア団長はフィリアネス様によって誅ちゆう罰ばつを受け、グールド公爵との関係を絶ったと判断いたしました。今も南ジュネガンの動きは偵察させておりますが、グールドの兵がイシュアラルに向かっており、黒騎士団と交戦する可能性があるとのことです」

　あらゆるところで、戦の口火が切られようとしている。今夜のうちに、グールドを討たなければ。

　俺たちは早速、その場で作戦会議を始めた。俺たちがグールドを、今夜のうちに倒すには、どう動けばいいのか。

　スーさんの手引きがあれば、首都の情報を知り尽くしているも同然だ。彼女は俺の方をもう一度見やると、黒髪のおさげに触れながら小さく笑った。




　ジュネガン公国の首都ジュヌーヴには、公王の居城に隣接して、円卓議場などの施設がある。それらをまとめて公こう王おう府ふと呼び、その中に、王族が首都を訪問したとき、滞在することになっている屋敷がある。

　グールド公爵が今まさに滞在している別邸もそこにある。公爵の私兵は、俺たちが事前に把握していた通り、首都に近い砦に配されている。その気になれば、いつでも攻め入れる──そんな脅しの意味があるようにも受け取れる。もちろん、青、赤、白の三つの騎士団が公王府を守っているので、実際に攻め込んだりすれば自殺行為ではあるが。

　スーさんは砦にいる兵自体は問題ではなく、そこからグールドに追従して首都に入った兵士たちが、当面の障害になると説明してくれた。

「グールドが滞在している屋敷を、現在五十人の兵が守備しています。それが何故なのかは明白です……彼らは、ルシエ公女を手中にできなかったのは、何者かの妨害によるものと察しているのでしょう」

「反撃を恐れているのか。グールドは、私たちの素性は把握していないのか？」

「フィリアネス様は、領地であるヴェレニスに駐留している。表向きにはそういうことになっていますので」

「……グールドの企みに従ったことも、間違いばかりではなかったようだな。事前に私が動いていることを知られれば、組織上は私の指揮下にある白騎士団にも累が及ぶことになる。それは避けたかった」

　つまりグールドは、実際に顔を合わせるまで、誰が敵なのかも知らないということだ。

「五十人の兵については、あなたたちの実力なら難なく切り抜けられるでしょう。しかし、グールドには常に付き従っている護衛がいるという情報があります。どのような人物かは分かりませんが、グールドの全幅の信頼を得ているようです」

「そいつが、かなり強いかもしれないってことか……分かった。気構えはしておくよ」

「私は、冒険者ギルドの仲間と共に首都の民を守らなければなりません。お二人とも、坊っちゃんのことを、なにとぞよろしくお願いいたします」

　スーさんが深く頭を下げる。フィリアネスさんとミコトさんは、二人で彼女の肩に手を置いた。

「顔を上げてください、スーさん。私たちの方が、彼に守られているようなものなのですから」

「ヒロトがいるからこそ、私も戦わなければならないと思った。意志を託しているのではない、彼の意志こそが、常に私の望みなのだ」

　そう言う二人の目には、俺の心に無限の力を湧き起こさせる輝きがあった。

　──みんなで、待ってくれている人の下に帰る。そして、祝祭の日を迎えるんだ。

「……良い仲間を見つけられましたね、ヒロト坊っちゃん」

「うん。おれも、いつもそう思ってるよ」

　俺はスーさんが昔言いかけたことを、今でも覚えている。

　彼女が言ったとおり、俺が英雄になるような器を示すことができたら──その時は。





　公爵の屋敷






　グールドの屋敷に近づくまでは、何ら難しいことはなかった。隠密ハイデイングスキルを使って気配を隠し、屋敷の気配を窺う──明かりは消えておらず、物々しい武装をした守備兵たちが、夜通しの番をしていた。

（魅み了りようスキルで敵を減らすか……いや、数が多すぎるか）

「ギルマス、屋敷の裏に回って侵入しますか？　それとも……」

「……何か、不穏な気配がする……肌にまとわりつくような、違和感がある。何なのだ、これは……」

「フィリアネスさん……？」

　フィリアネスさんの表情は険しく、その顔が青白く見える。彼女だけが感じ取れる違和感が、あの屋敷にはある。

　言われてみて、俺も気がつく──兵たちの表情も、視線も全く動いていない。まるで人形でも置いてあるかのように、ただ呼吸する動きしかしていないのだ。

「……戦闘回数は少ないほうがいい。裏に回ろう」

「了解しましたわ……屋敷の裏に、木がありますわね。あれを利用すれば、二階のバルコニーから入ることができます」

「私は二人のように、気配を隠すことができない……済まない、敵に見つかれば戦うしかない」

「うん。それでもおれは、フィリアネスさんがいてくれた方が心強いと思ってるよ」

「……ありがとう、ヒロト。そう言ってもらえると、気持ちが楽になる」

　屋敷の裏に回ると、ミコトさんが木の高い位置に鉤かぎ縄なわを引っ掛け、するすると登っていく。フィリアネスさんも鎧をつけているのに、それを感じさせない身軽さであっという間に登ってしまった。

（し、しかし……下から見るとああなってるのか……）

　まさか下にいて見えてはいけないものが見えるとは思ってなかったので、普通に見てしまった。何か言われたら『月がきれいですね』と文豪風にごまかしたいところだ。

　しかしバルコニーに上がり、屋敷の二階の廊下に出たところで、そんな気の抜けたことは言っていられなくなった。

「っ……見つかった……！」

　巡回していた槍を持つ守備兵が、こちらに気づく。フィリアネスさんもスキルがないなりに気配を殺していたはずなのに、その守備兵の感覚は恐ろしく鋭敏だった。

「何ですの、あれはっ……！」

　兵は俺たちを見るなり、無言で走りこんできた──生気がない表情のままで、しかしその動きだけが獣じみている。




　◆ログ◆

　・《スレーター》は「突撃」した！

　・《フィリアネス》は武器で攻撃を受け止めた！　ノーダメージ！

　・武器の耐久度が減少した。





「くっ……！」

　──目を疑う光景だった。公国最強の聖騎士であるフィリアネスさんが、一介の兵士の突きで押されたのだ。

　いつものフィリアネスさんなら避けて反撃するところが、レイピアの刃で受け流すことしかできなかった。

（どういうことだ……グールドの私兵のレベルは、想像以上に高いのか……!?）




　◆ログ◆

　・《スレーター》の活動停止が早まった。





（活動……停止？）

「ギルマスっ……！」

　俺と同じようにログの見えているミコトさんが声を上げる。俺は仮説を立てるものの、まるで《スレーター》という兵士が人間でないかのような『活動停止』の文字列に、妥当な解答を見出せない。

（そんなことはいい……やるしかない……！）

「フィリアネスさん、下がるんだっ！」

「っ……！」




　◆ログ◆

　・あなたは「ダブル魔法剣」を放った！

　・あなたは「アイスボール」を武器にエンチャントした！

　・あなたは「パラライズ」を武器にエンチャントした！

　・あなたは「スマッシュ」を放った！　「凍結麻痺撃アイス・パラライズ・スマツシユ！」





　ドヴェルグの小型斧が双属性の精せい霊れい魔ま術じゆつを纏う。それを見ても引くことなく、兵士は下がるフィリアネスさんに追い打ちをかけようとする──しかしそれを、俺の一撃が断ち切る。

「うぉぉっ……！」




　◆ログ◆

　・《スレーター》に３７１ダメージ！

　・《スレーター》は凍結した。

　・《スレーター》に麻痺は効果がない。





　敵兵が槍を突き出そうとしたままで凍りつく。手加減をセットしておいたのに、発動しない──あれだけのダメージを与えても、ライフが０にならなかったということだ。

「さすがですわね、ギルマス……ですが、ここの敵は異常ですわ。フィリアネスさんの言った通りでしたわね」

「人間の身体の限界を、無視した動きだった。それに、この兵士。あまりにも……」

　青白い肌で、生気が感じられない。しかしここまで来た以上、敵がどれほど普通じゃなくても、グールドの下まで走り抜けるしかない……！

「行こう、二人とも……決して気を抜いちゃいけない」

『了解っ！』

　俺たちは屋敷の広い廊下を駆け抜けていく。青ざめた顔の兵士たちが現れ、俺たちの道を塞ぐ──しかし初めから気を抜かなければ、俺たちの敵ではなかった。

「はぁぁっ！」

「邪魔を……するなっ！」




　◆ログ◆

　・《ミコト》は当て身を繰り出した！

　・《ガルザス》に５７５のダメージ！

　・《フィリアネス》は「ダブル魔法剣」を放った！

　・《フィリアネス》は「サンダーストライク」を武器にエンチャントした！

　・《フィリアネス》は「パニッシュ」を武器にエンチャントした！

　・《フィリアネス》は「ツインスラスト」を放った！　「轟雷罰連閃ストライク・パニツシヤー」！

　・《ボルドール》に７７２のダメージ！

　・《ボルドール》に麻痺は効果がない。





　ダメージを与えて、敵は倒れている──しかし、昏こん倒とうしたというログが流れない。二人とも手加減はしているはずなのに。そしてパラライズの上位魔法であるパニッシュでも、麻痺が全く通っていない。

「手応えがありませんわ……ですが、しばらくは動けないはず……！」

「今は進むしかない……っ、出てくる敵は、全て排除する……っ！」

　俺は胸騒ぎを覚えながらも、二人と共に駆けることしかできない。これまでも、何度も予測のつかないこと、予備知識のない出来事は起きて、時に苦難として俺の前に立ちはだかってきた。

　しかし、俺は全てを乗り越えてきた。これもそのうちの一つだ──後ろを振り返ることは、できない。





　獣魔術師と暗器使い






　屋敷の三階まで上がり、捨て身の攻撃ばかりを繰り出してくる兵士たちを退け、俺たちはようやく館の主の居室に続く扉に辿り着いた。

　そこには、二人の人物が立っていた。今までと違い、その顔には生気がある──しかし、感情はない。

　そのうちの一人は、栗色の短い髪をした女性だった。軽鎧を装備しているが、武器らしき武器は持っていない──格闘か、それとも別の方法か。戦闘能力を持ってはいるようだが、どんな戦い方をするかは見えてこない。

　もう一人は恐ろしいほどに上腕が鍛えられ、革鎧から露出した腕が筋肉で盛り上がっている──二人ともが、他の兵士とは一線を画す威圧感を放っている。

（この二人が、グールドの護衛……只ただ者ものじゃないな）

「ミコトさん、おれたちが二人を引きつける。そのうちに扉を抜けてくれ」

「……分かりました。私も、それが最善だと判断しますわ」

　グールドを倒すことさえできれば、必ずしもこの二人を倒す必要はない。ミコトさんなら、部屋に入ってしまえばおれたちよりも迅速にグールドを狙うことができるだろう。

「グールドの下に行かせてもらうぞ。邪魔立てするならば、斬らなければならない」

　フィリアネスさんは銀色に輝く細剣を二人に向ける。そのとき、女性の方が何かを呟つぶやいたように見えた。

「……我が身体は、冥狼ガルムの化身となる……」




　◆ログ◆

　・《シスカ》は呪文を詠唱している……。

　・《シスカ》の獣魔術が発動！　《シスカ》は一時的に冥狼ガルムの力を宿した！





「獣……魔術……」

　そのログを見た瞬間、俺の思考が止まる。

　俺の知る、獣魔術の使い手は他にたった一人しかいない。

　ミルテは、その母親から獣魔術を受け継いだ。シスカという名前は聞いていない。しかし、俺は可能性を考えずにはいられなかった。

「──ヒロトっ！」




　◆ログ◆

　・《シスカ》の攻撃！

　・《フィリアネス》が割り込みをかけた！

　・《シスカ》の攻撃がキャンセルされた。





「っ……」

　獣魔術を使った女性──シスカの身体は全身が紫の体毛に覆われ、狼のような姿に変わっていた。その手の爪は鋭く伸びていて、俺を狙って手刀を繰りだそうとした──フィリアネスさんは細剣で突きを繰り出し、それを横から妨害してくれたのだ。

「気を抜いている場合ではないぞ、敵はもう一人いるっ！」

「ごめん、フィリアネスさん……我がまま言ってるって分かってるけど、二人とも殺さずに倒してくれっ！」

「っ……ギルマス、なぜ……っ」

「どうしても、気になるんだ！　この二人が、何者なのかがっ！」

　もう一人の男が動き出して、袖の中から引き出した二つの武器──チャクラムを構える。恐ろしいことに、それをほとんどノーモーションに見えるほどの目に止まらぬ動きで、こちらに向かって投とう擲てきしてきた。

（考えてるヒマはないっ……！）




　◆ログ◆

　・《ナヴァロ》は「ダブルチャクラム」を放った！

　・あなたは「ブーメラントマホーク」を放った！

　・《ナヴァロ》の攻撃を妨害した！





　放たれたチャクラムを、俺の放った斧が弾き返す。軌道が少しそれたものの、それでも斧は俺の手元に戻ってきた。スキルを使わずにただ投げるだけでは、こんなことは不可能だろう。

　ナヴァロという男はチャクラムに紐をつけており、それを引くことで瞬時に手元に戻す。技名こそ「チャクラム」だが、あれはヨーヨーのようなものだ──そんな武器が、エターナル・マギア時代にも存在はしていた。ヨーヨーは、まるで曲芸でもしているような戦闘スタイルを可能にし、一部の玄人を楽しませていた。そのうちの一人が、暗殺武器を極めようとしていたミコトさんだ。彼女と手合わせした経験がなければ、投擲技トマホークで撃墜できるという発想には至らなかっただろう。

「……なかなかやる。子供を殺すには忍びないと思っていたが……どうやら、本気でやる必要があるようだ」

「敵は殺すだけ。私たちは、そう命じられてる」

　他の兵士とはやはり違う──男の方は、比較的感情を感じさせる。女性の方は全く無感情に、狼のような目を暗がりの中で銀色に輝かせている。

「ミコトさん、行ってくれっ！　おれたちもすぐに追いかける！」

「分かりましたわ……死んだら許しませんわよ、二人ともっ！」

「承知しているっ……はぁぁっ！」

　ミコトさんが駆け出すと同時に、フィリアネスさんは大技を繰りだそうとする。しかしシスカが鋭敏に反応し、技の出かかりを潰しにかかる。

「させないっ……！」




　◆ログ◆

　・《フィリアネス》は「ダブル魔法剣」を放とうとした！

　・《シスカ》は「シャドウクロー」を放った！

　・《フィリアネス》の行動がキャンセルされた。





「速い……しかし……！」

「ああ……勝てない相手じゃないっ！」

「思い上がるなっ……行かせるかっ！」

　俺とフィリアネスさんが二人を引き付けているうちに扉を抜けようとしたミコトさんに、ナヴァロがチャクラムを投げつけようとする。しかし、それを許す俺ではなかった。

「『炎よっ』！」




　◆ログ◆

　・あなたは「ファイアーボール」を詠唱した！

　・《ナヴァロ》の「アサルトシュート」をキャンセルした！

　・《ナヴァロ》に53のダメージ！





「ぐっ……魔術まで……小僧ォォッ！」

「おれたちは進まなきゃならないんだっ……！」

　激昂し、チャクラムを再び放とうとするナヴァロに向けて、俺は大技を叩き込もうとする。

「手加減」はセットしているが、この屋敷の敵を相手に、容易に致命的なダメージを与えられるとは思えない──しかし、これなら。

「氷の精霊、雷の精霊よ……おれに力をっ……！」




　◆ログ◆

　・あなたは「ダブル魔法剣」を放った！

　・あなたは「アイスストーム」を武器にエンチャントした！

　・あなたは「ライオットヴォルト」を武器にエンチャントした！

　・あなたは「メテオクラッシュ」を放った！　「氷雷流星撃！」





「なん……だとっ……!?」

　俺の斧が凍気と雷を纏い、稲光の走る氷の竜巻が発生する。魔法剣で使える魔術の組み合わせは多々あるが、今使えるものの中では、これが間違いなく最強だった。

「こんなに強い相手に、他の技は選べない……行くぞっ！」

「馬鹿な……っ、こんな子供にっ……！」

「うぉぉぉぉっ！」

　振り下ろした斧が、まるで隕石のような衝撃を生む。同時に広がった凍気が屋敷の床から壁までを瞬時に凍りつかせ、空気を切り裂いて雷光が轟く。




　◆ログ◆

　・《ナヴァロ》は防御に徹した！

　・《ナヴァロ》に１８７４ダメージ！

　・「手加減」が発動した！　《ナヴァロ》は昏倒した。





「がっ……ぁ……」

　属性攻撃を防ぐ装備をしているのか、凍結にも感電にもかからない。しかし防御で軽減しても軽く四桁に達するダメージが出ては、立っていられるわけもなかった。ライフの最大値は、限界突破しなければ１２４０だからだ。

「ナヴァロ……！」

「逃がすかっ……雷の精霊よっ！」

　相棒が倒されたからか、シスカはナヴァロを救出しようと動く。それを阻止しようと、フィリアネスさんが雷の魔術を短縮して詠唱する──しかし、シスカは文字通り獣のような動きで跳ね回り、フィリアネスさんの放った「ボルトストリーム」を回避しきった。

「──冥狼ガルムの力を、甘く見るな……！」




　◆ログ◆

　・《シスカ》は「絶ぜつ影えい」を発動した！

　・《シスカ》の敏びん捷しよう性せいが大幅に上昇した！





（っ……速い……今まで見た中で、誰よりも……！）

　スキルの名前通り、俺はシスカの影すら目で追うことはできなかった。瞬きの後には、シスカはナヴァロの身体を担いで、窓の近くに立っている。

「……この借りは必ず返す」

「待てっ……ミルテ・オーレリアの名前に、聞き覚えはっ……！」

「……そんなものは知らない。私を惑わそうとしても、そうはいかない」

　シスカは窓から飛び出していく。追いかけて窓の外を見ると、眼下には二階だというのにものともせずに着地し、逃げていくシスカの後ろ姿があった。

　変身する前に見たシスカの髪の色は、間違いなくミルテと同じだった。

　もし、シスカがミルテの母親ならば。グールドこそが、ミルテの両親を隷れい属ぞくさせている当人だったということになる。

　ネリスさんの無念と、ミルテの両親への想い……その二つを知りながら、俺はみすみす、二人を逃してしまった。ナヴァロを倒す前に、シスカの動きを止めていれば──しかし、今は悔やんでいる時間すらない。

「ヒロト、逃してしまったのは惜しいが、今はミコト殿を追う方が先だっ！」

「うん、ごめん、フィリアネスさん！」

　グールドを倒せば、ミルテの両親も解放できる。

　扉の向こうに、今まで見えなかった宿敵の姿がある。ミコトさんならきっと、グールドを追い詰めてくれている。

　──しかし、俺の想像は、無慈悲に裏切られる。

　扉を開けた先。暗い部屋の中で、女性の苦しそうにうめく声が響く──その声の主は、ミコトさんだった。

「ぐぅっ……うぅっ……ギ、ギルマス……来てはいけませんわ……この、男は……あぁぁっ……！」

　信じがたい光景だった。痩せぎすの老人──貴族の衣装を着ていることから、おそらくグールドなのだろう──が、ミコトさんの首をつかみ、片手で宙に吊り上げている。

「……なぜ、生きていられるのだ……あの姿で……っ」

　フィリアネスさんの言うとおりだった。「あの姿」で、生きていられるわけがなかった。

　グールドと目される人物の胸には、大きな穴が開いている。着ていた衣服を貫通されている──ミコトさんは、グールドを一撃で殺そうとしたのだ。

　そうするしか、戦いを終わらせる方法がない。俺にもそう分かっていたつもりだった。

　ミコトさんは俺などより遙かに真しん摯しに現実に向き合い、自分の手を汚すことを予め心に決めていた。

　そんな彼女を、先に行かせた。それこそが、俺の間違いだった──。




　◆ログ◆

　・《グールド》は《ミコト》の首を締め上げている！

　・《ミコト》は振りほどけない！　窒息により、１３７のダメージ！





「ぐぅっ……うっ、ぁぁ……っ！」

　グールドはミコトさんの一撃を受けて、生きている。心臓を穿うがたれてもなお血の一滴も流すことなく、ミコトさんを死に追いやろうとしている……！

　死。

　この異世界に蘇生リスポーンはない。一度死んでしまえば、それで終わり。

　目の前が赤く染まる。倒さなければならない、グールドの腕を切り飛ばしてでも。

「グールドっ……！」

「人間でなくなってまで、この国が欲しいのか……っ！」

　俺はフィリアネスさんと共に切り込んでいく。俺はグールドを不死者アンデツドと見なし、最も有効な炎の魔術を選択する。フィリアネスさんは得意な雷の魔術を選び、同時に魔法剣を発動した。ダブルを発動させている時間はない、互いに単独付与シングルで、最速の攻撃を放つ──！




　◆ログ◆

　・《フィリアネス》は「魔法剣」を放った！

　・《フィリアネス》は武器に「サンダーストライク」をエンチャントした！

　・あなたは「魔法剣」を放った！

　・あなたは武器に「クリムゾンフレア」をエンチャントした！

　・コンビネーションが発生した！　「雷撃・紅炎・剣斧撃！」





　暗闇を炎と雷の光が貫く。俺の一撃はグールドの腕を切り飛ばし、フィリアネスさんの刺突は、その胴体を貫通していた。




　◆ログ◆

　・《グールド》に１３５４のダメージ！

　・《グールド》は一時的に活動を停止した。





（また……なんなんだ、このログは……！）

　確実に倒せるダメージを与えても「倒した」と表示されない。焦りを振り切り、俺はグールドの手から解放されたミコトさんを受け止めた。

「ミコトさんっ……！」

「っ……ごほっ、ごほっ……！」

　首の骨を折られかけていたのか、ミコトさんは血混じりの咳をする。俺は持っていたポーションを取り出し、彼女の口元に運んだ。飲むのは苦労するが、それでもライフを回復しなければ、彼女の命が危ない。




　◆ログ◆

　・あなたは「応急手当」をした。《ミコト》の状態異常が回復した！

　・あなたは「ポーション」を《ミコト》に飲ませた。

　・《ミコト》のライフが回復し始めた。





　応急手当スキルを使ってミコトさんの喉を嚥下できる状態に回復する。それほど喉に損傷がなかったので、俺の拙いスキルでもなんとか治療してあげられた。

　俺が作ったポーションは品質が高く、飲めば通常のポーションよりライフが多く回復するが、四十五秒かけてゆっくり回復するので瞬時に完全回復とはいかない。

「ギルマス……情けないところを、みせましたわね……」

「おれこそごめん。グールドの危険さを、想像もしてなかった……」

「……不死者アンデツドだったというのか。南王家の血を引く公爵が……一体、いつから……」




　──人間は脆く、その生は苦痛に満ちている。




「っ……誰だ……！」

　グールド以外に、誰もいなかったはずの部屋。

　しかし何の前触れもなく、忽こつ然ぜんとして、『それ』は存在していた。

　窓際で月光を浴び、微笑んでいる──真っ白な髪をした、金色の瞳を持つ、恐ろしいほどに美しい女。

　まるで葬礼に出るための衣装のように、彼女は頭の飾りから靴まで、黒とグレーのモノトーンに染まっていた。

　その美貌は精緻に作られた人形のように無駄がなく、文字通り人外のものだった。

　ゴシックドレスのような衣装の胸の部分は大きく張り出し、大胆に開いた襟元からは、蒼白い肌が覗いている。

　広く作られた袖で口元を隠し、彼女は俺たちを見ながら薄く微笑んでいた。

　しかし、人間の持つ喜びや、楽しみの感情で笑っているわけではない。

　彼女は俺たちを──この場にいる生者をあざ笑っていた。

「その男……グールドは、不死の肉体を望んでいた。この国の王の座を渇かつ望ぼうし、手に入れたとしても、老い先短ければ意味がないものね。私は彼の望みを叶えただけよ」

「……戯ざれ言ごとを。グールドを殺害し、不死者アンデツドに変え、操り人形にしたというなら……それを救いと呼べるわけがないッ！」

　フィリアネスさんは怒りをあらわにして、細剣を女に向ける。それを意に介することなく、むしろ面白いとでも言わんばかりの顔をして、女は話を続けた。

「私はグールドの意志を代わりに遂行している。今は使い物にならないけれど、それなりに面白い企み事をしていたのよ。この国を手に入れようとしていた……そのために私は、大事な駒を貸してあげたの」

「……ここの扉を、あの二人に守らせていたのも。黒騎士団長のヴィクトリアに、『悪の鉄仮面』をつけさせたのも……全部、お前の仕組んだことなんだな」

「っ……ヴィクターが、この女に操られていたというのか……！」

　そうとしか考えられない。グールドを陰で操っていたのがこの女なら……『駒』というのが、黒騎士団や、この屋敷を守っていた連中を指しているのならば。

「何をそんなに怒っているの？　私は退屈で仕方がない国を乱してあげているだけ。他にも方法は色々あるけれど、今回は泥臭い方法を選んだの。そういうのも、たまには悪くはないものね」

「遊びのつもりか……グールドだけでなく、その配下の兵までも不死者アンデツドに……っ」

「──あまりきゃんきゃん鳴かない方がいいわね。せっかく、綺麗な顔をしているのに台無しよ？」

　現れた時からそうだった。俺たちには、敵の動きがまるで見えていない。目で追うことすらできない──。

「顔だけじゃなくて、髪もきれいね。透き通るみたいな金色……まるで、天使の輪を溶かしたみたい」

「っ……!?」

　フィリアネスさんが背後を取られている。窓際にいたはずの女がすぐ後ろにいて、凄絶なまでに妖よう艶えんな微笑みを浮かべている。

（シスカが『絶影』を使えるのなら、彼女を従わせているこの女に、同等の芸当ができても不思議はない……でも、そんな存在がいるのか……？）

　そう考えて俺は、ようやく思い当たる。

　不死者アンデツドの頂点に君臨する王。その容姿は、白い髪に、金の瞳を持つと言われていた。

　未実装のままで、俺が前世で触れることなく、情報のリークだけがされていたクエスト──『死霊の王リツチ』。

「死霊の王リツチ……なのか……？」

「王というのは違うわね。私は見ての通り、女だもの。女王クイーンと言ってもいいけれど、あまり好みの呼び方ではないわ」

「死者を操って……屍鬼グールにしたっていうのか。この屋敷を守ってた人たちも、全部……」

「選ばれし資格のない者はそうなるだけよ。けれど、この子は違うわね。フィリアネス・シュレーゼ……前から、目はつけていたのよ。聖騎士は人間にしてはそれなりに強いし、男を知らない処女でもある。私の下僕にしてあげるには、とても具合がいいと思っていたの」

「っ……ふざけるな……誰が、貴様の仲間になど……っ！」




　◆ログ◆

　・《フィリアネス》は「雷の棘ライトニングソーン」を詠唱した！

　・《メディア》に27のダメージ！





（メディア……女神の名がイシュア・メディアだった。どういうことなんだ……いや、今はそんなことは……！）

　フィリアネスさんが、触れた敵にダメージを与える低級魔術を発動させた──雷精霊の力が起こす光を見てから、遅れて理解する。死霊の女王リツチ・クイーン──メディアは一瞬だけ隙を作り、フィリアネスさんが間合いを取るだけの時間を与えた。

「おとなしくしていると思ったら、詠唱していたのね。呪文は声に出すのがマナーというものよ」

「黙れっ……これで終わらせるっ！　はぁぁぁぁっ！」

　それでも余裕を示すメディアに、フィリアネスさんは突きを繰り出す──それはこれまで見てきた中で最速にして、最小の動きによって放たれるものだった。




　◆ログ◆

　・《フィリアネス》は「ゼロ・スラスト」を放った！





　細剣の基本攻撃である突き。それを奥義中の奥義にまで昇華した技──発動からダメージの発生までのタイムラグがほぼゼロであることから名付けられた技。

　こちらが視認できないほどの速度で移動できる相手も、この技なら確実に捉えられる──俺もそう思った。

　フィリアネスさんの放った突きは、メディアの身体を貫いた。

　そうであるはずが、まるで空気を貫いたように、見ていて手応えを感じさせない。

「惜しかったわね……私に攻撃を当てるなら、あらかじめ聖水を用意しなければ。他にも色々方法はあるけれど」

　メディアの身体の一部が、もやのようにぼやけている──何が起きているのかは、ログが教えてくれた。




　◆ログ◆

　・《メディア》はオートカウンターを発動した！

　・《メディア》は形態変化を行った！　身体の一部が霧になった。

　・《メディア》はダメージを無効化した。





（オートカウンター……物理攻撃を受けると同時に、身体を霧に変える……それじゃ、無敵を何度も発動できるのと変わらない……！）

「くっ……あぁ……！」

　霧に変わったメディアがフィリアネスさんの後ろに周り、今度は羽交い締めにする。華奢な体軀に見合わない力で、フィリアネスさんは全く振りほどくことができずにいた。

（強い……あまりにも……なんでこんな奴が、こんなところに……）

　──こんな敵が出てくるなんて想像もしていなかった。ユィシアとの戦いを経てなお、俺は自分の手に入れた強さに安あん堵どし始めていた。

　そんな甘えが許される世界ではないと分かっていたのに。フィリアネスさんを人質に取られてようやく、俺は気がつく。

　このままでは、全滅させられる。

　これまでの攻撃は全く通じず、敵は手の内をまだいくらも見せていない。

「ねえ、知っている？　この世界に君臨する最強の存在は、漏れなく女なのよ。男はそうなれるように作られていないの。偏った世界だと思わない？」

「……だから、どうした。おれが、勝てないって言いたいのか……？」

　心を折られるわけにはいかない。俺は強がりに聞こえると知りながら、メディアを睨みつけた。

「ふふっ……ああ、そういうこと。あなたの目には、あの女の気配を感じるわね……憎らしいくらい。やはり、ここに出てきたのは正解だったわ。こんな出会いがあるなんて、最高の退屈しのぎだもの」

「くぅっ、うぅ……ヒロト……逃げろ……この女は、私が刺し違えてでも……っ」

　逃げられるわけがない。そんなことは考えていない。

「麗しい愛情ね。まだ小さなあなたに本気で恋をしているのよ、この子は。ふふふっ……滑こつ稽けいね。滑稽で、とても愛おしい……」

「やめろ……私に触れるな……っ、あぁ……！」

　フィリアネスさんの自由を奪い、メディアはその首筋に口をつけようとする。

　斧を握る手に力を籠める。ウェンディのおかげで手に入れた『勇敢』のスキルが、恐怖を忘れさせてくれる。

　それが、たとえ蛮勇であったとしても。二人を守ることができれば──。




　──早くヒロちゃんに会いたいな。




　──ヒロトがいなかったら、別に見なくてもいい。




　──また町に戻ったら、私と一緒に勉強しましょう。




　脳裏をよぎったのは、幼馴染たちがいつか言ってくれた言葉だった。生への執着と渇望が際限なく強まり、それでも俺の足を前に進ませる。

（ごめん、リオナ……ちょっと生き残るにはキツそうだけど。やるしかないみたいだ）

「ヒロト……逃げろ……逃げてくれ……っ」

「そこまで言うのなら、あなたとそこの黒髪の子を残して、男の子だけは見逃してあげる。それとも、あなたも私のものになりたい？」

　圧倒的な強者。しかしそれを驕る相手に、媚こびへつらう気などない。

「フィリアネスさんに、触るな。その人は、俺の大事な人だ」

「……ヒロト……っ」

　どうして逃げないのか、フィリアネスさんがそんな目をする。それを痛いほど理解しながら、俺は斧を握る手に力を込めて、メディアと対峙する。

「……嫌だと言ったら、どうするの？　あなたは私には勝てない。無駄な戦いはやめて、あなたも私に服従しなさい。そうすれば永遠に年を取らず、死の恐怖からも逃れられるわ。そうして一緒に、享楽を貪ればいい……魅力的な提案でしょう……？」

　言い終えると同時に、メディアの瞳が妖しく輝く。

（やっぱりそう来るか……そうだよな。『そういう力』も持ってるよな……！）

　俺は、メディアが何をしようとしているか予測できた──その読み通りならば。

　相手に、一瞬の隙ができる──！




　◆ログ◆

　・《メディア》は「魅惑の魔眼」を発動した！

　・あなたは抵抗に成功した。





「おれに魅了は通じない……っ！」

「っ……!?」

　──俺が反撃の方法として選択することができたのは、一つだけ。フィリアネスさんを傷つけずに奪還する、唯一の方法がある……！




　◆ログ◆

　・あなたは《ジョゼフィーヌ》を呼び寄せた。





（これ以外に方法がない。フィリアネスさんを無事に取り返すには、これしか……！）

　窓を押し破って、巨大なスライムが突入してくる。ジョゼフィーヌはメディアを射程圏内に捕らえると、即座に「捕縛」スキルを発動した。




　◆ログ◆

　・《ジョゼフィーヌ》の捕縛！

　・《メディア》は身動きが取れなくなった。

　・《フィリアネス》の拘束状態が解除された。





「スライム……ふふっ、面白い趣向ね。もう少しだったのに、残念だわ」

　メディアは四肢を絡めとられ、フィリアネスさんから離れる。それでも俺は、全く安心などできていなかった。

「はぁっ、はぁっ……あの女……触れただけで、体力を奪ってくる……氷のように、冷たい……」

「フィリアネスさん、ミコトさんと一緒に逃げてくれ。俺はあいつを食い止める」

「っ……だめだ、ヒロト。お前だけを戦わせることなどっ……」

「頼む、フィリアネスさん。俺は、みんなに生きててほしいんだよ」

「何を……っ、自分が何を言っているか、分かってっ……」

「──与えられた時間は長くはないのよ。それに、何を勘違いしているの？　一人も逃がす気はないわ……！」




　◆ログ◆

　・《メディア》は「マナバースト」を発動させた！　魔力が身体を覆っていく……。

　・《メディア》は魔力を爆発させた！

　・《ジョゼフィーヌ》に３７４ダメージ！

　・《メディア》の拘束状態が解除された。





（マナ……バースト……そんな技、どうやって……）

　未知のスキルを前にして、恐怖を覚えたのは初めてだった。メディアの身体が魔力の光に覆われ、それが炸裂し、ジョゼフィーヌにダメージを与えた──今はライフが１０００を超えているジョゼフィーヌでも、数発で死に追いやられてしまうほどの打撃を。

「ジョゼフィーヌ、下がれ……っ！」

「……きゅぅん……」

　ジョゼフィーヌに命じても、動いてはくれない。爆散した身体が再生しきらないというのに、逃げようとしない──俺は仲間スライムを逃がす時間を作るために、メディアに向かって斬りかかる。

「魔物を守るために死のうというの？　優しいわね……そして、愚かだわ」

「だまれっ……！」




　◆ログ◆

　・あなたは「ダブル魔法剣」を放った！

　・あなたは武器に「クリムゾンフレア」をエンチャントした！

　・あなたは武器に「ホーリーウェポン」をエンチャントした！

　・あなたは「ギガントスラッシュ」を放った！　「巨斧聖炎斬！」





　発動の速さを重視すれば、最大の威力は出せなくなる。それでも、法術レベル３の「ホーリーウェポン」を使えば、不死者アンデツドにダメージを与えられると信じるしかなかった。

　しかしメディアは、胸元に手を差し入れ、一本の短剣を取り出し──俺の攻撃を、その先端で受け止めた。

（なっ……!?）




　◆ログ◆

　・《メディア》の「パリィ」が発動した！

　・あなたの攻撃は無効化された。《メディア》のスーパーカウンター！





（そんな、馬鹿な……俺の斧が、短剣一本で……）

　短剣で俺の攻撃を受け、無効化する。武器の性能か、それともスキルによるものか。

　不死者アンデツドに有効なはずの神しん聖せい剣けん技ぎが、通じない。どんなダメージすらも、メディアには通らない。

　唯一、フィリアネスさんが密着して使った雷の魔術だけだ。それが、何かのヒントになったはずなのに……俺は、攻略の糸口を見つけ出せなかった。

「あなたは、壊すには惜しい……あの子たちみたいに、そのまま玩具にしてあげるわ。魔眼が効かなくても、色々と方法はあるのよ……？」

　その時俺は初めて、すぐ近くでメディアの顔を見た。

　死霊の女王リツチ・クイーンであるはずの彼女の目は皮肉なほどに生気に満ちて、俺に対する興味を隠しもしない。面白い玩具を見つけた子供と同じように。

「ぐぅっ……ぅぅ……！」

「ヒロトっ……！」

　スーパーカウンターによる俺の硬直時間が終わるまでに、メディアは俺の胸ぐらを摑んで釣り上げた。細い腕からは想像もつかないほどの力で、首が締めあげられる。

　時間経過と共に窒息によるダメージが加算されていく。そのログに意識を向けることもできず、俺は抵抗する──大人の身体なら攻撃が届くのに。

（もっと大きくなれば……もっと、強くなっていたら。こんな、ところで……）

「うふふっ……ねえ、悔しい？　悔しいでしょう？　私はとても楽しいわ。だって、私はあなたのことを愛しているんだもの」

「馬鹿……言うな……お前なんかに好きになってもらっても……嬉しくないっ……！」

「そうよ、もっと拒絶しなさい。憎んで、憤って、殺意を抱いて、そして絶望するの。世界には、残酷なことが沢山ある。あなたがくだらない世界を捨てるなら、全ての残酷なことから守ってあげるわ」

「おれは……絶望、しない……絶対に……」

「そう……じゃあ、もうひと押しをあげるわ。強がりは身を滅ぼすだけよ……っ！」

　メディアの目が妖しく輝き、その体から溢れた淡い光が、いくつもの球体となって飛び去っていく。




　◆ログ◆

　・《メディア》が「死霊操術ネクロマンシー」を再度発動させた！

　・範囲内の死者が動き始めた。《グールド》の活動限界が延長された。

　・《グールド》の部位損傷が回復した。





「っ……まだ、死者を弄もてあそぶと言うのかっ……！」

「弄んではいないわ。彼らは私に、不死を求めたのよ。けれど彼らは選ばれなかっただけ。そこにあるのは、ただの魂の抜け殻に過ぎないわ。人形と同じよ……千切れてもほら、すぐに修復される」

　グールドの腕が元通りになり、胸の穴までもが塞がっていく。起き上がったグールドは、ミコトさんを庇っているフィリアネスさんに、一歩ずつ近づいていく。

「哀れむなら、何度でも殺してあげればいい。いつか、再生もきかなくなる時が来るかもしれないわ。私も試したことはないけれどね……うふふっ。でもね、時間をかけていると、他の人形も集まってくるわよ」

「っ……!?」

　窓の外から、金属の鎧を鳴らす音が聞こえてくる。ガチャン、ガチャン、と規則正しく、ゆっくりと、屋敷に向かって近づいてくる。

　廊下から聞こえてくる無数の音。一階から、二階から、倒したはずの兵士も、そうでない兵士も、全てがこちらに向かってくる。

「人形は人間の身体の限界を超えられる。身体が壊れることを恐れない彼らは、なかなか良い動きをしていたでしょう？　五十人の兵と、グールドを相手にして、いつまで生き残れるかしらね……あら。その前に、あなたはもう、堕ちてしまいそうね」

「……誰が……堕ちるかよ……お前なんかの、手の、内に……ぐぅぅっ……！」




　◆ログ◆

　・《メディア》はあなたの首を締めている！

　・あなたは振りほどけない！　窒息により、１５３のダメージ！





（もう、どれだけも持たない……少しでいい……少しだけでいいんだ……っ）

　幸運が働くことも、奇跡が起こることもない。このまま意識が途切れれば、次に目覚めた時、俺が俺でいられるのかどうかもわからない。

　絶対に、全員で、無事に帰る。

　だから見苦しくても、滑稽でも、俺は抗あらがう。

　俺が諦めることを、絶望することを楽しみにしているやつに、最後まで喰らいついてやる──。

「おれは……おれたちは……まだ……」

「早くあきらめた方がいいのに。できるだけ長く、私を楽しませてくれるつもりなのかしら」

「──違う。ヒロトは、私たちは、まだお前たちに負けていないだけだ……！」

（フィリアネス……さん……）

　遠のきかけた意識にすがりつき、俺はその光を見た。

　フィリアネスさんの全身から放たれる光。禍々しい、呪われた暗闇を切り裂く、聖なる光を。

「グールドを操り、この国を陥れようとした。その罪は、償ってもらう……！」

「……貴女はまだ聖騎士として完成されていない。私の操る不死者アンデツドを倒しきることはできないわよ」

（そうだ……でも、それは……）

　フィリアネスさんの持つスキルが、『今の数値のままだったら』の話だ。

　俺は彼女が何をしようとしているのかに気がつく。彼女が放つ光こそが、俺たちの希望そのものだった。




　◆ログ◆

　・《フィリアネス》は「【神聖】剣技」スキルにポイントを９割り振った。スキルが１０１になり、新たなアクションスキルを習得した！





　この世界の住人は、スキルの概念を知らない。その制約を超え、フィリアネスさんは自分の意志でポイントを割り振り、自分の力を引きあげた。限界突破を１ポイント持っている彼女のスキル限界は１０１。その値までスキルポイントを振ったのだ。

　グールドはフィリアネスさんの放つ光に怯んでいたが、それでも彼女に襲いかかろうとする。それを見たフィリアネスさんは、細剣の刃に額をつけて目を閉じた。

「──せめて、その魂が、約束の場所にて安まらんことを」

　祈りの言葉と共に、金色の髪が翻ひるがえる。メディアさえも、この光の中では目を開けていることができない、それほどの神々しさだった。

　細剣が、フィリアネスさんの発した金色の光に包まれる。その刃と柄が作り出した形は、懐かしいあの世界で、神聖なものの象徴とされた形状──十字だった。

「女神よ……不浄なる魂に、永遠の安寧をもたらしたまえ……！」




　◆ログ◆

　・《フィリアネス》は神に祈りを捧げた。不死者アンデツドを浄化する光が広がっていく！





「破邪聖光陣セイクリツド・ノヴア！」

「くぅっ……!?」

　メディアですらその光を前にして怯み、俺の首を放して自分の身をかばう。床に落とされかけた俺は、誰かに受け止められる──この背中に当たる感触は、数時間前に味わったものと同じ……ミコトさんの胸だ。

　聖なる光の直撃を浴びたグールドが、初めて苦しみを顔に出す。そして、どれほども存在を保ってはいられなかった。

「ぐぁぁぁぁぁっ……あぁ……！」

　叫びながらグールドは消滅していく。外からも、廊下からも、同じ声が聞こえる──フィリアネスさんの放った光は扉の隙間を抜け、窓からも溢れて、不死者アンデツドたちをすべて浄化していく。

「私を消そうと言うの……っ、そうはさせないっ……！」




　◆ログ◆

　・範囲内の不死者アンデツドは消え去った。

　・《メディア》は結界を展開した！　しかし、聖なる光によってかき消された。

　・《メディア》に４４８のダメージ！





「くぅっ……うぅ……！」

　聖なる光が収まり、フィリアネスさんを包んでいた光も薄れていく。しかしその残滓は蛍の光のように、ほのかな煌きらめきを放っていた。

「ギルマス……今度は逆の立場になりましたけれど。残念ながら、まだ戦いは終わっていませんわ」

「ゴホッ、ゴホッ……ありがとう、ミコトさん。でも、攻略の糸口はつかめた……」

　持ちうる限りの手を尽くせば、倒せないボスなどいない。エターナル・マギアにおいても、それは最初から最後まで貫かれたルールだ。

　メディアの鉄壁の防御も破れることを、フィリアネスさんが証明してくれた。

　メディアの着ていたモノトーンのドレスはぼろぼろになり、胸の周りと、腰の周りだけを辛うじて覆い隠している。ところどころ肌が焼け焦げていたが、メディアは何事か呪文を呟き、そのすべてを治癒してみせた。




　◆ログ◆

　・《メディア》は再生の呪じゆ詛そを唱えた。

　・《メディア》の「火傷」が回復した。





　ずっと顔を覆っていたメディアが、手を離す。その下にあるのは、聖光陣に焼かれる前と同じ──いや、それ以上に美しさを増した、氷の美貌がそこにあった。

「……いけない子ね。見込みがあるとは言ったけれど、主人に逆らっていいと誰が言ったの……？」

「おまえに仕えるつもりはない。何度生まれ変わったとしても、ありえないことだ」

「メディア……もう、グールドも、兵士たちもいない。三対一だ」

「それでも、こちらが絶対的に優勢とは思いませんけれど……勝てない、と思うこともありませんわ」

　ミコトさんは今まで使わなかった忍刀を抜く。どうやら彼女の黒装束は、ところどころがインベントリーになっているようだ──隠し武器を得意とする忍者シノビの装備には、ゲーム時代もアイテム所持量を多くするギミックがついていた。

　俺も小型斧を構える。ライフの回復はポーションで行う──奥の手のエリクシールは持っているが、これはミコトさんとフィリアネスさんのために残しておきたい。

　やがて月光が途切れ、部屋は真の闇に包まれる。おそらく雲に月が隠れたのだろう。

「……私は愛すると言ったものは、必ず手に入れる。ヒロト……あなたを奪ってあげる。そのためにはあなたはとても邪魔なのよ、聖騎士フィリアネス」

「本当に愛しているのなら、命を奪おうとなどするものか。それが愛だというなら、あまりに歪んでいる……！」

「どうかしら？　私はあなたたちよりも、ヒロトが欲しいものをあげられるかもしれないわよ。だって、彼を愛しているんだもの」

「馬鹿なことをっ……ギルマスは、そんな言葉に決して惑わされませんわっ！」

　二人の言うとおりだ。メディアの言うことはデタラメで、俺は彼女から何かを欲しがることなんてない。

　──そのはずなのに。メディアの瞳には狂気が感じられない。

「さあ……続きを始めましょう。そして、確かめなさい。私の言っていることが、真実だということを」

　大きな動きで肌を露あらわにすることを厭いとわず、メディアは両腕を広げる。

　もう一度月が姿を現したとき、メディアの背に現れ、ばさりと広がったものは──。

　蝙蝠こうもりのような形をした、けれど遙かに大きな、黒い翼だった。





　魔なるもの






　黒い翼──リオナが一度魔王の力に目覚めかけたとき、彼女の背中に生えたものと酷似していた。

「死霊の女王リツチ・クイーン」ですら、一度は敗北を意識するほどの強敵だった。

　しかし流れてくるログが、現在のメディアが、今までよりもさらに強くなっていることを示す。




　◆ログ◆

　・《メディア》は正体を現した！

　・魔王の力が目覚める……《メディア》は《魔王リリム》に変身した！





「魔王……リリム……」

　俺の呟きが、メディア──リリムの耳に届く。真っ白だった髪が薄く赤みを帯びて、その頭部に音もなく、曲がりくねった悪魔の角が現れる。












「死霊の女王リツチ・クイーンっていう呼び名は、正しくないのよ。だって、それは私の力の一部にすぎないのだから」




　◆ログ◆

　・《魔王リリム》は「装備再生」を発動した！

　・《魔王リリム》は「悪魔のビスチェ」を装備した。

　・《魔王リリム》は「悪魔のヒール」を装備した。

　・《魔王リリム》は「招魂の杖＋８」を召喚し、装備した。





（＋８装備……あっさり出さないでくれよ、そんな人間の手の届かないシロモノを）

　白い肌が黒い革のような素材の、まるでボンデージのような装備で覆われる。胸元を隠す気がないかのように大きく開いていて、その背にはよく見ると、細く長い尻尾が生えている──先端が矢印のような形状になり、俺の方を指し示していた。

　正体を隠していて、変身するボスなんていうのはよくある話だが──紛れもなく、最強クラスの敵だ。この世界では女しか最強になれないと言っていたが、この姿を見せられれば、彼女もその一人だということを納得せざるを得ない。

「魔王……かつて勇者と戦い、女神がもたらした武器で、封じられたはずではなかったのか……？」

「それはただの言い伝え……くだらないお伽話よ。実際はどうだったかなんて、誰も知りはしない。魔王が封じられたままかどうか、あなたたち人間は確かめていたわけでもない。それに私は封じられたことなんて、一度もないわ。勇者は人間にしては強いけれど、負けてあげる道理はないものね」

「女神の武器……まさか、魔剣……本当に、存在するのですか……!?」

　ミコトさんが驚くのも無理はない。ゲーム時代は伝説上の存在で、入手不可能だったものが、本当にあるというのだから。

　エターナル・マギアをプレイしていたなら、欲しくならないわけがない。どんな方法を使ってでも、手に入れたくなる──しかし魔剣に触れるということは、ただ強い武器を手に入れられるわけじゃなく、魔剣に魅入られるという危険性が伴う。それを克服する手段は、手がかりは見えていても、まだはっきり確定してはいない。

「私は姉さまとは違う。人間に味方をして、わざと勇者に殺されるなんて……そんなことをして何になるの？　残された私の退屈を、誰が埋めてくれるというの……？」




　◆ログ◆

　・《魔王リリム》は「形態変化」を行った。

　・身体のすべてが霧に変化していく……！





「っ……フィリアネスさん、ミコトさん、来るぞっ！」

　魔王リリムの黒い翼も、その蠱惑的としか言いようのない肢体も、全てが一瞬にして霧に変わる。

　初めから容赦などない。分かっていたのに、攻撃を避ける術が俺にはなかった。




　◆ログ◆

　・《魔王リリム》の正体不明の攻撃！

　・あなたは２３４のダメージ！　エナジードレインが発生した！

　・あなたは生命力を失った。





「うぁぁぁぁぁっ……！」

「ヒロトっ……なぜ、私たちを狙わずに、ヒロトだけをっ……！」




　──言ったでしょう？　欲しい物をあげるわ。けれどその前に、代償として命を貰わなくてはね。




　どこから声が聞こえてくるのかも分からない。部屋中を満たした黒い霧全てが敵──魔王リリムそのもの。

　何をされているか分からない──首筋が強く痛む。触れてみると、実際に牙の痕がつけられていた。

　俺は恐れながらも、ステータスを確認せずにいられなかった。もし、エナジードレインの効果が、ステータスの最大値を下げる効果だったとしたら──。




　◆簡易ステータス◆

　名前：ヒロト・ジークリッド

　レベル：58

　ライフ：７３５／１３６０





（ステータスは……下がってない。ライフが減ったのは、純粋にダメージを受けたからだ。生命力って、何のことなんだ……？）

「ギルマスっ、敵が元に戻りますわっ！」

　黒い霧がもう一度一つに集まり、リリムが実体を取り戻す。長い髪を掻き上げ、唇の端に伝った血を拭っている──やはり、俺から血を吸ったのだ。

「ああ……甘くて美味しい。野蛮なやり方はしたくないのだけど、この誘惑には勝てないわね……」

「形態変化は、常に続けることはできないってことか……？」

「……いいえ。あなたの想像通りのことなんて、私には何一つ……」

（その余裕が命取りだ……っ！）




　◆ログ◆

　・あなたは「看破デイテクト」を試みた！

　・《魔王リリム》が噓をついていることが分かった。





「……何一つないわ。それがどうしたというの？」

（女神は看破デイテクトを妨害した。魔王リリムには通じた……女神よりは下位の存在なのか）

　リリムは霧の形態変化を見せることで、自分を倒せないと印象づけようとした。

　魔王が圧倒的な強者であることは間違いない。しかし、フィリアネスさんの攻撃でダメージを通され、焦りが生じた──そういうことだ。

「……ははっ……」

「っ……何を笑っているの？　あなたは生命を吸われたのよ？　私がもう少し深く吸っていたら、もう心臓は止まって……」

「な、何が起きているんですの……？　ギルマス、その余裕はどこから……」

「気がついたということだな……どうすれば、リリムを倒せるのかに」

　そんなことはまだ分からない。しかし攻略法を見つけたとき、喜ばないやつはいない。

（霧の形態変化から、元に戻った瞬間……いや。その前に……）

　フィリアネスさんの大技は、連発ができない。しかしクールタイムが終わり、破邪聖光陣セイクリツド・ノヴアをもう一度撃つことができる状態になっている。

「ギルマス、私も敵が悪魔族と分かっていれば、対応策を取ることができますわ。この刀には、悪魔に対する特効がありますの。耐久力が低いので数撃しか持ちませんが」

　ミコトさんが忍刀を抜くと、その刃は青い光に覆われていた。『清刀三日月丸＋４』、鍛え方は物足りないが、魔族に対する二倍特効がついている。

　──二倍特効で、相手が実体化した時にバックスタッブを決める。三人それぞれが大ダメージを叩き出す奥の手を持ってはいるが、ミコトさんにも十分期待できる。

　口に出して敵の弱点を言ってしまえば、敵も対策ができる──だが、二人を鼓舞するためにも必要なことだ。

「二人とも……リリムは、ずっと霧のままじゃいられない。一定の時間で元に戻る、そこを狙うんだ！」

『──了解っ！』

「そう……それで笑っていたのね……私の心を覗いたの……？」

　リリムは微笑んでいる──しかし、その目の奥には、こちらを燃やし尽くそうとする熱が宿っている。

　フィリアネスさんは真っ先に切り込み、細剣を切り払いながら叫ぶ──その身体が、再び聖なる光を纏う。




　◆ログ◆

　・《フィリアネス》は神に祈りを捧げた。不死者アンデツドを浄化する光が広がっていく！

　・《魔王リリム》は結界を展開した！





「──けれど残念ね。魔王と不死者アンデツドは違う。今の形態に変わった私は、その光で燃やすことはできない……！」




　◆ログ◆

　・《フィリアネス》は「破邪聖光陣セイクリツド・ノヴア」を放った！

　・《魔王リリム》は破邪の光の効果を軽減した！

　・《魔王リリム》に56のダメージ！





「ふふふっ……それで私を倒すには、五十回以上撃たなければならないわね。そんなにもつかしら？」

「くっ……！」

　魔王として正体を現したリリムは、聖なる力に耐性を持っている──それは弱点がないということだ。

　しかし、ダメージが通らないわけではない。防御力、魔法防御が高くとも、完全防御でなければ望みはある。

「──ミコトさんっ！」

　彼女がどこにいるか、俺には感じ取れない──ログを辿れば、フィリアネスさんが動くと同時に「木の葉隠れ」を発動していることが見て取れる。

　隠密ハイデイング状態からの、致命攻撃バツクスタツブ。彼女はそれを狙っている──ならば、俺はそれを補佐する……！

「うぉぉぉぉっ……！」




　◆ログ◆

　・あなたは「ウォークライ」を発動させた！

　・パーティの闘志が昂揚する！　パーティの攻撃力が一時的に上昇した！





（──まだだっ！）




　◆ログ◆

　・あなたは「マジックブースト」を発動させた！

　・あなたは「ホーリーライト」を詠唱した！





「くっ……！」

　聖光陣と違い、不死者アンデツドを浄化するほどの力はない──「ホーリーライト」は、ただ敵を怯ませるための光だ。

　だがその瞬間、ほんの一瞬、魔王であっても硬直時間が生じる。

　そこを見逃すことは、彼女ならば絶対にない──闇やみ影かげと呼ばれた彼女ならば。

「その首、貰い受けますわっ……！」

「甘く見られたものね……っ！」




　◆ログ◆

　・《魔王リリム》は「シャドウシックル」を詠唱した！

　・《魔王リリム》が攻撃した対象は《ミコト》の影だった。





「っ……!?」

　詠唱を飛ばしてリリムの身体を守るように発生した黒い刃は、ミコトさんを攻撃した──実体ではない影を。

　影分身──シノビがシノビたる所以であるスキルの一つ。ミコトさんはそれを発動させ、リリムの隙をさらに大きなものにしたのだ。

　つまり、ミコトさんの本体はすでに、リリムの後ろに回っている……！




　◆ログ◆

　・《ミコト》は「バックスタッブ」の発動条件を満たした！　攻撃力が倍加する！

　・《ミコト》の攻撃！





「お覚悟っ！」

「ぐぅっ……！」

　忍刀の刃がリリムの身体に突き立てられる。その刃を抜き放った瞬間、溢れだした血が雨のように降り注ぐ。

「ぐぅぅぅっ……あぁっ……！」




　◆ログ◆

　・《魔王リリム》に４５３のダメージ！　《魔王リリム》は出血状態になった。

　・《魔王リリム》は再生の呪詛を唱えた。

　・呪詛の効果が阻害されている！





「忌々しいっ……そんな、玩具のような武器で……っ！」

「玩具ではありませんわ。東の国で妖魔の血を数千も吸っていますのよ……！」

　この好機を逃すことはできない。形態変化の後の隙を狙うつもりだったが、実際には「形態が変化する前」に攻撃を通すことができた──何も言わずとも、その場の連携で。

「これで終わりだ……っ、リリム！」




　◆ログ◆

　・あなたは「ダブル魔法剣」を放った！

　・あなたは「フリージング・コフィン」を武器にエンチャントした！

　・あなたは「サンダーストライク」を武器にエンチャントした！

　・あなたは「メテオクラッシュ」を放った！　「氷棺雷星撃！」





　ミコトさんの攻撃を受けたリリムは、立ち直れないまま俺の攻撃を受けるしかない。

（──いけぇぇぇっ！）

「──あぁぁぁぁっ……！」















　◆ログ◆

　・《魔王リリム》に５５６のダメージ！

　・《魔王リリム》は「凍結」状態になった。





　雷鳴と共に斧を叩きつけた瞬間、リリムの足元から氷の柱が立ち上がり、天井まで貫き通す。

　リリムは氷の棺に囚えられていた。その身体の一部が、黒い霧に変わりかけている──最後の瞬間、形態変化で逃げようとしたのだ。

「はぁっ、はぁっ……」

「……終わった……のか……？」

　フィリアネスさんの声が聞こえる。まだ、勝ったなんて笑って言うことはできない。

　──しかし、最大の危機は乗り切った。リリムはもう動くことができないのだから。

　リオナたちの護衛からユィシアを外すことはしたくなかった──それが甘い判断だったと、今は後悔してもいる。ここに彼女を連れてくれば、窮地には陥らなかった。

　ユィシアは、魔王と対等かそれ以上の力を持っている。その意味が、今になって骨身に染みた。俺はユィシアに勝ったわけではなく、偶然が味方して、彼女を仲間にすることができただけなのだ。

　もうリリムは動かない。悪魔の翼ごと凍りづけになって、俺を見下ろしている。

（……っ!?）

　──その口の端が、笑みの形に変わった。

　動くことなどできないはずのリリムが、笑った。氷棺の放つ冷気よりも、その顔に俺はよほど寒気を覚える。

（魔王は女神の武器でなければ殺すことはできない。他の方法では死ねないのよ）

「ヒロトっ……！」

　身体が揺れた。何が起きたのか分からなかった。

　見下ろすと、胸から刃が突き出ていた。身につけていた防具の全てを、貫通していた。

　──その刃に、俺は見覚えがあった。ミコトさんが持っていた刀……リリムを貫いたはずの、その刀。




　◆ログ◆

　・《ミコト》は《魔王リリム》の血の呪いによって乗っ取られている。

　・《ミコト》の「戦闘狂」状態が引き出された。

　・《ミコト》の攻撃！　あなたに４９２のダメージ！

　・あなたは「出血」状態になった。





「……うぁぁぁぁぁっ……！」

　刃が抜かれた。遅れて凄まじい激痛が訪れて、叫ばずにいられなくなる。

　そして、身体から急速に力が抜けていく。倒れた俺の目の前で、氷棺が砕け、捕らえたはずのリリムが自由を取り戻す。

「ミコト殿っ……なぜだ……なぜ、ヒロトをっ……！」

　フィリアネスさんとミコトさんがどうしているかは見えない。出血によるダメージが、俺のライフを０に近づけていく。

　リリムの血を浴びたミコトさんは、「血の呪い」を受け、身体を操られ……俺を刺した。そうであっても、ミコトさんを責められるわけもない。

　俺は身体を起こされ、抱き上げられていた。リリムが俺の頰ほほに触れている。

「……まだ身体が温かいうちに、もらっておくわね。死んでしまうと、あまり血は美味しくないのよ」

　やめろ。やめてくれ。

　俺は何も奪われたくない。俺の命を、奪わないでくれ──。

「うぅっ……ぁぁ……」




　◆ログ◆

　・《魔王リリム》は「吸血」した！

　・エナジードレインが発生した！　あなたは生命力を失った。





「ヒロトっ、ヒロトっ！　……貴様ぁぁっ……絶対に許さない……絶対にっ……！」

　フィリアネスさんの悲痛な声が聞こえる。おそらく操られたミコトさんに、行く手を阻まれている……。

　かすんだ視界の向こうで、リリムが微笑む。心から満たされているというその顔を見て、俺は思う。

　恐怖よりも何よりも──魔王とは、何なのか。

　リオナと同じように「破滅の子」から魔王になったのか。それとも、リリムは元から魔王なのか──。

「…………」

「……なあに？　あなたはこれから、試されようとしている。一度死んでから、私の眷けん属ぞくとして蘇るのよ。何も恐れることは……」

「……死にたく……ない……」

　そう言っても、リリムの表情は変わらないままだった。

　──まるで母親のように優しい目をして、俺を見ていた。これから生まれ変わる俺の母だとでも言うように。

「生まれ変わったら、あなたの欲しいものをあげる。あの女なんかより、もっと素敵なものを。だから、安心して死になさい」

（……嫌だ。俺は、人間として……人間のままで……）

　意識が闇に飲み込まれようとする。俺の渇望はどこに届くこともなく、ライフは１００を切り、流れだす血とともに失われていく。

　こんなことが、前にもあった。

　同じように助けられてしまったら、俺は──きっと、後悔する。

　それでも願ってしまった。薄れゆく意識の中で、俺は──。




　◆ログ◆

　・あなたは護衛獣《ユィシア》を呼び寄せた。





（──ヒロト様は私の主人マスター。それを奪おうとする者は全て──滅ぼす）

　轟音が鳴り響いた。おぼろげな視界でも、何が起きたのかは確かめられた。

　部屋の壁の一面が吹き飛んでいる。そして、そこには──。

　青みがかった銀色の髪を持つ、皇こう竜りゆうの少女と──幼なじみたちの姿がそこにあった。

「ヒロちゃんっ……！」

「ヒロト……！」

　リオナとミルテ。なぜ、連れてきてしまったのか──そう思う以上に。

　その声を聞くだけで、死に瀕していた身体に、わずかな熱が戻るように感じた。

　そして、ユィシア……彼女がいてくれれば。リリムから、皆を守ってくれる……。

（……ごめん。俺だけじゃ、どうにもならなかった……）

「……謝らなくてもいい。人間の男の子は、強がるもの。雄の強がりを許すのは、雌である私のつとめ」

　月光を浴びたユィシアは、リオナとミルテを置いて、こちらに歩いてくる。リリムを全く恐れることなく。

　いつもそうだった──ユィシアは、絶対的だった。だからこそ俺は、彼女に頼り切ることができなかった。

　本当の意味での主人になるために、彼女と同じだけ強くなりたいと思ったから。

　それを雄の強がりと言われれば、そのまま受け入れるしかない。彼女の言うとおりなのだから。

「マスターを傷つける者は許さない。たとえリリスの妹であっても、関係ない」

「ふふっ……ふふふっ……ねえ、それはそこにいる子の前で言っていいことなのかしら？　私の姉さんなら、そこにいるじゃない」

「っ……やめろ……リオナには、言うなっ……」

　俺はリリムの身体に縋って、止めようとする。その手を受け止めて、リリムは俺をその場に横たえると、立ち上がってユィシアと対峙した。

「連れてきてくれたことにはお礼を言わなくてはね……血を分けた姉さんだもの。会えて嬉しいわ」

「この子は、マスターを心配して来ただけ。リリムには関係ない」




　◆ログ◆

　・《ユィシア》の「ドラゴンハウル」！

　・《ユィシア》の攻撃力、防御力が上昇した！

　・《ユィシア》は一時的に状態異常耐性を獲得した！





　竜形態での咆哮を必要とするスキルだと思っていた──しかし、そうではなかった。

　人間形態でも、ユィシアを強化する効果自体は変わらない。竜形態で使えば、おそらく金縛りバインドなどの効果が付随するのだろう。

　竜の気に包まれたユィシアは、金色の瞳でリリムを睨みつける。奇しくも二人の強者は、同じ色の瞳をしていた。

「マスター、待っていて欲しい。すぐに終わらせる」

「終わるのはそちらよ、雌皇竜エンプレスドラゴンッ！」




　◆ログ◆

　・《魔王リリム》は「アビスグラビティ」を詠唱した！

　・冥府の扉が開き、《ユィシア》の生気を奪おうとする！





「──遅い」

「っ……！」




　◆ログ◆

　・《ユィシア》は「テールスライド」を放った！

　・《魔王リリム》に２５３のダメージ！　《魔王リリム》を宙に浮かせた！





「──あぁぁっ……！」

　ユィシアの渾身の尻尾の一撃──テールスライドが、物理攻撃を無効化するはずのリリムの反応を上回る。次の瞬間、常に冷静沈着なユィシアが、初めて声を荒らげた。

「リオナ、ミルテ、ヒロトのことを任せる！　私は空でリリムを倒す……！」




　◆ログ◆

　・《ユィシア》は竜形態に変化した。





　リリムをこの場から遠ざけるためだけの一撃だった。ユィシアは竜の姿に変化すると、破壊された部屋の壁から、漆しつ黒こくの空に飛び出していく。

「ミコト殿っ……目を覚ませっ！　ヒロトはまだ生きている、戦いはまだ終わっていないっ！」

　フィリアネスさんの声と、剣けん戟げきの音が聞こえてくる。操られたミコトさんと、フィリアネスさんが剣を合わせている──ユィシアがリリムを倒すまで、あるいは無力化するまでは、時間を稼ぐしかない。




　◆ログ◆

　・あなたの出血状態が続いている。

　・あなたのライフが36減少した。





　──あと一度出血ダメージを受ければ、俺のライフは０になる。

「ヒロちゃん……すぐに助けてあげるね。ミルテちゃんは、さっき言ってたおくすりをさがして！」

「っ……わかった。ヒロト、おばば様に作ってもらった薬を……っ！」

（エリク……シール……そうだ……あれなら、今の俺でも……）

　治せるかもしれない。自分の命を繋ぐために使おうとは思っていなかったが──そんなことは言っていられない。




　◆【薬】イ　ベント　ー◆

　・【　　質】ポーシ　ン　×　３

　　解　のポー　ョン　×１７

　・　痺　　の　ー　　　　×

　　　リ　シ





　ログの表示が壊れている。ユィシアのテールスライドを受けた時と同じ、ウィンドウの状態は俺の生命活動に左右される。

　次に出血ダメージのログが出たら終わりだ。俺はエリクシールだと思われるアイテムを選び、今までに何度も使ってきた交渉スキルの一つを実行に移した。

（頼む……頼むから……まだ、生きていたい……だから……）




　◆ログ◆

　・あなたは《　　　》に依頼をした。

　・あなたのインベントリーから、「　　　　　　」が取り出された。





　もう、意識が続かない。次のログを確認することもできない。

　最後に思ったことは一つ。

　みんなが、無事であってほしい。フィリアネスさんも、ミコトさんも、ユィシアも──そして、ミルテとリオナも。

　ミルテの両親のことを伝えられなかった。その無念が、闇の中をよぎった。













　雨が降っている。

　叩きつける冷たい雨の中で、俺は誰かに抱きしめられている。

　頭の下にあるのは、柔らかい膝だ。

　こんなに女らしくなってたんだな、と俺はとてもどうでもいいことを考えて……その膝が心地よいと感じた。

　なぜ、こんな時に思い出すんだろう。

　俺は今、どうなっているんだろう。

　走馬灯というには、その感覚は現実に近くて。

　目の前にいる陽ひ菜なが、泣いていて。

　その顔が、少しずつ近づいてくる。

　俺は一度もキスなんてしたことがないと思っていた。

　それはただ、忘れていただけだ。冷たくなっていく俺の身体を抱いて、彼女が別れのキスをしたことを。




「──私も行けたらいいのに。そうしたら、今度は……」




　肝心なことばかりが思い出せない。記憶というものは、いつも言うことをきかない。

　俺はもう、その時には死んでいたのかもしれない。

　そう理解していてもなお、思う。陽菜の言葉を、終わりまで聞かせて欲しかったと。




　何もなくなる前に、唇に何かが触れた気がした。

　何もなくなったあと、始まったものは、恐ろしいほどの熱だった。

　熱が生まれ、全身に広がっていく。凄まじい痛みに、俺は呻うめき声ごえを上げる。だが、それは音にならない。

　全身の骨が軋きしんでいる。絶えることなく痛みは続き、俺はいっそ殺してくれと思い、すぐに否定する。

　痛みを感じるということは、生きているということだ。

　死ねば女神のもとにもう一度行けるのかもしれない。それも一つのゴールかもしれないが──それは、ただの甘えでしかない。




　生きたい。




　生き続けて、手に入れたいもの、知りたいことが沢山ある。

　そのためなら、痛みを受け入れる。生きられるのならばとひたすらに耐えぬく。

　苦しみは終わることなく続く。やがてそれが終わる時、俺は死ぬのか──それとも。

　分からない。

　分からないが──。

　遠くに、光が見え始めている。

　薄ぼんやりとしていたそれは、少しずつ近づいて、輪郭をはっきりとさせる。

　現実が、そこにある。異世界マギアハイムという名の、俺にとって唯一の現実が。




「っ……！」

　がばっ、と飛び起きた。

　身体の感覚はまるでないのに、がむしゃらに身体を起こしていた。

「ヒ、ヒロちゃん……？」

「ヒロト……」

　すぐ近くで声が聞こえる──というか、密着している。

　腕の感覚が少しだけ戻ってくる。この、懐かしい匂いは……。

「ゴホッ、ゴホッ……！」

「ヒロちゃん……無理しちゃだめ。まだ、身体が……」

「……わたしたちは、ずっとついてる。心配しないで」

　喋ろうとして、うまく声が出なかった。

　──そして辛うじて声を出したとき。

　それが自分の声だとは、俺には到底信じられなかった。

「リオナ……ミルテ……」

　もっと高い声をしていたはずだ。それなのに、低くなっているように思う。

　耳がおかしくなったのか──いや、変化したのだ。俺の声も、そして身体も。

　俺の腕では、リオナとミルテの二人を抱きしめて、背中に手を回すなんて無理だったはずなのに、それができている。

　ベッドの両脇で俺を見守っていてくれたのだろう彼女たちを、俺は、難なく二人同時に抱き寄せていた。

「っ……ご、ごめん……っ」

　リオナとミルテを放したあと、俺は自分の手を見た。

　まだ八歳の俺の手は、斧を握るのがやっとだったはずだ──しかし。

　そこには、大人といってもおかしくない大きさになった、俺の手があった。

「お、おれ……リリムに殺されかけて……二人に、エリクシールを、頼んで……」

「っ……ヒロちゃんっ……！」

「ヒロト……っ」

　リオナとミルテが感極まったように抱きついてくる。二人の姿は幼いまま──つまり、時間はそれほど経っていない。

　俺の身体だけが、大きくなっている。髪は伸び放題に伸びている──それが指し示すことは一つ。

（エナジードレインを受けて、死にかけた……それで、エリクシールを使った俺は……）

　エナジードレインという言葉から想像できる効果は二つある。

　ひとつは、レベルや能力を下げる。

　そしてもうひとつは──キャラクターを老化させる。

「良かった……ヒロちゃん、死んじゃうかと思ったっ……良かったよぉ……」

　リオナが泣きじゃくりながら抱きついてくる。その頭を撫なでながら、俺はただ繰り返し感謝していた。

　リオナとミルテがエリクシールを使ってくれたから、俺はこうして生きることができた──そういうことだと、状況が示しているからだ。

「……その人は、本当に、ヒロトなの？」

「……そう。ステラ姉、こわがらないであげて。私たちの知ってる、ヒロトだから」

　部屋には他にステラ姉の姿があった。彼女の身長に並びかけてはいたが、まだ追いついてはいなかった──。

「っ……リオナ、ミルテ、ちょっといいか……？」

　うまく言うことを聞かない身体を動かして、俺はベッドを降りる。すると、立ってこちらを見ていたステラ姉を、簡単に見下ろすことができるほど視線が高かった。

「ヒロト……ヒロトが……私より、お兄さんになったの……？　どうして……？」

「……おれにも、まだよく分からないけど。ごめんステラ姉、心配かけて」

「っ……ヒロト……っ！」

　ステラ姉と呼んだ瞬間に、彼女は弾かれたように走ってきて、抱きついてきた。

「……ヒロト……もう、心配させないで。どこにも行かないで……っ」

「うん……ごめん。こんなになって、驚くよね……心配させてごめん、ステラ姉」

　子供のような言葉遣いは、もう今の姿では似つかわしくない。けれど俺はステラ姉が落ち着くまで、彼女の弟分のようなヒロトでいたかった。

　元の姿に戻れるのかは分からない──あの痛みは、エナジードレインによって引き上げられた年齢に、身体が無理やり作り変えられていく過程のものだった。ネリスおばば様の若返りの薬があるが、それを使っても、一時的に元に戻ることしかできないだろう。

「ヒロちゃん、もうすぐお祭りが始まるんだって……公女さま、間に合ったんだよ」

「……ヒロトと、聖騎士さまたちのおかげ」

「ヒロトには、ゆっくりしていて欲しいけど……でも、一緒に……」

　リオナとミルテも抱きついてくる。ステラ姉は俺を誘ってくれている──控えめに、頰ほほを赤らめながら。

　俺の姿がこんなに変わってしまっても、みんな変わらずにいてくれる。けれど、他のみんなはどう思うだろう。

「そうだ……フィリアネスさんやミコトさん、みんなは……」

「みことさん……？　あの、黒い服のお姉ちゃん？」

「……ユィシアお姉ちゃんがリリムをやっつけてから、いなくなった」

「っ……！」

　まだ目覚めたばかりだが、確かめなければならないことが山ほどある。それより何より、真っ先にしなければならないことができた。

　ミコトさんの行方を探すこと。彼女は何も悪くない、リリムに操られていただけだ。

　これからも彼女には、俺のパーティにいてほしい。だから俺は、みんなに留守を頼んで、まだ慣れない大きくなった体を動かし、祝祭を前にして賑わう街へと駆け出した。














　公国暦１０８４年　６月12日　黒騎士団長ヴィクトリア記す






　今になって思い出しても、悪夢であったというほかはない。

　魔術を無効化する無敵の鎧を身に着けた私の前には、聖せい騎き士しフィリアネスといえど手も足も出ず、私は完全なる勝利を手中にするはずだったのである。

　しかし認めざるを得まい、勝利の女神という忌いま々いましき存在がいるとするならば、それはフィリアネスと、あの汚らしい餓が鬼き──もとい、ヒロトに味方していたのだと。

　思い出すたびに私の魂は熱い疼うずきを覚え、見下ろすほどの背丈の少年によって、この穢けがれなき──もとい闇に染まった、暗黒神の恩おん寵ちようを受けし美の象徴たる私の肉体に加えられた容赦ない凌辱の時間を思い出してしまう。

　凌辱というよりは、あれは試練であったかもしれない。

「スライムから解放してほしくば、言うことを聞くんだ」

　ヒロトは汚らしい、もとい目をかけてやってもいいほど愛らしい顔で、私の今まで知らなかった感情を呼び起こすような冷たい瞳をして、脅迫をしてきたのである。

　最強の鎧を奪われ、卑怯な罠に落ちた私をさらに辱めようとする少年を前にして、私はいささかフィリアネスの教育方針を疑ったが、もはや純潔を保ち続けたこの透き通る肌を少年にさらしてしまった今、これ以上の責めを避ける一心となったことに、誰が非難を向けられようか。いや、向けられるはずがない。

　私は美しい音しか紡がぬ唇を震わせ、そして覚悟を絞り出したのである。

「……わ、私を……好きにしてください……」

　ヒロトは聞こえない、とさらに私を追い込み、さらに言わせたのである。

「私を………ヒロト様の捕ほ虜りよとして、好きにしてください……！」

　黒き鎧と灼炎をまといし高貴なる騎士は、たとえこの身を嬲なぶられようとも、譲れぬ誇りだけは守り切った。

　そしてヒロトときたら、スライムのぬるぬるした触手に拘束された私に近づくと、長く艶つややかな髪に覆われた乙女の敏感な部分をさらけだし、鎧の中におさめるのが大変になってきた私の乳ち房ぶさに、こともあろうにその小さな唇をつけて吸い付いた。その時の感覚はというと、私は決してヒロトを許しはしないし、いつか八つ裂きにしたいのだが、思いのほか上手であった。

「黒騎士なのに、おっぱいは甘いんだね。美味しいよ」

（何を生意気なことを……だが、この少年はただ私の魅力に溺おぼれているだけではないか。そう考えてみれば愛らしいものだ）

　我ながら、両方の乳首にさんざん吸い付かれたあとでそんなことを思うのは、黒騎士団長としての広すぎる度量のなせるわざであると言わざるをえない。

　それにしても拷問が拘束して乳を吸うのみであるというのは、何かの影響を受けたのであろうかとも思う。間違いない、フィリアネスは若い頃から度し難いほど無駄に大きかったあの風船乳房を用いて、ヒロトを手なずけたのだ。あの生真面目なフィリアネスがそんなことをするとは、女としてやはり持て余すものがあったのだろうかと同情もするが、私も人のことは言えない。暗黒騎士もまた、これと決めた相手が見つかるまでは、二十九歳までは処女であるべきなのだ。聖騎士に対抗しているのではない、私の中では処女を守ることは、騎士の防御力を試されているも同然のことである。

　その私が、なぜこんな少年に言うことを聞かされ、将来の伴はん侶りよとその子供にだけ与えるであろう乳を、彼に与えてしまったのだろうか。

　考えれば考えるほど、何か怪しい術を使われたのではと思いもするが、その時は嫌な気持ちは驚くことに全くなく、私は途中から、ヒロトに触れられ、吸い付かれることに抵抗を感じなくなっていた。

　彼は黒騎士である私の高貴な乳房に対し、敬意を払っていたのである。いたずらに心をさざめかせるような淫みだらなことはせず、無心になって吸う。時にまだ成長しきっていない両手で乳房をつかみ、ミルクを搾しぼってきたりもしたのだが、その時は乳があふれるさまを目をきらきらと輝かせて見つめ、ぺろぺろと子犬のように舐めていた。

「美味しい……美味しいよ、ヴィクトリアお姉ちゃん……」

「ヒ、ヒロト……だめ、そこは……あぁっ……」

　浅ましいことと自分を律しはするが、私を求めてくる少年があまりにも純粋であったから、絆されてしまっても誰が責められるだろうか。いや、誰も私を責められない。

　私は悩ましい喘あえぎに似た声をあげながら、あたたかな木漏れ日を浴びつつ、少年に慈じ愛あいの施しをする地母神のように、その幼い欲求に応え続けたのである。

「ヴィクトリアさん……おれ、おれ、もう……っ」

「い、いけないわ、ヒロト。あなたはまだ小さいのよ、そんなこと……っ」

　私は大人の女性としてヒロトをたしなめようとするが、彼の青い衝動を抑えるには、私の身体はどうやら魅力的すぎたようだった。

　スライムに拘束された私に体勢を変えさせると、大きく足を開き、下着だけに覆われた私の大切な部分を、ヒロトに見せてしまっている姿となった。羞しゆう恥ちに身体を熱くさせる私を見て、少年の瞳に怪しい光が宿る。彼は魅力的な年上の女性を前にして、早すぎる大人の階段を上るのだと決意していた。

「そ、そこはだめっ、いけないわ」

　私の声に構わず、ヒロトは自らの未成熟な本能に従い、魅せられた目をして再び私を求め始めたのである。彼は開かせた私の足をすべすべと撫なで、そのまだ未発達な欲求を──




「……何を書いているのだ、この従姉は」

　ヴィクトリアの荷物から日誌を見つけたフィリアネスは、彼女が秘密を隠していないかと検閲したのだが、途中からヴィクトリアの口調が変化していたりと、創作部分が目立つように思いつつ──今からヒロトを甘やかしてやらねばと思うのだった。
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